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「岩いわ下したさんに大切なお話があります」

　緑りよく央おう大学高等部、通称緑りよく高こうに入学して一ヶ月が経った。もうすっかり通い慣れた通学路で、俺は制服姿の彼女と向かい合っていた。

　──ずいぶんと改まってどうしたんだ？

　そんなことを言ってきた（巨乳の）女の子は、クラスメイトの黛まゆずみ千ち代よ子こことチョコちゃんだ。容よう姿し端たん麗れいながら、それを鼻に掛けることなく、控えめな態度と品のいい微笑ほほえみを見せる（その上巨乳の）彼女は、クラス内では現代の大和やまと撫なでし子こと言われている。ちょっと垢あか抜けないところもあるので、あまり表立っては騒さわがれないが、（その巨乳に魅了された）隠れファンも多いとのことだ。

　しかしそこそこ親しくなった俺から言わせれば、彼女の実体は大和撫子というより、ネガティブな自じ虐ぎやく系残念女子だ。まあそれでも、彼女の魅力（特にその胸の中のハートの優しさと……あとその周りにあるおっぱい）がなくなるわけではないので、俺はこうしてよく一いつ緒しよに下校できてうれしい。

　でも、どうして突然こんなことを？　こういう緊迫感は、避けようとする子なのに……。

　と、ここで俺は気付いた。

　──これ夢じゃん。

　なぜなら彼女がスマートフォンを取り出す様子がない。現実ではあり得ない。……ってそれで明めい晰せき夢むって分かるって……チョコちゃん、ネット依存症なんとかしようぜ！

　でもあれだ。明晰夢ってことは、この夢を自在にできるかもしれないってことだよな？　よしエロい展開を望むことにしよう！　脱げ！　今すぐ脱げ！　大切なお話というのは、その大きなチョコマシュマロがうんたらかんたらで触さわってくださいとかそういう話ってことにしてくれ！

　なのに、チョコちゃんが口にしたセリフは、俺が望むものと正反対だった。

　まるで異物でも呑のみ込んでしまったように苦しそうな表情で、チョコちゃんは俺に言った。

「もう、わたしと親しくするの、やめてください」
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　という、後味の悪い夢から俺を覚ましてくれたのは、シャワーの音だった。

「…………夢？」

　俺はすぐさま、手元にあるケータイで、あるユーザーのツイートを調べてみた。





choco_K_mayu　満月がきれいなう。でもあんまりまぶしいとわたしの惨めさが浮き上がってしまうので、やめて欲しいな♪

choco_K_mayu　月のウサギさんは、一生モチを打ち続けなきゃいけないのかな？　つらそうだけど、なにも考えずに生き続ける人生も楽かも。

choco_K_mayu　おやすみなさい。みなさんいい夢が見られますように。






「…………ふう」

　よかった。俺にあんな発言をした様子は全然ない。別のところが心配になるが、まあ、それはいつも通りなのでいいとして、とにかくあれはただの夢だった。

「…………よかった」

　涙で視界がにじむ。

　あれ以上言われていたら、例え夢でも心が折れていたかもしれないぜ。

　だってチョコちゃんは、俺が甘酸っぱい青春を送るための最後の希望に等しいのだ。チョコちゃんに嫌われたら、もう俺の青春はおしまいだ。

「……くそ」

　元はと言えば、性格が破は綻たんしたある９歳児とその家族のせいだ。あいつらが事実をねじ曲げて伝えるから、俺は学校内で誰もが知る『ロリコン停学』を成し遂げた生徒として有名になってしまったのだ。ていうか誰だ！　初めに『停学』に付け足して、『ロリコン停学』などというキャッチーな名前にした奴やつは！　おかげで高等科はもちろん、中等科から初等科までその悪名が広がる始末！　俺が初等科の女の子の前を通るだけで、『逃げええええ』とか冗談で言うクラスメイトたちマジくたばれ！

　どこまで本気にされているか知らないが、どっちにしろロリコンの悪名とどろく俺に、女子が近づこうとするはずもない。だから俺には、チョコちゃんぐらいしかいないのだ。

　俺の青春を潰つぶしやがって……あのドＳ一家、絶対に許さない。

　にしても、シャワーの音……ねえ。

　当然だが、ここに寝ている俺がいる以上、他人が使っているということになる。俺は精神的に自立している亭主関白系男子バクメンになるため、中学卒業を機に一人暮らしをし、上京している。ここは折おり手で荘そう。見る人百人中百人がボロいと口にするであろう、安アパートだ。１Ｋ、ユニットバス、和室の部屋は四畳半と狭せまく、一人だけで住むにも十分なスペースがあるといえない。

　なのに、もう一人、ここに誰かいる。

　俺は上半身だけ起き上がらせる。

「…………お、おお」

　俺が寝ていた布団の上に、パンツとブラジャー、ついでにバスタオルが置いてある。……ま、別にそんなんなんとも思わないんだけど。

　ユニットバスへ繋つながる曇くもりガラスの向こうに、俺以外の人間のシルエットが見えた。

「トシヤ、もう起きたの？」

　かわいらしい女の子の声が、バスルームから聞こえた。

　一人暮らしの部屋に、朝、シャワーを浴びてる女の子がいる……か。

「どうやら俺は勝ち組らしいな」

　呟つぶやいて、むなしくなった。

　……はあ、本当にそうならいいんだけどな。

　よく考えて欲しい。どうして起きたばかりの俺が、ユニットバスの扉の前にいるのか。もちろんこのアパートが、和室とユニットバスが繋がっている、変わった間取りをしているわけではない。

　そう、俺が寝ていたのは廊下なのだ。

　ちょっと首を動かせば、昨日捨て忘れた45リットルのゴミの袋。その隣にはスーパーの袋に入れた生ゴミ。下に目線を移せば、苦い（味の）思い出があるホウ酸団子。

　視線を戻そう。曇りガラスのシルエットをよく見て欲しい。目に映るのは、興味が湧わきようもない起伏皆無のこの輪りん郭かくだ。見たところで、なにも感じるはずがない。あれだな、セロハンテープ並みの興味しか持てそうもないな。

「起きたのか聞いてるんだけど？」

「……ああ、今起きた」

「起きたなら早く目の前から消えなさいよ。そこにいたら着替えられないでしょ？　聞き耳立てて変態じゃないの？　そんなことだからあらゆる人間に嫌けん悪おされ、一生どーてーのまま過ごして死ぬ未来を迎えるのよ」

　聞いたか？　俺、廊下で起きただけで、童どう貞ていのままの未来を決定されちゃうんだぜ？

　勝ち組からほど遠いな、この状況。

　俺は渋しぶ々しぶ起き上がり、シャワーから出たチビジャリに濡ぬらされないよう、布団を抱かかえて和室へと移動する。

　ふすまを開けると、俺が使っている布団と値段が数十倍ぐらいは違いそうな、高級羽毛布団が目に入った。抜け殻のように膨ふくらんだままの掛け布団の上には、脱ぎ捨てられた水色のパジャマと、奇き妙みようなぬいぐるみが置かれている。

　このウサギとブタが合わさったような人形は、ブービット。あいつの宝物だ。

　それから窓際には二つのケージ。一つは、コウタローことクレステッドゲッコーという種のヤモリのケージ。もう一つはコウタローの餌えさになるコオロギが大量に入った虫かご。チャバネゴキブリにクリソツのフタホシコオロギが大量にうじゃうじゃしてる様は、グロすぎて食事時に布を掛けなければ、食べ物が喉のどを通らないレベルだ。しかも羽の音がうるさい。部屋が生き物臭くさくて泣ける。

　こんなのを飼う羽目になったのも、俺が廊下で寝させられるのも、ついでに言うと十じゆう文もん字じさんの関かん白ぱく塾ＤＶＤや巨乳ＡＶ女優月つき野のつぼみさんの高画質映像が見られないのも、あいつのせいだ。

　あいつがうちに押し掛けてきてから、すっかり俺の平和な日々は壊されたのだ。

「……トシヤ、そっちにいるの？」

「ああ、いるよ」

　ふすまを開け、その元凶が現れた。

「…………」

　下着姿で。

　アリスはどういうわけか、不ふ機き嫌げんそうな面つらになって、タオルで前を隠す。
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「おはよう、アリス」

　柔らかそうな髪に、華きや奢しやな身体からだに白い肌、まるっきりフランス人形のようなこの女の子は、白しら波なみ瀬せ有あり澄すという。口を開かなければ文句の付けようのない美少女だ。

　ちなみに俺の名前は岩いわ下した寿とし也や。苗みよう字じが違うことから察してもらえるだろうが、アリスと俺は、別に肉親でもなんでもない。

　じゃあなんで、こうしてアリスが我が物顔でこの部屋にいるかというと……まあ長くなるから詳くわしく語る気はないが、成り行きというしかない。そんな俺たちの関係は、なぜか一部には『夫婦』と言われている。

　こんな９歳児と夫婦とは……寒気がする話だな……。

「変態ゴミ虫」

「なぜ俺は、『おはよう』という挨あい拶さつの返答に、変態ゴミ虫と言われているんだ？」

「あたし、そっちにいるか、さっき聞いたわよね？」

「ああ」

「あたしがシャワーを浴びてたことを知ってたわよね？　とーぜん、下着姿で出てくることも知ってたわよね？」

「ああ」

「変態ゴミ虫」

　二回言われたよ。

「気を利かせて目を逸そらしてなさいよ変態！　ロリコン！　食物連鎖のてーへん！　どれだけあたしの身体からだに興味があるのよ！」

　平坦な幼児体型に興味はありませんが？

「お前の下着姿なんてもう見慣れたし。その下着も何回か見たし」

　俺の言葉を聞いたアリスは、小さく震えて自分の胸回りを抱きしめる。

　……？　お前が隠したそこには、その平面に本来は必要のない胸カバーしかないが？

「あ、あたしの下着を把は握あくしているなんて……性に貪欲なのにも程があるわ……」

　どうしてそういう解釈になる！

「これはあたしの下着ローテーションも把握していると考えて、差し支つかえなさそうね」

　あるよ！

「……問題を出すわ。あたしが明日はくパンツは？」

「これ」

「なんでごく自然に、直接あたしのスーツケースからパンツを取り出して見せつけてるのよ！　こーじつを作り、ごく自然にパンツに触れる、ド変態どどーてー！　……しかも当たってる‼」

　当たっちゃった。

「気にするな、アリス。そもそもお前の身体になんか興味ないから」

「むか。興味ないって──」

　アリス、不ふ機き嫌げんに。

「なんでもいいから、とにかく見ないで！」

「はいはい」

　俺は自分の布団をそこら辺に投げ出し、アリスが寝ていた布団に倒れ込んで、見ていないアピールをした。石けんの匂においかシャンプーの匂いかよく分からないが、アリスの匂いがした。……別に好きで嗅かいだわけじゃないぜ？

　さて、あまりに当然のようにアリスが泊まっているので勘違いされそうだが、俺たちは完全に同居しているわけではない。アリスは、高層マンションの最上階にある自宅と、この四畳半の部屋とを行き来して生活している。過ごす時間は割合的には半々ぐらいだ。

　アリスの親はそんな生活を良く思わないであろうと、常識的な人なら当然思われることだろう。だが、恐ろしいことに、この生活はアリスの親公認だ。どうだ？　金持ちは頭がおかしいだろう？

　さすがに、アリスの世話を丸投げをされたわけじゃない。一応、月に十万円の資金援助はもらっている（俺の仕送りより多いんだが……）。ちなみに流用は不可。領収書提出必須。前にそのお金からエロ本買ったら、メイドの朝あさ比ひ奈な美み柑かんちゃんに首投げされたし。殺す気かよあのメイド。

「もうこっち見てもいいわよ」

　どうやら着替え終えたらしい。

　着替え終わったアリスは──

　──緑央大学初等部、通称緑小の制服を着ていた。
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　緑りよく央おうの初等部と高等部の校舎は、同じ敷地内にある。まあつまり、アリスと俺は、元々同じ敷地内の学校に通っていたわけだ。あの家出騒そう動どうのときは、こいつとの接点なんか何一つないと思っていたのだが、どうやらそうでもなかったらしい。

　認めたくないが、本当に腐れ縁かもしれない……。

　同じ敷地内にいながら、アリスほど目立つ女の子に見覚えがなかったのか？　と我ながら思ったが、よくよく考えたら無理もない。初等部と高等部には、そうそう接点があるわけではないのだ。そもそも初等部の生徒が高等部の敷地内に入ることさえまれで、接点はせいぜい登下校のときと、共同の施設ですれ違う程度だ。ましてや、噂うわさとは正反対に実体はロリコンからほど遠い俺は、基本初等部の生徒なんて眼中に入らない。興味がないから。

　とにかく俺が学校にいる間も、アリスは同じ敷地内にいる。

　おかげで、

「ねえトシヤ、今日お弁当ないから、学食に来なさいよね」

　朝のホームルーム前から、アリスが教室まで付いてくる始末だ。

「お、アリスちゃん、おはよう」

　クラスメイトの男子がアリスに挨あい拶さつをしてきた。毎日この教室に来るせいで、もうアリスの存在はこのクラスにすっかり知れ渡っている。それどころか、そのかわいい容よう姿しもあって人気者だ。意外と人見知りのアリスだから、話しかけられると初めは戸惑っていたが、最近は慣れつつある。

「お、おはよう……」

　まあ今も俺の袖を掴つかんではいるが。

「大丈夫？　夫にセクハラとかされてないか？」

　名無しの使い捨てキャラのくせして、なにを聞いてるんだこのクラスメイトは？

「されてるわ。今朝けさも、あたしの下着姿をぎょーししていたわ」

「してねえ！」

「あたしの布団の匂においを嗅かいでいたわ」

「し、してな…………」

　しまった、言葉に詰まってしまった！　なんてこった！　使い捨て名無しキャラだけでなく、周りのクラスメイトが、侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おに溢あふれた視線を俺に向けているじゃないか！　しかも俺をちらちら見て「犯罪者」だの「ロリコン」だの「クリームソーダ」だの言っているし。…………最後のは俺に関係なかったが。

　さて、俺は言うまでもなく、正真正しよう銘めいのパクメンだ。亭てい主しゆ関かん白ぱくというと、手前勝手に妻をこき使う、傲ごう慢まんな旧世代の父親をイメージするだろうが、それは正しくない認識だ。無理矢理に女性を従わせているのではなく、器うつわが大きく、愛情深く、芯の部分で相手を尊たつとんでいることで、女性が進んで自分に従うようになるのが、真の亭主関白なのだ。

　俺は、地道にではあるが、理想に近づいていると思う。

　なのに、クラス内での俺の評価は、パクメンのその実体とはかけ離れた『かわいい女児を狡こう猾かつに騙だまし、あろうことか教室にまで連れ込んでイチャイチャしている変態ロリコン』である。普通の生徒なら登校拒否レベルだね♪

　くそ……。噂うわさだけなら風化するかもしれないのに、こいつがいつもいつも付きまとうせいで、このざまだ。

「いつか言おうとしていたんだけど、今言う。どうしてお前は教室までついてくるんだ？」

　言いながら俺は自分の椅い子すに座る。

　アリスは当然のように俺の机に座る。

　いつでも上から目線だな、こいつは。

「あなた、あたしがいることでロリコン疑惑が晴れないでしょ？」

「……まあ」

　……ん？　まさか？

「だからくっついてるのよ」

　自覚的かこいつ！　悪魔か！

「なんのためにそんなことしてるんだよ！　嫌いやがらせか！」

「こうすることで、あなたはあたしの養分である本分を忘れないわよね？　どっかのミルクタンクにゆーわくされたら、そっちにばかりかまけて、あたしの世話を疎おろそかにしそうだもの」

「色々ツッコミを入れたいが、そもそも俺はお前のような捕食系幼女の養分ではない！　だから昼も一いつ緒しよに行かない！」

「あなたがいないと、学校で誰がメイドの代わりにあたしに奉仕するのよ？」

　当然のようになにを言ってるのこいつ？

「それに、あたしの付属品であるあなたは、あたしなしで自らの価値を保てるの？　ウスバカゲロウ的存在感にならない？」

「誰がお前の付属品だ！　お前の付属品はブービットだけで十分だ！」

　ちなみにどこに行くにもアリスが持ち歩いていたブービットだが、さすがに学校には持ち込んでいない。……のだが、

「お、なんだそれ？」

「ふふん」

　アリスがケータイに付けた、ブービットにしか見えない小さなぬいぐるみが付いたストラップを、自じ慢まんげに見せつけてきた。

「どこで用意したんだそのストラップ？　ブービットはお前が二つの人形を解体して作ったオリジナルだろ？　だからそんなの店に売ってないだろ？」

　アリスは無言で親指と人差し指で『○』を作る。……なぜわざわざ嫌らしい仕草をする必要がある？

「あなたのストラップも作ってあげようか？」

「なんで？　お前は実は俺萌もえってこと？」

「なに言ってるの？　どうしてそんなことを言ってしまう自分を恥はずかしく思って自殺しないの？　あたしは、付属品であることを常に意識させようとしているだけよ」

「色々酷ひどいなお前は！　だから俺は、お前の付属品じゃねえって言ってんだろ！　そもそもお前の方がよっぽどマスコット化が似合うわ！　見た目人形っぽいしな！」

「あたしのマスコット……？」

　アリスはぞわりと身体からだを震わせる。

　なんだそのリアクション？

「……あたしそっくりのマスコットを作って、なにをする気よ……。さては口に含んで唾だ液えきまみれにするつもりね……。濡ぬれそぼったあたしのマスコットを見てこーふんしたいだなんて……あなたの変態っぷりは、いつもあたしのそーぞーを超えるわ……」

「その変態の俺は、いつもお前の想像だけどな！　なにが想像を超えるだ！」

　相変わらずこいつの被害妄もう想そう力は酷ひどい。

「とにかく俺は、お前の付属品ではない！」

「そうね、養分よね」

「養分でもねえ！」

「じゃなによ？　まさかまた、ふ、夫婦とかまた言うつもりじゃないでしょうね！　も、もうそんな甘い言葉に騙だまされないわよ！」

「そ、そんなこと言わんわ！」

　……まったく、俺の失言をいつまで憶えているんだこいつは……？

　どうでもいいが、クラスメイトたちは俺たちをちらちら眺ながめて、『夫婦』『奉仕しなさい』『甘い言葉に騙だまされ』『濡ぬれそぼった』『口に含んで唾だ液えきまみれ』などという言葉を並べてまた侮ぶ蔑べつの視線を向けていた。うう……なんということだ！

「とにかくお前と昼は食わん！」

　吐はき捨てたら、なぜかアリスはケータイを突き出してきた。

「な、なんだよ？」

「ん」

　なぜかイヤホンを差し出してくる。

　嫌いやな予感しかしないが、イヤホンを付けないと余計酷い目に遭う直感があったので、俺はイヤホンを付けた。

『俺は正直、ヤモリは別に好きじゃねえ。あのゴキブリ似のコオロギ飼うのはもっといやだ。でもコウタローを飼うことにした。なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』

「……………………」

　なんだ、この言い覚えのあるクサいセリフは？

　ケータイの画面には、どこぞの高層マンションの最上階が映っている。そのマンションの玄関で、アリスの両親であるダイナさん、ルイさんの背中が見える。その二人の間に、殴なぐられでもしたのか所々顔が腫はれている青年がいた。

　っていうか、どう見ても俺だった。

　アリスは無表情な顔で、もう一度、その動画を再生する。

『俺は正直、ヤモリは別に好きじゃねえ。あのゴキブリ似のコオロギ飼うのはもっといやだ。でもコウタローを飼うことにした。なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』

「……………………」

　あれ？　自然と脂汗が……。

　アリスがまた無表情でケータイを操作する。

　俺の真剣な顔をズームアップして、もう一度再生。

『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』

「もうやめてええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　超ちよう恥はずかしい！

　なにこれ！　なにこの人、９歳女子に会いたかったって叫さけんでるの！　キモすぎるだろ！　そりゃダイナさんに日本刀で斬きられそうにもなるよ！　俺も斬り殺してえよ！

　それにこのロリコン証拠が世間に広まったら、まったく弁解できなくなるって！　クラスでも今みたいに冗談交じりに冷やかされるだけじゃなく、本気で居場所がなくなるって！

　無表情を作っていたアリスの頬ほほに、赤みが差してきてる。学校だってのに、ドＳモードに入ろうとしてるぞこいつ！

　先生はやく来てくれー！　と思い時計を見たのだが、まだ朝のホームルームの時間からは遠かった。く、くそ、時間よ早く過ぎろ！

　俺の気持ちも知らずに、アリスは唇くちびるを舌で舐なめ回して、一言。

「昼、一いつ緒しよに食べるわよね？」

　また以前のように脅きよう迫はくする気か！

　くそ、思い通りにさせてたまるか！

「…………てい！」

「あ」

　俺はケータイを奪い取って、素早く動画を消去する。

　もうこれで脅迫はできまい！

「……ふふ」

　なのに、なんだアリスのこの余裕の面は？

　俺の顔を眺ながめて、アリスは舌なめずり。……こんな邪じや悪あくな面つらできる９歳児他にいるの？

　アリスはケータイを奪い返して、なぜかそこに付けられているミニブービットを見せつけてくる。

「な、なんだよ？」

　アリスは無言で、ミニブービットの鼻を押した。

『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　なぜ俺のキモい発言がミニブービットから！　なんだその機能！

　アリスはまた無言で親指と人差し指で『○』を作る。いや金がかかってることは十分分かったから！

「それから言うまでもないけど、さっきの動画は、実家のパソコンに保存してあるわ！」

　さ、最悪！

　完全に詰んでる！

「……くっ、つーかなんでこんな動画を撮れたんだよ！　お前、あのときパーフェクトアリスで、俺を拒絶してただろ！」

　ちなみにパーフェクトアリスとは、この性格の悪さが消えた、理想的幼女モードのアリスである。現在はその人格は存在しない。……よくよく考えたら、惜おしい人をなくしたぜ。

「ど、どうして撮れたって──」なぜか焦あせるアリス。「ど、どうでもいいでしょそんなの！　あなたの弱みを見つけることに関して、あたしは天才だからよ！」

　異議無し！

「それにお前、大切なはずのミニブービットの中に俺の声を入れてるなんて……脅きよう迫はくのためにそこまでするのか！」

「別に脅迫のために入れてたわけじゃないわよ」

「は？　じゃあなんでだよ？」

　アリスはしばらくキョトンとした後、顔を赤くする。

「どしたの？」

「う、うるさいっ！　ななな、なんでもいいでしょそんなの！　死ね！　動画サイトに『小学生女子の家にロリコンが会いたいと言って乗り込んできた』というタイトル付けてアップロードするわよ！」

　なにその思わず見ちゃいそうなタイトル！　結構な再生数になりそうだから、本当に社会的に死ぬ！

「話を戻すわ。昼、一いつ緒しよに食べるわよね？」

　…………………………抵抗不可、だな。

「……ああ、行けばいいんだろう行けば！」

　うう……また屈してしまった。

「はあ？　なにその態度？　アリス様と一緒に食事がしたいです。どうぞ椅い子す代わりにわたくしめをお使いくださいって言いなさいよ」

　言って、机に座ったままの姿勢で、上履きのまま俺の顔を踏ふんできた。……このガキ、学校でもこの態度かよ。あり得ねえ……。しかもパンツが見えてる。

「テメエ、いい加減に──」

『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』『なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！』『なあ、俺はお前を助けたいんだ！　本気だぜ！　分かんだろ！』

「お、おおおおおぉ…………」

　六連ちゃんキモボイス、しかも慣れてきたところに、別のさぶいぼセリフを持ってくる不意打ちに、心がぽっきり折れた。

　俺が踏まれてる様、みんな見てるしさあ……。俺、パクメンなのに……。男の中の漢おとこのはずなのに……。なんで顔を上履きで踏ふまれてるの？

　もう泣きそう。




「おはようございます」




　素早くアリスの足を払いのけた。

　泣きそう？　嘘うそです。割と平気です。クラスメイトごときに、なんと言われようとどうでもいいし、アリスになにをされてもガキのすることなんで傷付かないです。

　俺には、こうやって挨あい拶さつしてくれる、巨乳がいるからどうでもいいです！

「おはよう、チョコちゃん」

　俺のすぐ横にまで歩いてきたチョコちゃんは、にこりと微笑ほほえんでくれる。

「ふふ……素敵な男性に挨拶を返してもらえるなんて……リア充なう」

　しかもこれだけで喜んでくれる。

　ああ、もう、その笑え顔がおだけで、やさぐれた心が癒いやされるよね。

「出たわね、ミルクタンク」

　アリスのおっぱいへの嫉しつ妬とが始まった。

「アリスちゃんもおはよう」

　でもその嫉妬をチョコちゃんは全然気にせず挨拶する。……まあ空気が読めないから、嫉妬に気付いてないだけかもしれないけど。

「馴なれ馴れしいわね。ちゃん付けは許してあげるから、せめて挨拶は土下座して言いなさいよ。頭ずが高いわよ」

　高すぎる頭を軽くはたいた。

「いたっ！　なによ！　あなたどっちの味方なのよ！」

　チョコちゃんだけど？

　と、チョコちゃんの顔を見たら、今朝けさの夢を思い出してしまった。あんなのはただの夢だと思いたいが、実は正夢じゃないかという不安もちょっと残っている。

「あのさチョコちゃん。まさか俺が親しくするの迷惑だと思ってないよね……？」

「な、なんでですか？　そんなこと思うわけないじゃないですか！」

「そ、そうだよね……」

　心配は杞き憂ゆうだったみたいだ。ホッ……。

「どうして突然そんなこと──あ、そうか……暗に、親しくされて迷惑だと言ってるわけですね……。空気を読んで、迷惑だって言ってくれってことですよね……」

　しまった……チョコちゃんのネガティブスイッチを押してしまった。

「そ、そうですよね……わたしと話してもなんのメリットもないですし。……わたし、ほぼ生ゴミですもんね」

　ほぼ美少女だよ？

「はっきり言ってください！　自殺して欲しいって！」

「心にも思ってないよ！」

　飛ひ躍やくしてるし！　チョコちゃんは相変わらずネガティブがすぎる！　そして腕にしがみついてきたから胸が当たってる！　胸が当たってるってば！　俺をまた夢の世界に誘う気か！　今度は悪夢ではなく淫いん夢むにしてください！

「は！　また悪い癖くせが出てしまいました！」

　チョコちゃんは俺の腕を離す。

　俺も同じく悪い癖が出てたな。

　にしても、チョコちゃん、ちゃんと悪い癖って自覚あったんだ……。

　ちなみにこのチョコちゃんの性質、クラスメイトたちにはなぜかまだバレていないようだ。正直こんな隙すきだらけなのに信じられないが、どうやら見た目と第一印象の大和やまと撫なでし子このイメージが思いのほか強固のようだ。たまにおかしいのは、どうやら異常ロリコンの俺に絡からまれているせいということで、納得されてるらしい。……こいつら……とりあえず俺のせいにすれば全部解決かよ！

「岩いわ下したさん、聞いてください。わたし、やっぱりこういうところ、直していかなきゃいけないと思うんです」

「うん、俺もそう思う」

「あ……やっぱり……そうですよね……」

　なぜ自分で振っといてへこむ？

「岩下さんは、パクメンになるために、わざわざ上京して一人暮らしを始めたって、前に言ってましたよね？　その行動は本当にすごいです」

「いや……別にすごくはないよ？」

　改めて言われると照れるな。

「いえ、本当にすごいし偉えらいです！　岩下さんはパクメンからはほど遠いのに、果てしない努力をしなければいけないのに、全部が無む駄だになる可能性も高いのに、そこまで覚悟を決めて頑張れるなんて本当にすごいです！」

　おかしいな……褒ほめられてるのに、なぜかものすごい傷付いたんだけど……。泣きそうなんだけど……。

「だからわたしも、岩下さんを見習って、変わるべきだって思ったんです。なのでYahoi!知恵袋で『どうすればネガティブな性格を直せるでしょうか？』という質問を書き込んでみたんですよ」

　いつも通りのネット頼りですなあ。

「そうしたら、『高校生なら部活動に所属してみたら？』っていう解答があって、なるほど、と思ったんです。でもリア充が集まる部活動は恐すぎるし、今からじゃもう仲良しグループもできあがっているだろうから入りにくいし、そもそも部活動なんて人数が多すぎて恐いから無理じゃないですか。そうですよね？」

　残念ながら同意しないよ？

「だから同好会ぐらいが限界かなあ、アスキーアート同好会なんてないかなあと、学校の掲示板を探していたらですね、なんと！」

「あったの？　アスキーアート同好会？」

「なに言ってるんですか？　あるわけないじゃないですか」

　チョコちゃんが言い出したんだよ！　っていうか、そもそもアスキーアートって聞いたことはあっても、なんのことだか実はよく分かってないし！

「これを見てください」

　チョコちゃんは、いかにもお手製に見える、カラー印刷してある用紙を見せてきた。どうも勧誘チラシのようだ。

　拳こぶしを高く掲かかげた人間が大きく描えがかれているのに、色使いが妙みように暗いというか恐いせいで、（なぜ全体的に赤黒い？）、おどろおどろしい印象しか与えないイラストの上に、こんなことが書かれている。





『第三軽音楽同好会（通称、ポジティ部）　←まだ部じゃないって？　そんなツッコミはなしだぜ☆

　部員募集中。

　現在部員三名！　あと一人入れば部申請できます！

　もうちょっとで僕ら（ポジティ）部になるんだぜ。協力してね！

　君の元気玉をボクたちに‼　打倒ネガティ部‼　←そんなのねえよ。誰と戦ってるんだっての（笑）


・興味のある方は放課後、第二理科準備室へＧＯ！だ』








　うん、吐はき気がするな。

　チョコちゃんが期待に溢あふれた顔で、俺の反応を待ってる。

「ええと、そうだね、このちらしはおもしろいよ、シュールなギャグっていうの？」

「え？　あの……別におもしろさを提供したつもりは……」

　…………じゃあ、やっぱり、話の流れ的に？

「わたし、ここならやっていけそうな気がするんです！」

　……あーあ。

「あたしにも見せて！」

　なにかおもしろいものがあるのかと思ってか、アリスがチョコちゃんの持つちらしを覗のぞき込む。

　アリスの笑っていた顔が、みるみる無表情に。

「……吐はき気がするわね」

　口に出して言っちゃったよこいつ。

「……え？　わ、わたしのグロ顔にですか？」

　大丈夫。さすがのアリスもそこまで毒は酷ひどくない。

　俺は改めてちらしを見る。

　まずとてつもなく寒い。ポジティ部云うん々ぬんも寒いが、自分でツッコミを入れてるあたりが猛烈に寒い。突然元気玉って単語が出てきたので、なにかに掛かってるのかと思いきや別にない。通称ポジティ部も意味が分からない。しかもこのノリに自信がないのか、用紙に対して文字が妙みように小さいのが、尚なお寒々しさを与える。

　そもそもなんだよ第三って。軽音楽部二つあるなら、お前らそっちに入れよ！　しかもなんで部室が第二理科準備室なんだよ！　ホルマリン漬け相手に演奏する気か！　こんな同好会、部員集まっても絶対部にならねえよ！

「どうですか？　魅力的だと思いませんか？」

　おかしいな……俺と見えてる世界が違うのかな？　認識する世界が違うということは、これは哲学的な問題かな？

　……とりあえず、なぜこれが魅力的に思うのか優しく聞いてみようか。

「ええと、チョコちゃん、軽音楽に興味があったんだね」

「なにがですか？」

「…………ん？」

「はい？」

「いやいや軽音楽同好会って書いてあるじゃん！」

「あ、本当だ」

　見ろよ！　そこをまずまっ先に見ろよ！　確かに他のツッコミどころにばかり目が行くけどさ！

「ええと、あ、大丈夫です。カラオケは意外とうまいです！」

「お、珍しく強気」

　チョコちゃん、透明感のある声だし、聞いてみたいかも。

「…………す、すみませんおこがましかったです。うまいわけないです。カエルの鳴き声以下の反吐へどみたいな声しか出せません」

　謙けん虚きよがすぎて、むしろ嫌いや味みに聞こえる……。

「でもじゃあ、ボーカルをやる気ってこと？」

「…………え？　ええ？　無理です無理です！　人様の前でわたしの歌を聴かせるなんて、申し訳なさすぎて死にます！」

「ならなぜカラオケがうまいなどと……」

「お、音感はあるって、言いたかったんです！　カラオケによく一人で行って、高得点出しますし！」

　やめて！　女子高生が一人でカラオケを歌ってる様を想像させないで！　通りかかった他の女子高生の集団に、窓から「あいつ一人だぜ」って言われながら指をさされるのを想像したら泣きそうになる！

「とにかく今日、この同好会の部室に、顔を出してみようと思うんです」

「そ、そっか、頑張れ」

　それでこの話を終えようとしたが、なぜかチョコちゃんはまだなにか言いたげに、じっと俺を見ている。

「……ええと？」

「そ、その……無理にとは言わないんですが……あの……やっぱり一人で行くのは恐いんで、い、一いつ緒しよにきて欲しいんですけど……」

　えー……。

　関わりたくない人の集まりに決まってるから、絶対嫌いやなんだけど。でもその上目遣いの目がかわいすぎるから、オッケーとしか言えないんですけど。勘弁してくれよ、超かわいいよ。

「それは無理なお願いね、ミルクタンク！　トシヤは放課後、あたしと一緒に帰るって用事があるのよ！」

　ふんぞり返るアリス。

「そんな用事ないけどな」

　人の用事をお前が決めるな。

「な、なんでよ！　いつも一緒に帰ってるでしょ！」

「いつもお前が、俺の授業終わるの勝手に待ってるだけじゃん」

「か、勝手ってなによ！　あたしのケータイストラップのくせに！　あなたがあたしの足を舐なめてこーふんするような変態だから、慈じ悲ひの心であたしが構ってあげてるのに！」

「足を舐めたりしたんですか？」

　なんでチョコちゃんは聞いちゃうかな？　そういう空気の読めないところは直すべきだぜ？　だって、あるって言ったらどうするつもりだ？

「…………」

　実際あるしな。

「……わぁ…………それは、ないです」

　げ。笑え顔がおが引きつってる！　チョコちゃんが珍しく引いている！

　というか、聞き耳を立てていたクラスメイトは全員引いている！

　さっき顔を踏ふまれていたせいで、リアリティが増している！

　こ、この場はなんとかごまかさないと！

「あ、ああええと！　この同好会の見学の話だったよね！　ポジティ部？　超楽しそう！　期待に思わず踊り出しそう！　もち行くよ！　放課後どこでも行くよ！」

「わーい」

　喜んでくれた。

　もちろんそれで、俺への足舐なめロリコン疑惑がクラスメイトから払ふつ拭しよくされるわけではなかったので、なんの解決にもならなかった。

　チャイムが鳴って、みんなが席に着き始める。あれだけ騒さわいでいたのに、誰も俺と視線を合わせてくれなかった。

　……まだ一日、始まったばっかりかあ……はあ……。

　──ポジティ部、か。

　そうだね……ポジティブに生きないと……色々、やってけないよね…………。
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　という、大体いつも通りの学校生活を終えて、放課後。

　俺たちは第二理科準備室の前にいた。

「うう……新しい人と会うの、緊張します……」

　頼まれたときは嫌いやがりもしたけど、よく考えたら、震えてるチョコちゃんをほっとけないから来てよかったかもしれない。頼まれなくても一いつ緒しよに行ったかも。実は俺を頼ってくれたことは結構うれしいしな！

「まったく……どうしてあたしが、あんないかがわしい同好会の様子を見に行かなければならないのかしら。やってられないわ」

　アリスが文句を垂れる。

　誰もお前に来てくれと言ってないが。

　でも余計なことを言うとうるさいからほっとこう。

　第二理科準備室は、中等科の教室が主に入っている第二校舎にある。高等科の学生は理科室を使わないので、この部屋にはまったく来たことがない。

　うーん、結構狭そうだけど、本当にこんな所で軽音楽ができるのか？

「じゃあ開けるよ」

「ちょ、ちょっと待ってください。その前にブレスケアを……」

　……口こう臭しゆう気にしてんの？　いや全然気になったことないんだけど……。

　アリスがそんなチョコちゃんを見て、くすくす笑う。

「ぷー。口こう臭しゆうを気にする前に、そのどうしようもない性格の悪さからにじみ出る、口の悪さを気にしたら？」

　……こいつは本当にしょうもないな。

　皮肉でも言ってやるか。

「アリス、お前、超おもしろいな」

「は？　なにがよ？」

「自分の性格と口の悪さを客観的に理解し、それを敢あえてけなし言葉に使うことで、誰もに『お前だよ』って思わせるボケだろ？　超おもしろいぜ」

「なにを言ってるかまったく意味が分からないんだけど？　ゴムじゃなくてピアノ線をお腹なかに巻き付けてバンジージャンプしたら？」

　着地する頃には俺は二体になるね！　やったね！　便利！

　俺たちがそんなやり取りをしている間に、チョコちゃんは深呼吸をしたり、瞑めい想そうをしたり、頬ほほを叩たたいたり、その場で二回ほど回ったり、スマートフォンをいじくって、Twitterに『これから部室に入ります。みんな新しいわたしを待っててね！』と寒いことを書き込んだりしていた。見て見ぬふりをするのが大変だった。

　ようやく気が済んだようなので、俺は扉を開ける。

「ぶ、不気味な部屋ですね」

「……そうだね」

　ドア手前の部屋の両端は、薬品の入った棚で埋うまっていた。棚の上にはホルマリン漬けの鳥やら猫ねこやら猿さるやら。しかも薬品臭くさい。こんな所に長期間居座る奴やつらの気が知れない。

　この部屋で同好会活動はあり得ないな……。もう帰りたい。

　手前は棚がないから狭せまいが、奥の方はそれなりにスペースはありそうだ。それでも部活動をやるには狭いと思うが……。

「まだ誰も来てないんでしょうか？」

「カーテンが閉まってるし……たぶんね。とりあえず中に入ってみるか」

　ただでさえ不気味な部屋なのに、その上に暗いだなんて気が滅入ってしょうがない。が、行くしかないか。

　恐る恐る中に入る。奥に入っても、やっぱり狭いことには変わらなかったし、とてつもなく居心地が悪い。

　パイプ椅い子すが立てかけてあるけど、これを部活のとき使ってるのか？　でも、まったく楽器は置いてないな。あれだろ？　軽音楽部ってよく分かんないけどバンド活動みたいなもんだろ？　楽器を持ち帰ってるとしても、ここって楽器を弾くスペースなんてないよね？　ドラムなんて絶対置けないよね？

「見てみてトシヤ！　人体模型がある！」

　アリスが俺の袖を引っ張る。

　なんでうれしそうなんだよ？　あれか？　自分は人間を皮ひ膚ふまでむしり取ることに喜びを感じちゃうドＳですアピールか。恐ろしい幼女だな。

「どこに人体模型があるって？」

「あれあれ」

　アリスが指をさす方を見る。確かに内臓が晒さらされている人体模型があった。カーテンの光が、わずかに差し掛かって、大腸にスポットを当てていた。きっと生前は快便であることが自慢だったんだろう。その隣には、みんなに『痩やせすぎだからもっと食べた方がいいよ』と心配されてるであろうぐらいに痩せている奴やつがいた。骨の模型だ。まあ理科準備室だからな。その隣には仮面の男がいた。まあ理科準備室だからな。

「…………」

　仮面の男？

「やあ」




「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああ！」




　模型が動いた！

「あんさんなんや？　人の顔を見て、叫さけび声を上げるなんて……傷付くやないか」

「顔見えてねえし！」

「お、なかなかいいツッコミやな」

　って、あの並びだから模型かと思っただけで、全然模型でもなんでもないし！　顔全体を覆った白仮面を付けてるだけで、うちの制服も着てるし！　なんだこの関西弁の仮面！　しかもボケがベタで大したことない！

「な、なんであんた、そんな仮面かぶってるんだ……？」

　動どう揺ようしつつも、きっと誰もが気になるであろう質問をする俺。

　普段からこんな格かつ好こうをしてるなら、百遍ぐらいは聞かれている質問だろう。もう聞いてくださいと言わんばかりの、構ってちゃんといっても過言ではないだろう。

　それなのに。

「え……聞かんといてや…………」

　なんで本気で拒否ってんの？

「はあ……つらいわ……顔を見られる度に言われるなんて……つらいわ」

　いやいや、なんで落ち込んでるの？

　っていうか、聞いたことは聞いたけど、そこまでお前なんぞに興味もないんですけど？

「……あんさんたち、入部希望者か？」

　暗い声のまま聞いてくる仮面の男。

「いや、入部希望者はチョコちゃ──この女の子だけです」

「……そうやろうな。ポジティ部に入りたいと思いそうなのは、その子だけに見えるわ。……そうだ自己紹介せな」

　どうでもいいけど、自分たちでも『ポジティ部』って名乗ってるんだな。

　仮面の男は手を差し伸べてきて、言った。

「わいは、高等科二年の小お野の田だ信しん平ぺいいうんや。あだ名はマスクや。よろしゅう」

　名前、普通。

　あだ名、まんま。

「はあ……よろしくお願いします」

　とりあえず、握手を求めていることには気付かないふりをして拒否しよう。

「ああ、そうだ。なんでマスクさんは俺たちを驚かすような真似まねをしたんですか？」

　おかげで情けなく声を上げてしまった。チョコちゃんの前なのに……。

「いやいやそんなつもりなかったんやで」

「じゃあなんでカーテンを閉めたままだったんですか？」

「それは……その方が落ち着くやん。学校には他人がいすぎて、放課後ぐらい一人になりたくなるんや……。薬品の匂においを嗅かぎながら、暗くら闇やみの中にいると落ち着くことぐらい分かるやろ？」

　まったく分かりませんが。

　マスクやべえな。根暗だぞこいつ。

「分かります」

　強く頷うなずく俺たちのチョコちゃん。さすが。

「でも驚かす気がないなら、この部屋に俺たちが入ってきたとき、声を掛ければよかったじゃないすか？」

「いやな、わいもそうしようとした。だけど、かわいらしい女の子がいるやん。尻しり込ごみしてしもうたんや。そうやって声を掛けられずにいるうちに、機会を完全に見失ってしもうた。頭真っ白ーなって、なにもできずに部屋の端にいたんやが、あんさんと目が合ってしもうた。ごまかし切れんと、声を掛けたっちゅーわけや」

　このマスク、本当に大丈夫か？

「まあ、あたしが神こう々ごうしすぎて、話しかけられない気持ちは理解できるわね」

　アリスが、得意気に頷く。

　お前は油断すると、自惚うぬぼれの権ごん化げであるお前の姉ちゃんとキャラがかぶるな。

「いや、あんさんやのうて、そっちの女の子や」

　分かってるからスルーしとけよ……。アリスの機き嫌げんが悪くなる。ほら、まだ心を許してないお前に文句を言えないから、無意味に俺の足を踏ふみ付け出したじゃないか！

　抗議の目でマスクを見ると、どういうわけかそわそわしていた。

「……なにか言いたいことでも？」

「あ、ああ……そ、その、わい、別に関西人じゃないんよ」

　えー。

　なにを突然、聞いてもないこと告白してんの？

「せっかく仮面を付けてるから、違う自分を演じたくてやってるんや……。本当は東京生まれ東京育ちで、関西には行ったことーない。関西弁は適当なんや。……でも、ほら、関西弁なら、言いたいことも標準語よりは言える気がするやろ？　少しは本当のわいから、逃げられる気がするんや……。そやから、あまりおもしろいことも言えんかも分からんが、堪かん忍にんしてや」

　自分のキャラに予防線を張り出したぞこの怪人。どんだけ自信ないんだよ。よく見たら猫ねこ背ぜで哀あい愁しゆうが漂ってるし。表情が仮面で隠れてるのに、負のオーラが隠しきれずにしみ出てるし。

　嫌いやな予感がしていたが──というかポスターとこの部室の様子で大体勘付いていたが、『ポジティ部』と名乗ってるこの同好会、ネガティブな人たちの集まりなのでは……？

　と、

　ガラっと扉を開く音がした。




「おお？　まさか、入部希望者かい？」




　背後から、はきはきとした声がした。

「ああ、レイ部長。助かったわ」

　助かったって……そうか、新しい人と話すのがつらいんだろうな……チョコちゃんと同じで。

「いらっしゃい、歓迎するよ！」

　振り返ると、声の印象通り、ネガティブなイメージとはほど遠い人がいた。温和そうなイケメンだ。身長は俺と同じぐらいで、体型は細身。癖くせのない直毛のきれいな髪が、彼の清潔感を強調している。制服は着崩さず、シャツのボタンを一番上まで留め、ネクタイも弛ゆるめていない。自分の武器をきちんと分かっている着こなしだ。こいつはきっと女子生徒に影で王子と呼ばれているに違いない。

　──調子に乗るな！（嫉しつ妬と）

「ひ！　イケメン怖い！」

　ふ、しかし我らがアイドルチョコちゃんは、イケメンが苦手なのだ。残念だったな！　俺のことは全然平気だけどイケメンとは話せないのだ！　ああイケメンじゃなくてよかった！　本当によかった！

　そんな喜び溢あふれる俺の顔を、アリスが見上げてきた。

「なに泣きそうな顔をしてるのよ？」

　きっと気のせいだ！

「レイ部長、全員じゃなく、この子だけ入部希望なんやって」

　マスクが、チョコちゃんを手のひらで指し示す。

「へえ」

　俺たちの側にやってきたレイ部長は、言われてチョコちゃんを見た。

「…………‼」

　なぜか王子は、驚いたご様子。

　王子は、顔を近づけてチョコちゃんを眺ながめる。こらこらイケメン、自分に自信があるからって、美び麗れいな顔をチョコちゃんに近づけるな。しかも薔薇ばらのような香水の香りを漂わせやがって。そうやってドギマギさせて、いつも女を落としてきたのか汚い奴やつめ！

「────ひぅ」

　ちなみにチョコちゃんは、初対面の人間にジロジロ見られる恐怖からか、息を止めて黙だまって硬直している。

　見定めが終わったのか、王子は次に俺を見た。

「君は？」

　王子は柔にゆう和わに微笑ほほえむ。

「俺は、その、様子を一いつ緒しよに見て欲しいと彼女に頼まれて……」

　イケメンに対して、いざとなると尻しり込ごみしてはっきり喋しやべれない俺。

「へえ。この子のカレシかな？　ふふ……彼女、かわいいものね。粉を掛けてくる男がいないか自分の目でチェックしたかったってところかな？」

　違う……けど、この余裕を持った態度はすごいなあ。かわいい子がカレシ持ちだと思うと、少しは嫌いやな気分がするもんだと思うんだけど……。俺がちっちゃいのかなあ……。

　レイ部長はまたチョコちゃんに向き直る。そして驚くべきことに、チョコちゃんの首元に右手を触れた。おい、イケメンに触れられたおかげでチョコちゃんが「……ひ、ひひひ」と笑い声にさえ聞こえる悲鳴を上げているぞ。

　なんだこのイケメンは……？　カレシだと思ってる男の前で、平然と手を出せるのか……！

「カレシについてきてもらったのかい？」

　脂汗を流してなにも答えられないチョコちゃん。

　ぎくしゃくしているチョコちゃんの態度に、なにを思ったのか「そうかそうか」と納得してウンウンと頷うなずいている王子。

「お、おい……そ、そろそろチョコちゃんを──」

　引き剥はがそうとした俺の声はしかし、いかにも白馬の上に乗っていそうな顔をしている爽さわやかな彼が、チョコちゃんに言い放った一言で消えた。




「調子に乗るな、腐れビッチ」




　──えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ‼

　ていうか、マジギレしてる！　目を見開いて、ヤンキーが因いん縁ねんを付けるみたいにチョコちゃんを睨にらみ付けてる！　おい王子どうした！　爽さわやかさが消え失うせたぞ！　なにがお前をそんなに狂わせてる！
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　チョコちゃんが、あまりの恐怖にがくがく震えて泣きそうになってる！

　アリスも口を大きく開けて唖あ然ぜんとしてる！

「男連れでボクの部に入りたいだと？　はあ？　意味分かんないんですけどー。調子に乗りすぎなんですけどー。あれですか？　ボクへの当て付けですか？　かわいい自分、モテるアピールですかあ？　この巨乳がふざけやがってええええ！」

　なんでこのイケメン、怒いかりの余り涙目になってるの！

「れ、レイ部長、落ち着いて！」

「止めないでマスク！　こいつ絶対、ボクのことを知ってて、嫌いやがらせに来たんだよ！　そうに決まってる！　この清純派ＡＶ女優並みにうさんくさい清せい楚そさは間違いない！　くそ、殺してやる！」

　左手もチョコちゃんの首に伸ばした。

　こ、こいつ、首を絞しめるために、手を触れてたのか！　完全にイってる！

　表情が狂気に満ちていて、正直恐くてしょうがないが、ここを止めなければパクメンと名乗れない！

「や、やめろ！」

　俺は背後からレイ部長を羽は交がい締めにして、意味不明の凶行を止める。

「は、放してくれ！　……うう、マ、マスク！　この人を引き剥はがしてくれ！」

「そんなことするわけないやろ」

「なんだって！　さてはマスクもこういうのがタイプか！『ああん、か弱いからわたしのこと守ってえん』って女がいいのか！　くそうみんなしてボクを侮ぶ辱じよくして！」

　レイ部長から逃げ出したチョコちゃんが、回り込んで俺の背後に隠れた。背中に当てられたチョコちゃんの手は、かわいそうなぐらい震えている。いつもはどうでもいいことに恐怖しているチョコちゃんだけど、今回ばかりは正しい反応だ。

「おい淫いん売ばい女！　お前、もううちのマスクを毒どく牙がに掛かけたのか！　さてはマスクを自分の味方に取り込むためにその胸を差し出したのか！　そこまで巨大にするために、揉もまれまくったであろう胸を差し出したのか！　はっ！　なんて安い身体からだだよ！　そうやってお前みたいな人種は、この居場所さえボクから奪うんだな！　させるかああコラア！」

「あ、ああ……わ、わたしやっぱり、人に見られただけで嫌われるような……不快な顔してるんですか……？」

「そんなわけないだろ！」

　でも、今回本当に顔を見られただけでこれだったよな……。チョコちゃん、まともに喋しやべってさえいないもんなあ……。

「顔だけで不快？　そうだよ！　そうやって衆人環境で平然と男に触れちゃうその様！　ああ……もう信じられないよね！　常識外だよね！　性にだらしない様が浮き出てるその顔を見るだけで不快なんだよ！」

　この人本当になんなの！

「ひ、酷ひどい……ひぐっ……」

「はっ！　言われたくなきゃ、二度と不快なビッチ面づらをボクの前に見せないことだな！」

「わああああああああああああああああん」

　チョコちゃん泣いちゃった……！

　本当に酷いなこの人！　もう許せない！

　思わず怒いかりで、羽交い締めにも力が入る。

「痛い！　やめてよ！」

「やめるわけ──」

「う、うう……うううあああああああああああああああああん！　あああああああん‼」

「は？」

　なぜかレイ部長まで泣き出した。

「…………はあ？」

　困惑。

　なんなのこの状況……。俺、さすがに殴なぐってしまおうかとも思ったんだけど、先に泣かれてしまったぞ。なんなんだ、意味が分からん……。誰か解説してくれ。

　俺は羽は交がい締めにしていた腕を放す。

　部長はそのまま床に突っ伏して、泣き喚わめいている。

「……マスクさん、どうしてこんなことに……？」

「ええと、なにから話したらええんかな……。ああ、そうや。あんたら、たぶん誤解してると思うから、それをまず話すわ」

「誤解？　この男にこうするだけの事情があったとか、そういうこと？」

「男⁉」

　声を上げたのは、マスクではなくて泣き崩れていたはずのレイ部長。

　レイ部長は「うわあああああああああああああん」と、ますます大きな声を上げて涙をこすりながら、今度は俺に襲い掛かる。

「ちょ！」

　真っ赤な顔で、まるで子供のように腕をブンブン回す、大車輪のパンチを浴びせてくる。い、痛っ！　仕草は子供そのもので、ちょっとかわいらしいけど、１７０センチの男のパンチは痛っ！　効果音はポカポカじゃなくてボカボカだし。

「レイ部長、あかんって！」

　マスクはレイ部長のシャツを掴つかんで止めようとする。でもそんなマスクを、レイ部長は悲鳴を上げながら払いのける。その拍子に、レイ部長のＹシャツのボタンが弾はじけて、シャツがはだけてしまった。

　半裸になったレイ部長は──レースのブラジャーをしていた。

「──ええ、えええ‼」

　狂人である上に、女装癖へき⁉

　救いようがねえ‼

　赤い顔をしたレイ部長は、そんなことにも気付かず、また俺に攻撃しようと突っ込んできた。だけどあまりに興奮しているせいか、勢い余ってつんのめってしまう。

　結果、俺を巻き込んで押し倒す形に。

「う、うわ！」

　俺は下敷きになって、なんとか振りほどこうと手を伸ばして──

　──むにゅ。

　…………え？　なにこの感触？

「あひゃ！」

　なぜかレイ部長が妙みような奇声を上げた。

　かと思うと、ふにゃふにゃになって動かなくなった。

　ど、どういうこと？　っていうか、さっきの感触って、まさか…………。

「……………………うお！」

　俺はようやくそのことに気付いた。

　もたれ掛かっているレイ部長から、慌あわてて抜け出す。

「……ええと、誤解ってのは、そうや」

　マスクが頭を掻かきながら言う。

「レイ部長は、女や」
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　モテ女が、自分をバカにするために、冷やかしに来た。

　レイ部長が、チョコちゃんに激怒したのは、そう思い込んだからだったようだ。

　レイ部長の本名は、苑その原はら玲れい華か。どうして男子制服を着ているかは知らないが、れっきとした女だ。性同一性障害でもなんでもない乙女だ。見た目王子だけど。

　あれだけ取り乱してしまったのは、あのチラシを配ってから、実際に冷やかされた出来事があったからなのだそうだ。あの俺とアリスがドン引きし、チョコちゃんを魅了したチラシは、レイ部長が三日三晩掛けて、ああでもないこうでもないと推すい敲こうして、一いつ生しよう懸けん命めい描き上げたものらしい。

　カッコイイ男子が来ればいいなあわくわくと（見た目男のその頬ほほを染めながら）、新入部員を待っていたレイ部長だったのだが、そこで嫌いやがらせに遭ってしまった。モテ系女子グループ三人組が、普段から男装しているレイ部長をからかおうと、見学にやってきたのだ。

　部の活動も、メンバーもバカにされたレイ部長は、当然怒った。しごく最もな感情だ。でも、そんなレイ部長に女子グループは逆ギレして、『おとこおんなマジキモい』と捨て台詞ぜりふを吐いて逃げていったらしい。

　レイ部長は、学校を休むほどに傷付き、ベッドで泣き尽つくした。玲華ちゃんは繊細なのだ。見た目男だけど。

　しかも翌日学校に行ったら、ひそかに憧あこがれていた同級生が、天然を装よそおったしたたかな女に奪われたのだという。まさに泣きっ面つらに蜂はち。

　そんな、まだ傷心癒いえぬときに、またしたたかそうなモテ女（チョコちゃんのこと）が、カレシを連れて部室に現れた。モテ女が入部を希望するはずがないことは、前の出来事で悟さとっていた。しかもなぜかそのモテ女は、自分と目を合わせず、後ろめたそうな態度を取っている。これはまた冷やかしだ。自分をバカにする気だ。そう思い込んでしまったら、もう感情が抑えきれなかったらしい。

　それがさっきの暴走の真相。

「すまない」

　俺が貸してあげたブレザーを羽織ったレイ部長は、床に頭を擦こすり付けて土下座していた。

　まあ……そんな出来事があったことは、かわいそうといったらかわいそうだが、でもチョコちゃんにした行為が許されるわけではないわな。完全にとばっちりだし。

「あの……もう、いいですから……顔を上げてください」

　泣き腫はらした顔のチョコちゃんが、優しい声を掛ける。

「いやダメだ。まだ謝り足りない。しかも話を聞く限り、君も喪も女じよじゃないか！　仲間に手を上げてしまうなんてボクとしたことがなんて愚おろかなんだ！　本当に、自分の早計さが許せないよ！」

　なんだ喪女って？　分からないのでケータイで調べてみたら、モテない女のネット用語らしい。

　……いや、自覚がないだけで、モテてるけどなチョコちゃん。俺とかに。

「しかもブラジャーを見られたあげく、胸も揉もまれてしまうなんて……。好き合ってる相手にしか触さわらせるつもりなかったのに……ボクのバカ……ボクの方がよっぽど安い女だよ……うう……」

　めっちゃへこんでる。

「…………元気出して、レイちゃん」

　ん？　今、気のせいか、どこかから声が聞こえたような。……まあ、気のせいか。

　それにしても、アリスはさっきから大人しいなあ……と思って見たら、めっちゃ冷めた目をしていた。……あれ、死にかけてひっくり返って泳ぐようになった金魚を見る目だよ。

「ええけど、レイ部長のせいで、貴重な入部希望者を逃してしまったことは反省して欲しいわ。こんなんして、この子が部に入ってくれるわけないやろ」

「すまん、マスク！　美少女の後輩ができるチャンスだったのに……」

「レイ部長じゃあるまいし、そこまで異性に興味ないからそれはええよ。どうせ目も合わせられんしな」

　それは頑張れよ……。仮面をしてても無理なのかよ。

「あの……」

　チョコちゃんが声を掛ける。

「なんだい？　余計な気遣いはボクの惨みじめさを引き立てるだけだ。言わなくてもいい。黙だまってボクという愚おろかな人間を見下ろしたまま、立ち去ってくれよ。慈じ悲ひの心があるなら頼むよ」

「そ、そんなことしません。それより、部の詳くわしい説明を聞かせてくれませんか？　わたし、やっぱりこの部に興味があるんです」

　レイ部長は驚いて顔を上げる。

　チョコちゃんは、優しく微笑ほほえみを見せる。

「ダメですか？」

「いや……その……ダメなんてことはもちろんないのだけど……。それって、あれかい？　ボクを許してくれるってことかい？　あれだけのことをしたボクを？」

「許すだなんて……わたしにはおこがましい言葉です。わたしは、すごくみなさんに親近感を持ったんです。だからただ、わたしのことを、受け入れて欲しいなって」

　あんなことされたら、普通はもう関わりたくないだろうに……。この子の許容力は本当にすごいな……。俺のロリコン疑惑も気にしないで付き合ってくれてるし、チョコちゃんと一いつ緒しよにいると心が救われるよ。どっかの毒舌ロリと違って。

　レイ部長は、膝ひざを突いたままチョコちゃんを見上げて、目の前の聖人が放つまばゆい光に、まぶしそうに目を細める。

「天使だ」

「天使やな」

「ただのブスよ」

「お前は悪魔だな」

　アリスに足を踏ふまれた。

　結構痛い。

「お願いします。部の説明をしてください」

「わ、分かった！　君がそういうなら説明しよう！　それでいいかい？」

「はい。もちろん！」

　チョコちゃんの天使っぷりに、レイ部長が涙ぐむ。

「じゃあとりあえず、みんな座ってくれ……と、椅い子すが足りないかな」

　パイプ椅子を広げながら言う。椅子は五つあったから、足りるはずだけど……と思ったが、どういうわけか、いざ座ってると足りなくなった。あれ？　計算が合わないな。

「ちょっと、あたしが座る椅子がないじゃない！」

　アリスがプリプリ怒ってる。

「お前が自分で用意しなかったからな。動かないお前が悪いな」

「あたしの分を用意するのはあなたの役目でしょ！　なんのためのあなたの命よ！」

　俺が楽しく生きるための命だよ。

「そもそもあなたに椅子なんて必要ないじゃない」

「なんでだよ？」

「あなた自体があたしせんよーの椅い子すでしょ？　早く這はいつくばりなさいよ。いつものように」

　無視しよ無視。俺が黙だまって椅子に座ると、アリスは「ふんっ」と鼻息を荒くして、俺の脚の上にのしかかってきた。……いいや別にこれで。

「ア、アリスちゃん、こっちに座る？」

　チョコちゃんが優しく声を掛ける。

「こっちがい──じゃなくて、誰があなたの太い脚に座るもんですか！　どうせさりげなくあなたの胸をあたしに押し当てて、あたしにはいぼく感を味合わせるつもりでしょ！　こーかつなミルクタンクめ！」

「いえ……そうじゃなくて、わたしが椅子からどくので……。わたしは床に直接座ります。体育座り、わたし似合いますし」

　どういう自己評価？

「うるさい！　こっちでいいの！」

　俺はできればどいて欲しいんだけどな。

　俺たちのやり取りを、レイ部長とマスクがじっと見ていた。

「あの、二人はどんな関係なのかな？　兄妹？」

　あれ？　もしかして俺たちのこと知らない？　すっかり全校生徒に『岩いわ下した寿とし也や、ロリコン神話』は知れ渡ってると思っていたんだが、知らない生徒もいたんだ。

　ああ……噂うわさ話をする友達さえこの人たちにはいな──かわいそうだから、それ以上考えるのはやめよう。

　知らないとしたら、この俺の上に乗ってる物体との関係がそりゃ気になるよな。

「まあ……兄妹みたいなもんだと思ってくれればいいです」

「全然違うわよ！　ちゃんと『アリス様の馬です。乗り物であることが私の幸せです』って説明しなさいよね！」

　めんどくせえなこいつは。いじめるか。

「こいつの言うことは無視してください。ついつい意地を張って、こういうことを言っちゃうかわいそうな子なんです。ちょっと家庭環境に問題がありまして……毒を吐はいて甘えられる状況がうれしいんです……大丈夫、お前はいい子だよアリス」

「な、なんで急に優しくなるのよ！　あ、あああ頭撫なでないで！」

　ふふ、しかし反撃できまい。

「……正直全然関係が分からない……」

　まあ、俺もよく分からないしな。

「ところで岩下くんは、カノジョはいるのかい？」

　まったく脈絡なく、なにを聞いてるのこの人……？

　まあ別にいいけど……。

「いませんけど」

「ふ、ふーん、そっかあ、なるほどねえ」

　なぜ照れくさそうに頬ほほを染める？　照れくさそうにするのは、女性らしい格かつ好こうをしているときだけにした方がいいですよ？

「レイ部長、許容範囲の男なら誰でも気になるところ、直した方がええですよ」

「バ、バカ！　マスクバカ！　バカマスク！　マスクってばバカ！　ごごご、ごく自然な疑問だろ！　へ、変なことを言うな！『あれえ？　そういや黛まゆずみくんと付き合ってないならフリーなのかなあ？』と、誰でも思うだろ！　当たり前だろ！　ものすごく自然だろ！　全然、こうやってブレザーを貸してもらったことにときめいてるとかないし！　ホントないし！　なのにマスクバカ！　バカバカバカマスクのバカ！」

　顔真っ赤だよ……。

「しかもレイ部長、本命できたって言ってましたよね？　一年生でいいイケメンを見つけたげへへと」

「わーわー、マスクバカバカきゃーもう初対面の人もいるんだよ！　恥はずかちい！」

　なんでこれだけ素顔は涼しげなのに、この人はすぐに暴走するかな……。しかも恥ずかちいって…………。

　なにこの胸の切なさ。

　……もうこの気持ちを味わいたくないから、さっさと先を促うなかそう。

「あのレイ部長、チョコちゃんに部の活動についての説明を」

「そ、そうだね」

　レイ部長は、咳せき払ばらいをして、冷静さを取り戻す。

　普段の顔はイケメンなのになあ……。

「この第三軽音楽同好会こと、ポジティ部は、見ての通りちょっとネガティブな人たちが集まってる部活だよ」

　ちょっとじゃないけどな。

「活動内容は、あのポスターを見たんなら、大体分かるだろう？」

　ちっとも分からないよ？

「はい、分かります」

　え？　なんでチョコちゃん分かるの？

「そう。ボクらはネガティブではあるけど、このままではいけないとも思ってる。だから部員全員で協力して、そんな自分を変えようとしてるんだ。そのための活動をこの部でするのさ」

　要は、俺がパクメンになるために努力していることを、この人たちは集団でしているってことか？

「黛まゆずみくんも、入部したいというなら、ポジティブになろうと考えているんだろう？」

「そうです……わたしも、自分を変えたくて」

　はあ、ようやく繋つながったんだが、チョコちゃんはあのポスターを見て、自分の目的とマッチしているからこの同好会に興味を持ったのか。

　しかし、軽音楽はどこに行った？　それも関係してるのかな？

「軽音楽を通して、自分を変えていく活動をしてるってことですか？」

「……軽音楽？　君はなにを言っているんだ？」

　完全にこっちのセリフだ。

「いやここは第三軽音楽同好会でしょ⁉　っていうか、自分を変えたいなら、それこそネガティブ同士で連つるんでないで、そっちに参加すればいいでしょ？」

「君は鬼か」

　どういうこと！

「君は第一、第二軽音楽部を見たことがあった上で言ってるのかい？」

「ないですけど」

「じゃあ説明しよう。まず第一軽音部はな、あれはリア充の巣そう窟くつだ。見たことあるか？　スクールカーストでも上位を占める輩やからが集まって、和気藹あい々あいとしちゃってさ……。学校近くにあるおしゃれな白しら波なみ瀬せチェーンの、ノアールってカフェあるじゃないか。放課後にそこに行こうぜーとか話してるんだよ。信じられる？　あの店に入れるとか考えられる？　キャラメルマキアートとか名前からボクらを拒絶してるよ。グランデってサイズがどんなのかさえよく分からないよ。なんで日本で浸透してるＳ、Ｍ、Ｌ、で分けないんだよ。そんなところまでオシャレ感を出して、ついていけないボクたちに疎そ外がい感を与える気か。しかも第一軽音部のあいつら、パーマとか掛けちゃってるんだよ？　オシャレ名人かよ。お前らオシャレ名人がライブに押しかけるせいで、好きなバンドのライブに参加できないじゃないか。同じタイミングで手を上げるのさえ引け目を感じるよ。それからあいつら、ギターケースを背負ってるのが似合うんだ……。荷物を担かつぐだけでオシャレってなんなの？　ボクらが持ってるとどうせ『モテるために必死だな（笑）』とか言われて笑われるんだろう？　ああ、理り不ふ尽じんだ。泣きそうだ。で、君はそんな思いをしながらその空間に一いつ緒しよにいろと？　君は鬼か」

　どうでもよくなって途中聞いてなかったけど、まあ、俺が悪かったです。すみません。

「第二軽音楽部はどうなんですか？」

「第一の雰ふん囲い気きに溶け込めない、でも軽音楽はやりたい人たちの集まりみたいだ。どうやらアニメに影響されてバンドを始めた人たちもいるみたいだね」

「そこには入れないんですか？」

「あいつらすごく仲いいんだよ……。入り込めないよ。リア充はボクらが一人でいると、一応は気を遣って話しかけてはくれるのに、あいつらはそれさえしてくれないんだ。自分たちのコミュニティがあればそれでいいって感じだ。勇気を出して話しかけたら、嫌いやがりはしないけど、露ろ骨こつに戸惑うんだ。心が折れるよ。しかもさ、第二には真剣にやってる人や、凝り性の人が多くて、妙みように演奏がうまいんだ。ネットにも自分が演奏した動画をアップしてるらしいしね。ボクにそんな技術も度胸もやる気もないよ。そんなんじゃ見切りを付けられて嫌われてしまうよ。それに話題に入るために──」

「はいはい、もういいです」

「分かってくれたかい？」

「（分かり合えそうもないことが）分かりました。でもだったら、どうして軽音楽をチョイスしたんですか？　理科準備室を使うなら化学部でもいいんじゃないですか？」

「軽音楽部の方がランクが高いだろう？」

「化学部に失礼ですね！」

　なんだよランクって。

「そういやレイ部長。スクールカーストってなんなんですか？　漠然とは分かりますが……」

「あれ？　一般常識じゃないのか……。ええとねえ、インドにあったカースト制度は知ってるよね？　カースト制度のように、学校内にも暗あん黙もくの了解のうちに階級があるって考え方だよ。クラス内で発言権が高いリア充共が上位層だね」

「はあ……」

　分かった。そもそもスクールカーストとか、ランクとか、そんなことばかり気にしてるからこんなんなんだな。

　俺の上に座っているアリスが、首をこちらに向けて、ニヤニヤ微笑ほほえむ。

　……ああもう、こいつがまた、変な言葉を覚えてしまったじゃないか。

「あなたはスクールカーストで言えば、最下層どころか地の底よね。だって公式ロリコンだもの。どんなことをしても浮上不可能な位置よね」

「うるさい！　事実を言うな！」

　ま、とはいっても、クラスメイトと普通に話せるけどな。あまりに例外すぎて、カースト制度に組み込まれてないのか、俺？

「で、具体的にどんな活動をするんですか？」

「あ、そうだね。基本はこの部室で勉強会だ。参考になりそうな、自己啓発書なんかを持ち込んで、話し合ってるよ」

　おかしいな。俺が十じゆう文もん字じさんの関かん白ぱく塾ＤＶＤを見ていることとそんなに変わらないはずなのに、他人が同じようなことをしていると聞くと、なぜか悲しい気分になるな。

　……あれ？　もしかして俺も、周りに同じように思われてるってこと？

「…………」

　よし！　考えないようにしよう！　そうすれば今日も世界は平和！

「それから一人では絶対に行けない場所にみんなで行って、リア充耐性を付けることもするね。先月は、ミーティングの結果、東京ディズニニランドに行くことになって、部員全員ちゃんと実行してきたよ」

　遊んでるだけじゃん。楽しそうじゃん。

「……ディズニニランド。ずいぶん……挑戦しますね……」

　ゴクリと、唾つばを呑のむチョコちゃん。

　挑戦？　なにそれは？　その名前が著作権的な意味でやばいみたいなこと？

　でもネガティブ組には通じてるのか、レイ部長もマスクも神しん妙みように頷うなずいている。

「ああ……無む謀ぼうだったかもね。ボクは園内で泣き崩れるだけですんだけど、マスクは頭痛に悩まされ、ニーナはしばらく睡眠障害になった。ちょっと遊園地はレベルが高すぎたかな？」

　なんで夢の国でそんなことになるんだよ！　あんたたちが行くと、遊園地がダンジョンになるのか！　あのネズミの代わりにモンスターでも現れるのか！

「ところで、そのニーナというのは部員ですか？　今日は来てないんですか？」

「……なにを言ってるんだい？　さっきからそこにいるじゃないか？」

「は？」

　俺は辺りを見渡す。

　それっぽい人はいない。

　……？　もしかしてレイ部長は俺をからかってるのか？　あ、読めたぜ。『ニーナは君の後ろに立っているよ。見えない？　なにせ幽ゆう霊れいだからね。これが本当の幽霊部員だよ。なんちゃって』とか、くそつまらないことを言うつもりだな。くそつまらないけど、冷めた反応をして場を盛り下げてもあれだし、仕方ない乗ってやるか。くそつまらないけど。

「……どこですか？　あ、もしかしてその、ホルマリン漬けの猫ねこがニーナとかそういうオチですか？」

　ぷぷ、我ながらおもしろい返しだぜ。

　しかしそれに対する反応は、どういうわけか笑え顔がおではなかった。

「……あれ」

　レイ部長が真っ青になっている。

「君は結構酷ひどいね……少し軽けい蔑べつしたよ」

「……あまりに酷すぎるやろ。わいだったら泣くわ」

「岩いわ下したさん……さすがにそれは酷いです。かわいそうです」

「あたしでもそんな酷いこと言えないわ。ゲスね」

　爆笑の予定が……なにこれ？

「…………」

　あれ、どこかから鼻をすする音が……。

　音がした方を目を凝らしてみると、




　──小さい女の子がいた。




「…………ええ‼」

　というか普通に椅い子すに座ってるし！　椅子の数が合わなかったのはこの女の子が座っていたから⁉　なぜ気付かなかった⁉　どういう認識システム⁉　だまし絵みたいに一度見えるまで、分からないようなもん⁉

「い、いつからそこに！」

「…………」

　俺の言葉に涙目になる女の子。

　し、しまった……確かにずっといたとしたら、俺は相当酷ひどいことを言ってる……。

「酷い……まだ追いつめるつもりだ。存在価値まで否定してるよ」

「ここまで人は残酷なことを口にできるもんなんや……」

「岩いわ下したさん……ま、まだ大丈夫です。絶対更生できます！　わたしと一いつ緒しよに頑張りましょう？　まともな人間になりましょう？」

「ゴミ」

　バカな……存在感が薄いってレベルじゃねえぞ！

　でも俺以外みんな気付いていたし、絶対俺が悪い！

「ご、ごめんね」

　よく見たら、小さいけど先輩……しかも三年生のようだ。言い直そう。

「すいませんでした」

「…………」

　首を振ってる。……気にしないでいいってこと？

「あの……ニーナ先輩でいいんですよね？」

　先輩は、スカートのポケットからなにやら電子機器を出して、俺の前に差し出す。

『はい、芹せり沢ざわ新にい奈なです』

　ニーナ先輩が持っているのはＩＣレコーダーだった。再生されたのは、ニーナ先輩の声ではなく、作られた機械音声。

　……なにこれ？　なぜこんな準備をしてあるの？　で、なんで喋しやべってくれないの？

「あの……俺が酷いことを言ったから、喋りたくないんですか？」

　ニーナ先輩は焦あせった様子で、またＩＣレコーダーを操作する。

　そして再生。

『いいえ、それはトムです』

「……………………なんだ、トムか」

　トムかあ。

　トムだったのかあ。

「…………」

　──意味が分からない‼

　困惑してレイ部長に顔を向けると、苦笑したレイ部長が疑問に答えてくれた。

「『いいえ』の部分以外は、無視していいよ。たぶんいい音声を用意してなかったから、それを選んだだけだね」

「……よく意味が？　喋しやべればいいじゃないすか？」

「ニーナは元々、岩いわ下した君だけじゃなく、滅多に喋りたがらないんだよ。それで事前に用意していた機械音声を再生させることで、普段会話をしているんだ。だけどそんなにバリエーションがあるわけじゃないから、適格でない言葉を選んでしまうこともある。今回は『喋りたくないのか？』って質問の答えに、それ以上いい音声を用意してなかったみたいだね」

　なんとめんどくさいことをしてるんだ……。

　まあ、俺と喋るのを嫌がってるわけじゃないのなら、もうちょっと話してみるか。

「あのニーナ先輩も、この『ポジティ部』に所属しているんですよね？」

『はい、芹せり沢ざわ新にい奈なです』

　たぶん『はい』以外は無視するべきなんだろうな。

「ニーナ先輩って呼んでも大丈夫ですか？」

『はい、芹沢新奈です』

「やっぱりニーナ先輩も、ネガティブなところがあって、そこを直したいと？」

『はい、芹沢新奈です』

　わーい、肯こう定ていをするついでに、常に自分の名前を主張するだなんて、先輩ってば幽ゆう霊れいみたいなくせに結構前に出たがりなんですね☆

「…………はあ」

　思わず溜ため息いきも吐つくよ。

　……こりゃただでさえやっかいなポジティ部の中でも、一番やっかいかもしれないぞ。

「レイ部長……。ニーナ先輩とコミュニケーションを取るのが、俺には無理そうです」

「慣れればそうでもないよ。無表情ってわけでもないしね。ボクは、ニーナと中等科からの付き合いだから、大体言いたいことが分かるよ」

　本当かあ？

「じゃあ今はどんなことを考えてます？」

　レイ部長は、ニーナ先輩の顔を覗のぞき込む。ニーナ先輩はまじまじと見られて恥はずかしいのか、少し頬ほほを赤くする。

「仲良くしてください、って顔かな」

　ニーナ先輩は顔をぱあっと明るくさせて、頷うなずく。

「おお、当たってるみたい。分かるんなら、慣れるまでは通訳をしてくれますか？」

「ふふ、構わないよ。じゃあ早速……」

　レイ部長はニーナ先輩に向かって微笑ほほえむ。

　ニーナ先輩は、どうしていいか分からず、困ったように苦笑い。

　その表情を見たレイ部長は、なにかを思い付いたのか、にやりと、いじわるそうな笑えみを浮かべた。

「身長は１４５センチで、体重は37㎏、バストは最近Ａがきつくなってきたとしたり顔で言っていたのでＢカップ、趣味はイラストを描くこと。好きなタイプは怒らない人。って言いたい顔してる」

　ニーナ先輩は真っ赤になって、目を見開く。

「あはは、今度は体重やバストサイズ、好きなタイプまで言うなって顔。わ！　なんだよー、ぶつなよー」

『レイちゃんのバカ』

『はい』『いいえ』もまともにないのに、その音声はあるんだ……。しかも機械音声だから、抑よく揚ようがまったくない。バカという言葉に親愛が見えない。

　それにしても、ニーナ先輩がポカポカ叩たたいてる様は、傍はた目めからはイケメンとかわいい彼女がイチャイチャしてるようにしか見えないんだけど。結構お似合いなんですけど。条件反射的にイライラするんですけど。

　……あれ？　そういや、今思い出したけど──

「ニーナ先輩、ちょっと前に喋しやべってませんでした？『元気出して、レイちゃん』って」

　超小声だったけど、こんな抑揚のない機械音声じゃなかったはずだ。かなりかわいらしい、個性的な声だった気がする。

「～～～～っ‼」

　ニーナ先輩、めっちゃ焦あせってる。

　ＩＣレコーダーを俺に突き付ける。

『いいえ、それはトムです』

　トムかあ。

　トムだったのかあ。

　しかし、レイ部長は男子制服、マスクは名前通り白仮面、ニーナ先輩はＩＣレコーダーか。そしてニーナ先輩は声を出さない。レイ部長は見た目男だし、どうもモテ系女子に嫉しつ妬としてる節ふしがある。そうなるとマスクはきっと……顔に思うところがあるってところか。

　考え込んでいたら、じっとマスクが俺を見ていた。……改めてじっと見られると、その……無表情な白仮面で見られるの、結構恐いんだけど。

「あんさんはなんとなく察しがついてるみたいやなあ」

「…………はあ」

「もう隠し切れんな。白状すると、わいらはそれぞれ、大きなコンプレックスを抱かかえてる。わいは顔。レイ部長は性。ニーナは……言うまでもないわな。直したいが全部、どうにもならんことや。受け入れるしかない。でも、そんな簡単に割り切れんのや」

　だからそれぞれ、隠してしまってる、ということか。

　でも──

「変な隠し方してるせいで、尚なお更さら目立ってません？」

「そうやな」

　自覚してるのかよ！

「自覚してるのかよ！」

　思わず脳内と口頭でツッコんだよ！

「じゃあなんでそんな妙みようなことを……。特にレイ部長。確かに部長は背はでかいですけど、その分スタイルはいいですし、端正な顔立ちでもあるんですから、女らしい格かつ好こうをしたら少なくとも喪も女じよではなくなるんじゃないですか？」

「背がでかい……スタイルはいい……少なくとも喪女ではなくなる……」

　なんで褒ほめたのにへこんでるの？

「やっぱり……モテるとは言ってくれないんだよ……。他人ひと事ごとみたいに励まされても全然うれしくないよ……」

「いやいや、でもスタイルはいいと褒めてるじゃないですか」

「じゃあボクと付き合えるのか⁉」

　……えー！

　なにを叫さけんでるのこの人！

「知ってるよ！　男共はボクみたいなのはタイプじゃないんだ！　小さくて、華きや奢しやで、でも胸は大きくて、瞳ひとみはキラキラしてる、甘え上手な女の子が好きなんだ！　どうせ岩いわ下したくんも、ボクのこと男顔だし、声も男っぽいし、体型も胸があんまりない割にがっちりしてて、男にしか見えないって思ってるんだろう！　デカい女に甘えられたら困るって思ってるだろ！」

　……それは、うん、思ってますけど。

「ほら見ろ否定しない！　全然ボクに女の魅力を感じてくれてない！」

「い、いやでも……ほら、それは今、男の格好をしてるから、どうしてもそう思っちゃうだけかもしれないじゃないすか」

「すでにボクの勝負下着を見ただろうが‼」

　超キレてるよ……。

　そしてあのブラ、勝負下着だったのかよ……。なんで今日身に着けてたんだよ……。

「うう……！　どうせなんとも思われないんだからさあ！　こんな格かつ好こうでもして、男と間違われてもおかしくない、モテない言い訳を作っておかないと耐えられないよ！　現実と向き合いたくないよ！」

「え？　まさかそれが、男装してる理由？」

「当たり前だろ！　自分が男にしか見えない現実と戦いたくない！　こうすれば、男と間違われてもおかしくないから、全然傷付かないしね！　……いや全然は嘘うそだ……。結構傷付く……。おとこおんなって言われて毎日泣いてる……。で、でもそれでもダメージ三割減ぐらいになるから、自分を護まもれるんだ！」

　全然護りきれてない……。

「だから女らしい格好をすることで、今より喪も女じよではなくなるかもしれなくても、男装し続ける！」

　……想像以上に酷ひどいなあ……。

「ま、まあでも？『君は魅力的だよ。付き合いたいよ』って言ってくれる人が現れれば、ボクも自信が付いて、男装なんてしなくてすむかもしれないよね。誰かいないだろうか？」

　ちらちら俺に視線を送るなよ……。ぱっと見、ＢＬにしか見えないうちは絶対無理だよ……。

「ま、部長を筆頭に、わいらは隠すこと、逃げることで、なんとか耐えてるってことや」

「はあ……」

　もうちょいなんとかするべきだとは思うが……。まあでも……つらいことはつらいよな。俺もパクメンになりたいのに、幼女によく椅い子すにされるし。っていうか今も脚の上に乗っかってるから、椅子にされてるようなもんだし。現実はどうしてかくも過酷なのか。

「マスクさんも、同じような理由で仮面をしてるわけ？」

「そうやな。でも──」

　マスクは、深刻なトーンで言う。

「わいの顔は……笑えないで」

「え？」

　……そこまで言うってことは、まさか大きな火傷やけどの痕あとがあるとか、それぐらい深刻なのか？

　それもそうだよな……そうでもなきゃ、訝いぶかしがられるのを分かっていて、仮面をかぶったりしない。

　思わずうつむいてしまった俺に、レイ部長が言う。




「その仮面の下、普通だよ」

『普通です』




　二人共見たことあるのかよ！　そして普通なのかよ！

「わいは醜ひどいと思ってるけど、他の人からだと特におもしろうない顔だから、笑えないで」

　そういう意味かよ！　しかも実は普通ってちゃんと自覚してるのかよ！　じゃあお前、もうちょっと頑張れよ！

　膝ひざ上うえ幼女が、またニヤニヤして、俺を見てくる。

「普通の顔で仮面をかぶる必要があるなら、あなたも仮面をかぶらないといけないわね！」

　こういうことを言うときのアリスは、本当に超楽しそう。

「ぷくく、この人仮面を外したらあなたと同じ顔してたりして、量産型面づらだから！」

　お前……俺、ちょっと傷付いたぞ！

「はあ……俺もマスクかぶろうかな……」

「スペアあるで！」

　マスク、なんかうれしそう。

　しかも本当に差し出された。

「…………」

　付けてみた。

「似合いすぎだわ！　ぷくく、同じ顔が並んでる！　真の意味で量産型になったわね！　しかも似合いすぎて、もう元の顔を思い出せないわ！　東急ハソズあたりで元々のあなたの顔も、三千円ぐらいで売ってるんじゃないの！　ぷーくすくあはぁん」

　黙だまらせるために、耳に息を吹きかけたらアリスが悶もだえた。

　おお、思わぬ過敏な反応。

「ななな、なにするのよ変態！　ド変態どどーてーのそーろーロリコンセクハラ仮面！　あたしのかわゆい吐と息いきを聞くために手段を選ばない変態のあふぁん」

　やば、超おもしろい。

　俺の脚から降りるアリス。

　……し、しまった。やりすぎた。ドＳアリスがこのまま、されるがままになるわけがない。

　アリスがゆっくりとこちらを見る。

「────この羽虫が……‼」

　紛まごうことなき殺気！

　殺される！

　殺気に反射的に腕で顔をガードした俺だが、狡こう猾かつなアリスが狙ねらったのは顔ではなく、足下だった。

　アリスは椅い子すをひっくり返す。

「う、おお！」

　俺はぐるんとひっくり返り、床に頭を強打した。

「っつー……」

　痛みに頭を押さえながら、うずくまって四つん這ばいになっていたら、今度は頭になにやら重みが。

「…………？」

　頭を足の裏で踏ふまれている！　人前で！

　今度は背中が重くなる。

「…………ふう、やっぱりこうすると落ち着くわ」

　人間椅い子すにされてる！　人前で！

　ぺちぺち。

「気分がよくなったから、これで許してあげるわ」

　小学生にお尻しりペンペンされてる！　人前で！

　もうお婿むこにいけない……。

　ふ……仮面をしていてよかったな……。落ちる涙が見られずに済む……。

「決めました」

　チョコちゃんは力強く口にする。

「わたし、ポジティ部に入部します」

　なんで俺が尻を叩たたかれているところを見て決断したのかはまったくもって分からないが、（たぶん空気が読めていないので、タイミングを考えられないだけだろうが）とにかくチョコちゃんは決意を口にした。

「おお、本当かい？」

「はい！　あの……わたしも少しネガティブなところがあって、それを直したいと常々思っていたんです。遊園地を普通に楽しめるようになりたいんです。リア充になりたいんです！　だから、この部に入ればもしかして……変われるかも」

　色々言いたいことあるけど、チョコちゃんのネガティブの度合いは『少し』じゃないよ？

「うん、一いつ緒しよに頑張ろう！」

「わいらは歓迎するわ」

『うれしいです』

　まあ……いい仲間だとは思うよ。俺は関わりたくないけど。

「よし、じゃあこのメンバーと一体になるための、合言葉を教えるよ。それをみんなで唱和しよう。ええと、合言葉はね──」

「ふふ、大丈夫です。なんとなく分かってます」

「ほ、本当かい！」

「えへ、一応確認しますけど、ポスターに書いてあったことですよね？」

「き、君は本当にすばらしい！　君が入ってくれただけで、ネガティブ度数が増すよ！」

　増しちゃダメだろ。

「増しちゃダメだな」

　気付いたよ。

「とにかく心強……くもないな。だけど本当に、仲間ができて喜ばしく思う。大歓迎だ。よし、それじゃあ行くよ」

　四人は輪になって、中央に集まる。

「打倒ー！」

　レイ部長が拳こぶしを振り上げる。

　マスクとニーナ先輩も振り上げる。

　見よう見まねでチョコちゃんも振り上げ、全員の拳を合わせ、叫さけ──




「「「──ネガティ部……」」」（一人無言）




　──ばなかった。全員小声だった。みんな狭せまい部屋で叫ぶことができないシャイばかりだった。

　一体感ないなあ……。いや、ある意味一体感はあると言えるのか？　……まあ、どっちにしろその一体感がいいものとは到底思えないけど。

「う、うまくいかなかったですね……」

　気まずさに照れて、頬ほほを赤くしているチョコちゃんを見て、ふと思う。

　チョコちゃんも三人と同じくネガティブだ。むしろこの中でもトップクラスの自じ虐ぎやく女王だ。

　だとしたらやっぱり、チョコちゃんにも、マスクにとっての『仮面』のようなものがあるのだろうか？

　あるとしたら、その『仮面』は一体なんだろう？

「ふっ、まあどんな『仮面』でも関係ねえな。パクメンの俺が、いつかその『仮面』を取り除いて、チョコちゃんを救ってやるぜ」

　男らしい決意に、キメ顔をする俺。

「なにを四つん這ばいのままぶつぶつ呟つぶやいてるのよ？」

　そうでした。現在俺はお馬さんでした。しかもキメ顔もマスクの下でした。

　……死のう。




　まあとにかく。

　お仲間を見つけたチョコちゃんは、第三軽音楽同好会こと『ポジティ部』に無事入部した。
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　チョコちゃんがポジティ部に入ってから、約一週間。

　チョコちゃんはようやく学校の中で、自分の居場所を見つけたかのように生き生きとしていた。

　俺の気のせいかもしれないが、チョコちゃんは友達を欲しそうにしておきながら、他のクラスメイトと距離を取っているように見えた。チョコちゃんと仲良くなろうと近づいてくるクラスメイトもいるのに、なぜかチョコちゃんはいつも笑え顔がおでかわしているのだ。

　もちろん失敗を恐れてるってのもあるんだろう。でも、そうにしたって、これだけ友達が欲しいなら誘いに乗ればいい。でも、チョコちゃんはあの『どうしていいか分からないからとりあえず笑っとけ』笑顔で、人付き合いを避けていた。

　まあ、そのせいで奥ゆかしいと勘違いされ、大和やまと撫なでし子こ扱いされているわけだけど。

　でも、クラスメイトたちとは違い、ポジティ部メンツに対しては、変な遠えん慮りよがない。

　最近のTwitterのツイートも、相変わらずネガティブを垂れ流しはしているものの楽しそうだ。





choco_K_mayu　部活動中なう。どうすれば前向きになれるか会議中。外見から入るのもアリじゃないかって発言が出たんですけど、うーん、じゃあ整形すればいいのかな？

choco_K_mayu　先輩の入れてくれた紅茶がおいしい♪　ハーブでわたしの口臭も消えるかな？　なんちゃって、口臭なんてしないよー（笑）

choco_K_mayu　最近放課後が楽しみ！　もしかしてわたし、リア充なう？






　ちなみに、慣れるまでどうしても部活動に付き合って欲しいとチョコちゃんが言うので、俺もあれから毎日部室を出入りしている。一応俺は、正式には吹奏楽部所属なんだけど、上目遣いで頼まれたらポジティ部の方に行くに決まってる。

　──ふ、まったくチョコちゃんってば、俺がいないとなにもできないんだから。でも、そんな保護欲を抱いだかせてくれるのが、チョコちゃんの魅力なんだろうな……。今後とも守ってやりてー。

　そんなわけで、日曜の今日も、野外活動に付き合わされることになった。前にレイ部長たちがリア充耐性云うん々ぬんなどとほざいて、東京ディズニニランドに行ってきたのと同じ、あの活動だ。

　重大な被害を被こうむったらしいディズニニランドに次ぐ、野外活動第二弾は──




「やっぱり原はら宿じゆくはわくわくするわねっ」




　──ファッションの街、原宿。

　俺とアリスは、待ち合わせで原宿駅前に立っていた。学校じゃないので、アリスは当然ブービットを装備している。

　少し早く来たので、まだ俺たち二人しかいないようだ。

　でも原宿か……。俺としてはディズニニランドよりつらいと思うんだけど、大丈夫なんだろうか？　ちなみにレイ部長から原宿に行こうと話が出たとき、チョコちゃんは青ざめるどころか真っ白になり、トイレに駆かけ込んだきり戻ってこず、マスクは「堪忍や……」と一言呟つぶやいた後、30分ぐらい窓の外を見ていた。ニーナ先輩は……あれ、いたっけ？

　しかし原宿駅って、木でできた趣おもむきのある外観なんだな。駅の後ろには公園や明めい治じ神じん宮ぐうもあるから、森林も広がっているし。てっきり駅も古着でできてるのかと思ったぜ。嘘うそです大げさです。

「わ、あの人の着てる服かわいいっ！」

　アリスは珍しくご機き嫌げんだ。どうもこんな街全体からオシャレ臭しゆうを醸かもし出してる場所に、何度か来たことがあるらしい。田舎モンの俺は当然初原宿なので、実は結構緊張していたりする。

　やっぱり原宿に来てる人のファッションはだいぶ個性的──うお！　なんだあの人！　男なのにスカートはいてる！　って、あの人なんて身体からだに縄なわを巻いてるぞ、どうなってんだ！　あれもファッションなのか！

　なんてこった……俺もあれぐらいしないと、原宿にいてはいけないってことなのか……？　俺も身体に縄を巻き付けた方が…………いや、ないわ。そんなことをしても、ドＳアリスがプレイ中と勘違いし、思わず涎よだれだらだら垂らすほど興奮するだけだな。うん、甘やかすのはよくない。

「なんか失礼なこと考えてない？」

「うん、考えてる。アリスは女王様プレイが好きそうな変態だって」

「へえ」

　頭に茶色い紙袋をかぶらされた。

「──ひっ！」

　前の前は真っ暗に。

「い、いて！　痛い！」

　ゴス！　ゴス！

　ランダムに打撃。

　こ、こいつ！　視界を奪い不安にさせ、どこから来るか分からない打撃を何回も浴びせるだと！　金銭より暴力に目的を見い出している強盗かよ！

「恐怖で俺にトラウマを植え付ける気か！」

　紙袋を剥はぎ取って叫さけぶ。

「あ、あの人の服もかわいい！　……ふふ、あたしのオシャレ魂が刺激されるわ！」

　聞いてねえー。

「それに比べて」

　アリスが蔑さげすんだ目で俺の全身を見てくる。

「なんだよ普通の服だろ？　ていうか、お前が部屋に置いてある服の中から、コーディネートしたもんだろ？」

「あまりにださすぎたら、一いつ緒しよにいるあたしの価値さえ損そこなうから選んでやったけど……。安物のへーぼんな服ばかりで、これが限界だったわ。ただでさえ顔が量産型なのに、服装も普通って……すぐさま見失いそうなんだけど。あなたは現代の忍者にでもなるつもりなの？　それは最新の隠れ身の術？」

　相変わらず失礼な奴やつだな！

「この場で土下座し、あたしの足を舐なめて懇こん願がんするなら、あたしがあなたに似合う服を見み繕つくろってあげてもいいわよ？」

「えー……」

　そりゃ俺より服選びのセンスはありそうだが、なんかとんでもないのを選びそうでもあるよな。ちなみに前半のセリフは完全に無視。

「どんなん選ぼうとしてるんだよ？　まさか十字架が入ってたり、ドクロ柄だったり、チャックがいっぱい付いてるパンクっぽいのじゃないだろうな？」

「は？　あなたみたいなひんそーな顔で、その手の服が似合うわけないじゃない。痛々しい。顔面偏差値を30上げてから言いなさいよ」

「…………」

　正直、ちょっと憧あこがれてる気持ちもあるのに。

「じゃあ俺に似合う服ってどんなんだよ？」

　アリスは俺の顔と身体からだを、何度も視線を往復させるほどじっくりと見て、言う。

「雑ぞう巾きんなんかが似合うんじゃない？」

「服ですらない！」

「それか藁わら半ばん紙し」

「布ですらない！」

「ふむ、相変わらず仲がいいな」

　そんなあまりに的外れなことを言ってきた声に振り返ると、見覚えのあるメガネイケメンがいた。

　こいつの方が、ポジティ部メンツより先に来たか。

「来てくれたかリョウ」

　俺の言葉に、学級委員長のメガネイケメンこと、河かわ内うち亮りようが軽かろやかに手を挙げる。本当にこいつはどんな仕草も様になるから腹が立つ。しかもこの原はら宿じゆくという地にありながら、完全に場に溶け込んでいる。湧わき上がる劣等感が抑えきれない！

　……俺のイケメンへの嫉しつ妬とも大概だな。冷静になろう。

「昨日、突然声を掛けたのに来てくれてサンキュー。リョウは休日は勉強したいって言ってるのに、ごめんな」

「ふふ、気にするな。これもまたいい勉強になる。こういう機会がなければ、原宿など来ないからな。迷惑どころか、むしろ誘ってくれた寿とし也やには感謝していたところだ」

　言ってにこりと微笑ほほえむ。劣等感が抑えられないとかゴミみたいなことを思ってしまった俺に比べて、こいつはなんて人間ができているんだ。心までイケメンとは……妊娠した。

「……なんでこいつを呼んだのよ？」

　でもアリスは、そんなリョウになにが不満なのか、唇くちびるを尖とがらせている。

　どうもアリスはあまりリョウが好きじゃないみたいだ。俺の教室に来る度に、『早く自分の教室に帰れ』と注意されているからか？

「なんで呼んだか、か。率直に言うと、マスクのせいだ。あいつが今日逃げたせいだな」

　昨日の夜、マスクから『お腹なかが痛いから明日はちょっと行けんわ……レイ部長たちに謝っといてや』というメールが着た。

『マラソン大会前の小学生かよ。しかも部員でない俺に言うな。自分で謝れ。腹痛ぐらい寝て直せ』みたいな、さんざんこき下ろすメールを連続で返信し嫌いやがらせをしたが、まあ、原宿に行くと聞いたときの様子を見ると、逃げたくなるのも仕方ないとも思う。

　が、仕方ないんだが、そうなると女四人男一人（内約、女子高生二人、中身女一人、捕食系幼女一匹、俺一人）になってしまう！　なんだそれはどこのハーレムだ！　俺は油断するとチョコちゃん一人でも緊張するんだぞ！　絶対対処しきれない！

　というわけで、男女比を少しでもマシにするために、リョウを呼ぶことにしたのだ。

「あの根暗マスクのせいでこいつが来たの？　ふん、今度あの仮面を剥はぎ取って、その素顔をさんざんバカにしたあげく、裏側にアロンアルファをたっぷり塗ったスペアの仮面を渡してやるわ」

　こいつマジ悪魔だな！

「そうカリカリせず、アリスさん、今日はよろしく頼む」

　アリスは差し伸べられたリョウの手を無視して、俺の背後に逃げるようにして隠れた。本当にこいつはしょうがないな。

「ところでその第三軽音楽同好会のメンバーとは、どんな人たちなのだ？　黛まゆずみは知っているが、他の人は俺がいて迷惑に思わないだろうか？」

「……え、ええと、ま、まあ大人しい人たちかな？　少なくともリョウのことを迷惑に思うことはないと思うぜ？」

　一応レイ部長に『友達を連れてきていいか』確認するメールは送ったのだが、返信がどうもアレだったんだよな……。恐いけど我が慢まんする的なことが散々書いてあったかと思うと、「その人カッコイイ？　イケメン？」なんてしつこく聞いてきたから、めんどくさくなって思わずメールを止めてしまったんだよ。おかげでちゃんと伝わっているのか不明だ。

　あの人たちの性質をリョウに話すべきか迷っていると、俺の肩に手が置かれた。

「ふふ、岩いわ下した君お待たせ。アリスちゃんも」

「あ、レイ部長」

　爽さわやかな表情で、挨あい拶さつをしてきたのはレイ部長。残念ながら私服でも、見た目は女ではなく男（イケメン）のままだ。レイ部長は自称美脚なのだが、それを活かすことなく、ジーパンをはいている。清潔そうな白シャツは、まさに女性が最も好きそうな知的男性のイメージ。塾講師のアルバイトを始めたら、その日のうちに女子生徒数人に告白されそうだ。……まあ、レイ部長は女だし、男好きだから意味ないけど。

「ちょっとお待たせしてしまったみたいだね、すまない。はあ、しかし原はら宿じゆくの空気を吸うだけで、スクールカーストの上位になれそうな気がする。でも刺激がありすぎて、身体からだがかゆい。なんでだろう、かゆいよ岩下くん」

「錯さつ覚かくです」

「……あ、あのさ、かゆいから身体を掻かいてくれないかな？」

　意外となまめかしい鎖さ骨こつを見せてくるレイ部長。

　なにこれ？　俺、誘惑されてんの？　とりあえず無視するけど。

「……うう、つれないなあ岩下くんは。少しは乗ってきてくれても────」

　レイ部長の言葉が止まり、目が見開かれた。

「レイ部長……？」

　フリーズしてるけど？




「うるわほおううううううううううううううううう」




　かと思えば、謎なぞ言語で叫さげび出した。おかげで信号待ちしていたゴスロリ軍団が、めっちゃ見てる。

　はあ……一体、どうしたんだレイ部長は？　しかも今度は顔を手で覆い隠してドタバタ足あし踏ぶみしてるぞ。男の姿をしてるくせに、仕草はいちいち女っぽいんだからこの人は。

　……しまった。今日はマスクがいないから、なんでこの人がこれだけ狼ろう狽ばいしてるのか、解説してくれる人がいない。どうしよう。

　ああでも、レイ部長と一いつ緒しよに来るって聞いてたし、あの人がいるはずだよな。

　俺は集中し、目を凝らす。

『おはようございます』

　おお、レイ部長の隣にＩＣレコーダーを握りしめたニーナ先輩の姿が浮かび上がってきたじゃないか。だいぶニーナ先輩を見るための、チャンネルの合わせ方が分かってきたぜ。一度見え方が分かれば見られるもんだな。一度でも悪魔に傷付けられると、それ以降悪魔がずっと見えてしまうって設定のマンガがあったが、きっと同じようなもんだな。

　それにしても、ニーナ先輩意外とオシャレな格かつ好こうじゃないか？　レース付きのスカートが、かわいい系のニーナ先輩に似合っている。服装が浮いてないから、割と原はら宿じゆくが平気そうにも見えるな。

「ニーナ先輩、レイ部長はどうしてああなってるのか、解説してもらえますか？」

「…………」

　必死にＩＣレコーダーで、いい返答を探してる。

「…………」

　しばらくして、しょんぼりした様子で首を振られた。どうやらいい音声がなかったらしい。

　もっと解答が出しやすい質問をしなければダメなのか……。『はい』『いいえ』で答えられるような質問にしてみるか。

「ええと、原宿に来たせいで、まともに精神が保てなかったとか？」

『いいえ、今日の朝食はスクランブルエッグです』

　なぜいつも、『はい』『いいえ』の後に余計な言葉が付いてるの？　……『いいえ』以後は無視していいって分かってきたから、別にいいけどさ。

「じゃあ見慣れない人がいるから、うろたえてるとか？」

『はい、お昼はパスタが食べたいです』

　自己主張を始めたぞ。

「つまりそこのイケメンメガネのせいだと？」

『はい、お昼はパスタが食べたいです。明太子パスタが好きです』

　分かったよ！　パスタにするよ！　どんだけ主張するんだよ！

　……で、整理すると、レイ部長があれだけ動どう揺ようしているのは、魔界ダンジョン原宿に来たせいではなく、リョウのせいだと。

　ん？　そういえば、初めて部室に行ったとき、マスクがレイ部長について、確かこう言ってなかったか？

『しかもレイ部長、本命できたって言ってましたよね？　一年生でいいイケメンを見つけたげへへと』

　ははあん、さてはその一年のイケメンというのが──

「う、あああ、な、なんで、ボクの王子様がい、いるる？」

　──リョウというわけか。

　真っ赤になったレイ部長はニーナ先輩の裏に隠れた。……いや、レイ部長のでかい身体からだは、ちっちゃいニーナ先輩じゃ隠れませんから。あと何度も思ってますが、王子様は見た目的にはあなたですから。

「……寿とし也や、彼女はどうしてしまったんだ？」

　リョウが顔をしかめている。

「え、ええと……」

　どう説明したもんか……。

「はわわ、は、初めからボクのこと女だって分かってくれてる……う、うれしい」

　レイ部長は、ニーナ先輩の肩を掴つかんでがくがく揺ゆさぶる。こらこら、ニーナ先輩の頭、ぐわんぐわんなってるから。

　それに「はわわ」って。こちらの胸が痛くなるほどの似合わなさ……。

「女って分かってもらえるって……こ、これは、も、もしかして脈アリでは……？　きゃあ！ボクに春が来た！」

　性別を間違えなかっただけで脈アリ判定とは……。この異性への自意識過か剰じようっぷり、自称喪も女じよは伊達だてじゃないな！

　しかしこのままレイ部長が壊れたままじゃ、原はら宿じゆく散策どころじゃないぞ。どうしたもんか……。

「……うーん」

　ところでさっきから近くにいた垢あか抜けた女子高生グループが「やだ……メガネの人、超カッコイイ」と黄色い声を上げている。ちっ。

　お、そうだ。リョウがいかにダメか思い知らせて、レイ部長を幻滅させ、恋心を取り除いてしまえば、多少は状況がマシになるんじゃないか？　うん、なかなかのアイデアだ。

　……ち、違うぜ？　ついでに近くの女子高生も失望させてやろうだなんて思ってないぜ？　ほ、本当だぜ？

　よし、早速行動に移すか。

「リョウ、実は突然呼び出して悪いと思って、お礼の品を持ってきたんだ」

「ふむ？　俺は寿也に感謝をしているぐらいだと言ったはずだぞ？　そんなものは受け取れない。食べ物だったら、みんなで分けてくれ」

「……いや、食べ物じゃないんだ。それに、これはリョウしか喜ばないものだ」

「ほう？」

　普段から世話になっているリョウへのお礼にと思って、本屋である意味エロ本を買うより恥はずかしい思いをして手に入れたそれを、バッグから取り出す。

　……ふ、ただ持っているだけでイケないことをしている気分になるってのに、まさかこんな公衆の面前でこれを出す羽目になるとはな……。我ながらなにをやってるんだか……。

　だがそれぐらい覚悟を決めないと、女子にモテモテのリョウを陥おとしいれられな──もとい、レイ部長を元に戻せない。

　羞しゆう恥ち心しんぐらい乗り越えなくては！

「お礼ってのは、これだ！」

　恥はずかしさに思わずうつむきつつも、俺はそれを差し出した。




『ロリンちゃん完全読本！　～恥ずかしいところもあなたにならぜんぶ見せちゃうの♥～』




「………………………………………………………………」

　リョウは、じっくりと本を見つめた。

　その視線は極めて冷静だった。

　うっ！　や、やっぱり前みたいに暴走したりはしないか……。

　…………そ、そりゃそうだよな。人目を気にしないリョウでも、さすがに公衆の面前でこんな本を差し出されたら、どうしていいか分からないよな。……俺はなにをやってるんだ。

「ふむ」

　リョウは『ロリンちゃん完全読本！　～恥ずかしいところもあなたにならぜんぶ見せちゃうの♥～』を受け取った。

「相変わらずの素晴らしいふくらはぎだな。溢あふれ出る生なま唾つばが止まらない」

　戸惑っていたんじゃなかった。

　ただゆっくり、そのイラストを味わっていただけだった。

　リョウにとってある意味極上の食べ物だった。

　俺は生唾ではなく溢れ出る嫌けん悪お感が止まらなかった。

「失念していた。もう発売していたのか……。いち早く三冊ほど買う予定だったというのに」

　ざわざわ……。

　原はら宿じゆくにざわめきが溢れかえる。ただでさえレイ部長の奇行などのせいで注目を浴びていた俺たちなのに、突然のイケメンメガネの性せい癖へき暴ばく露ろによって、尚なお更さら視線を独占してしまった。

　──ふ、俺たちが今まさに原宿の話題の中心になっていると言えるな。シーンの最前線だな。

　……まあその中心にあるのは『ロリ完　～あな見せ～』（略した）だけどな。

　でも、リョウをカッコイイと騒さわいでいた女子高生グループ全員が、真っ白になって固まっているのは壮観！　ざまあ！

　リョウは『ロリあな』（さらに略した）を真剣なまなざしで見つめ、ゆっくりページをめくり、あるページでその手を止める。そのページには、ロリンちゃんの丸みのある生足が目立つイラストが載っていた。

「…………フェルマーの最終定理は知ってるな？」

　真剣な口調で、リョウは呟く。

「は？」

「３６０年もの間、数学者が証明できなかった定理だ。多くの数学者がその謎なぞを解明しようと取りかかり、１９９５年、アンドリュー・ワイルズがAnnals of Mathematics誌に載せた証明が間違いないと、ようやく認められた」

「…………はあ」

「このイラストと比較しよう。おそらくロリキャラの膝ひざの塗り、その重要性は誰もが把握していた。多くの絵師が究極を求め、血ち反吐へどを吐はく思いで、どう膝を塗ることがロリキャラの魅力に繋つながるか研究したに違いない。だが、これまで、誰もが究極には達しなかった。おそらく志こころざし半ばで、無念のまま息絶えた人も大勢いるのだろう。その苦労を考えれば胸が裂ける思いだ。……しかしこれはどうだ？」

　リョウがロリンちゃんの膝を指さす。

「この膝の塗り、俺をもってしても文句の付けようがない。ほぼ究極に達している。絵師たちの苦難し続けた歴史が、ついにこの膝の塗りを完成させたのだ。この成果は、そう、フェルマーの最終定理の証明に匹敵する」

　リョウはメガネを外し、遠くを見つめる。




「────山が動いたな」




　やべえ、こいつマジキメエ！

　なのにメガネを外したキメ顔だけ見たら、超かっこいい！　このギャップが最悪！

　シーンの最前線に立っている俺たちに、群衆が向ける視線は厳しかった。保守的な人間はいつでも先せん駆く者しやに厳しいのだ。

　ま、俺も保守的な人間の側でいたかったけどね……。垢あか抜けた女子高生グループはもはや涙を浮かべてるし……やりすぎた。

　……自分がまいた種だが、ここで止めないととんでもないことに！

「で、でもさ、ロリンちゃんは14歳だから、お前の守備範囲外だって前に言ってなかったっけ？　俗世にまみれてアウトだとかなんとか。だから、そんな興奮しなくても……」

「ふむ、それがあまりに反発する声が多く、公式でも年齢が12歳に変更されたのだ」

　お前と同じ病気持ちがそんなにいるとは！

「これでロリンちゃんが俗世にまみれ、汚けがれていることにはならない」

　数字をいじっただけでロリンちゃんは清らかに！

「公式サイトのＢＢＳで意見を募つのったかいがあったな」

「お前が扇せん動どうしたのかよ！」

　こいつもうダメだ！　完全に壊れている！

　リョウはメガネをかけ直し、真剣なまなざしを本へと再び移し、ページをめくる。機械のように一定のペースでページをめくっていたリョウだが、その動きが突然止まった。

「バ、バカな……これはなんだ……！」

　手を震わせて、目をかっぴらいている。

　冷静なリョウがこんな表情をしたのは初めて見たし、その理由が気になるが、絶対に聞いたら後悔する確信があるのでスルーしたい。

「寿とし也や、これを見てくれ！」

　……見ることを強要されてしまった。

　仕方なく見ると、『ボーカロイドロリンちゃん』なるものの開発が始まったという記事があった。ボーカロイドは俺も知ってる。メロディーと歌詞を入力すると、合成音声で歌ってくれるパソコンのソフトだ。

　ロリンちゃんってずいぶんと手広くやってるな。

　…………という意見ぐらいしか出てこないんだけど、リョウのこの動どう揺ようは？

「このすごさが分からないのならば、解説しよう」

　聞きたくねー。

　けど、鼻息の荒いリョウは勝手に話し出す。

「まず初期ロリンちゃんについて話そう。ロリンちゃんは登場媒体が、学術書のマスコットキャラクターであるため、性格については詳くわしく描写されなかった。それが物足りないという輩やからも多かったが、俺から言わせればその意見は愚ぐの骨こつ頂ちようだ。キャラクター性がなかったからこそ、ここまでロリンちゃんは我々の中で飛ひ翔しようしたのだ。そうだな……ミロのヴィーナスは両手が存在しないが、美の象徴と言われた。しかしそれは手が足りないのにそれでも──ということではなく、ある意味両手が存在しないからこそ、各おの々おのが理想像で補完することで、美の象徴まで評価を上げたというのが正解だろう。その不完全が故ゆえの完璧さは、まさにロリンちゃんと一致している。明確なキャラクター性がなかったからこそ、ロリンちゃんは我々の理想であり続けられたのだ」

　なんでもいいけど、ロリンちゃんのことになるとよく喋しやべるなお前は。それからミロのヴィーナスを侮ぶ辱じよくするな。

「安易にも俺は、今後手広くメディアミックス化するにあたり、どうせアニメ化でもするのだろうと考えていた。そうしてロリンちゃんの神秘性が失われるのではないかと懸け念ねんしていたのだ。だが……まさかボーカロイド化とは……。やられた！　そのキャラクター性は秘ひ匿とくされたまま、しかし確実なるロリンワールドの広がり！　しかも歌わせる歌詞さえも、自在に入力することができるだと！　一人一ロリンの世界。不完全な完璧のまま、脈動するこの命。これは……これは、ある意味──」




「──新しい生命の芽め吹ぶきではないか！」




　お前の頭の中にお花が芽吹いているんだよ。

　……なんかここまで病気だと、実際のリアル小学生にもついに興味を持ち出したんじゃないかと心配になってきた。

　一応、確かめてみよう。

　俺は一旦、リョウから『ロリあな』を取り上げる。ぱらぱらめくると、ロリンちゃんのコスプレをしたリアル小学生ぐらいの写真が載っていた。

　こいつがこれを見て「これはロリンちゃんの三次元化とも言える！　フィギュアを愛めでる感覚と変わらない！」なんて興奮し出したら、こいつは今後登場できないので、きっとこのあと唐とう突とつにトラックにでも轢ひかれるだろう。号ごう泣きゆうする準備はできたぜ。

「リョウ、これをどう思う」

　俺はそのページを見せた。

「冒ぼう涜とくだな」

　超冷め切ってるよこの人！

　メガネを拭ふき始めたよ！

　ちなみに例の女子高生グループは、この一連の流れによって恐怖で打ち震え、悲鳴を上げていた。……ごめんね。

　まあでも当初の目的は達成したな。さすがにレイ部長も幻滅して、平常心を取り戻しただろう。

　俺はレイ部長の様子を見る。

「はあ……♥」

　げえ！　顔に見とれてちっとも話を聞いていない！　目がハートマーク！

　ニーナ先輩は、レイ部長の揺ゆさぶり攻撃にすっかりやられて、だらんと両腕を垂らしてダウンしていた。助けられなくてごめんね。

　ダメだ……もうどうしようもないわ、これ。

「……リョウ、俺が呼んだのに本当に申し訳ないんだが……帰ってくれないか？」

『ロリあな』を返しながら、言う。

　もうリョウがこの場から去ることでしか収拾できそうもない。

「ふむ、実は俺も早退をお願いしようと思っていたところだ。渡りに舟とはこのことだな。俺はこれから一日掛けて、じっくりと、ねぶるように、この完全読本を完全読破しないといけない」

　超キモいよう……！　助けてよう！

　冷静さを取り戻したリョウは、俺たちに手を挙げて、『ロリあな』を腕に抱えたまま駅構内に去っていった。せめてその本を隠せよ！

　はあ……滅茶苦茶疲れた……。まだ原はら宿じゆくを歩いてもいないのに、このダメージ。俺は今日、命が持つのだろうか？

「あ」

　そういや大丈夫か？　こんなリョウの姿を見たら、ただでさえリョウのことを苦手なアリスが、喋しやべるのさえ嫌いやがるんじゃないか⁉

　どうフォローしようか考えて、辺りを見渡すとアリスがいなかった。

　どうりで静かだと思った！

「っていうかあいつ、どこ行った！」

　と、辺りを見回したら、すぐに見つかった。アリスはすぐ近くの横断歩道の向こう側にいた。手を空けるためか、肩に掛けたバッグへブービットを押し込んでいる。バッグが小さいのでブービットの頭がひょっこりと出ていた。

　そうまでして空けたアリスの手には、ソフトクリームが握られていた。信号が青になってこっちに駆かけ寄ってきたアリスは、珍しくご機き嫌げんのほくほく顔。

「待ちきれずについつい買ってきちゃったわ！　あのね、この『コルセット』ってお店は最近話題のショップなのよ！　ちべたおいしい！」

　冷たくておいしいってこと？

「……いいけど、お前、口の端にアイスが付いてるぞ」

「む……。気付いてるなら取りなさいよね！　バッグの中にハンカチ入ってるから、それであたしの口を拭ぬぐいなさいよ！」

「はいはい」

　俺はバッグからハンカチを取り出して、アリスの口を拭う。

「ん」

　アリス満足げ。

　……って俺はなにを執事のようなことをごく自然にやってるんだ。パクメンはどうした？　うう……アリスのせいでパクメンから今日もまた離れていく。

「……そういえばあのメガネはどうしたのよ？　それにニーナちゃん倒れてるし。周りの人も、泣いてる人とかいるわよ。……事故でもあったの？」

「うん、あった。大惨さん事じが。かわいそうに……あそこの女子高生は、今後しばらく男性恐怖症に悩まされるんだろうな……。あれだけの事故だものな」

「ふうん？」

　よく分からず相づちを打つアリス。ソフトクリームを口に含んで、顔をほころばせている。知らないでいられることは幸せだな。

「そういや、ミルクタンクはどうしたのよ？　まだ来てないの？　ミルクタンクのくせに？」

「あ、言われれみれば、まだ来てないな」

　腕時計を見ると、集合時間から５分過ぎていた。普通の人ならそれぐらい遅れてもおかしくないが、なにせチョコちゃんだ。『皆さんの貴重な時間をわたしのせいで５分も無む駄だに浪費させてしまうなんて……。うう……どう謝罪すればいいですか？　自殺すればいいですか？』なんて言い出しそうなものだ。だからてっきり早めに来てるんじゃないかと思ったけど、どうかしたのかな？

「す、すみません遅れましたっ！」

　噂うわさをすれば影。チョコちゃんが駆かけ足でこちらに向かってきた。

「ミルクタンク、あなた一番最後よ！　自分の立場を分かってるの！」

「うう……ごめんなさい……。ちゃんと社会におけるタンツボ的存在だって分かってます。遠えん慮りよなくタンを吐はき捨ててください……」

　そんな存在じゃないから安心してね。

　それにしても顔色が相当悪い。しかも、やってきたのは駅構内からではなく、明めい治じ神じん宮ぐうのある方向からだ。

　……これはやっぱりなにかあったな？

「チョコちゃん、もしかして、原はら宿じゆくにはとっくに着いてたんじゃないの？」

「うう……岩いわ下したさん、分かってくれるなんて素す敵てき。うれしい……」

　でへへ。

「そうなんです。皆さんをお待たせしちゃいけないと思って……２時間前からいたんです」

　予想を遙はるかに超えた早さ。

「なのにどうして遅れて……？」

「話せば長くなるんですが……。わたし、ここのおしゃれな空気に耐えられなくなって、挙動不審になっていたんです。そうしたらたくさんの男の人が、じろじろ見てきたんです。……わたしが相当気持ち悪かったんでしょうね……」

　たぶん、かわいい女の子が一人でいるから、見てきただけだよ？

「それでも針のむしろに座った気持ちで待っていたんですが、ついに男の人が声を掛けてきたんです。公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するほど醜みにくいわたしが、こんなおしゃれな場所にいるなんてふさわしくないと、義ぎ憤ふん心に駆かられて声を掛けてきたんだと思います」

　ナンパだよ。

「いっぱいいっぱいになっていたのでうろ憶えですが、男の人は『今日はなにしに来たの？』『暇だったら一いつ緒しよに食事でもしない？』なんて言っていたと思います。ああ……今思うと私服警官だったのかもしれないですね。だとするとその発言の意味も分かります。どうやらわたしは、そのまま警察署に連行され、カツ丼を食べながらの取り調べをされるところだったみたいです」

　そのままお持ち帰りされるところだったんだよ。

「ああ……どうしよう。警官だったなんて……。わたし、そのとき恐くて逃げ出してしまったんです……。原はら宿じゆくという場を汚けがした罪を償つぐなわず、それどころか逃げ出してしまうなんて、わたしはどれだけ罪深いの……？　罪を償うにはどうすればいいの……？　わたしはもう汚よごれてしまったの？　うう……岩いわ下したさん！　わたし、どうすればいいんですか！」

　こっちが聞きたいです。

「うう……助けて。岩下さん助けて……。汚れたわたしをいっそ好きにして！」

　こらこらそんなきわどい発言をしながら、腕にしがみつくな。上目遣いの潤うるんだ瞳ひとみで、懇こん願がんするようにその胸を押し当ててくるな。おっぱい桃とう源げん郷きように誘われ、理性が飛んでしまう！　っていうかもうほとんど飛んでいる！　やわらかいやわらかいやわらかいやわらかいやわらかい！

「──ぐげ‼」

　不ふ機き嫌げんな面つらをしたアリスに、鳩尾みぞおちを思いっきり殴なぐられた。

「死んで、輪りん廻ね転てん生せいして、さらに生まれて間もなく死んで、今度はコオロギになってコウタローの餌えさになりなさいよ！」

　な、なぜにそんなお怒いかりで……？

　しかも思いっきり鳩尾に入ったから、立てねえ……。

「ア、アリスちゃん、ぼ、暴力は──」

「うるさいわよ！　元はと言えば誰のせいで──って、あ！」

「きゃあ！」

　興奮して腕を振り回したアリスは、その勢いでアイスをチョコちゃんの顔にぶつけてしまう。

「あ……！　ああ‼　ちべたおいしいあたしのアイスがあ……。うう……食べきりたかったのに……！」

　涙目になるアリス。

「あなたのせいよ、このこーじょりょーぞく女！　その大きな胸でゆーわくしくさって！　ミルクタンクの名は伊達だてじゃないわね！」

「うう……よく分からないけどごめんなさい」

　いや怒るべきはアイスを顔にぶつけられたチョコちゃんの方だし、ミルクタンクって呼んでるのアリスだけだし。

「はっ！　しかもなによその顔？　公衆の面前で、なにふしだらにも顔を真っ白に汚してるの？」

　いやベタベタした白いもので顔が汚よごれてるのは、お前がアイスを今ぶつけたからだろ。

「…………って！」




　──顔が、ベタベタした、白いもので、汚れている……？




「ご、ごめんなさい……！　見苦しいなら今、舐なめ取りますから！　あ、おいしい……」




　──白いベタベタしたものを舌で舐め取って、『おいしい』と言っている……？
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　痛みにうずくまってる場合じゃねえ‼

　男ならやならきゃいけないときがある‼

　俺よ！　立ち上がれ‼

「チョコちゃん、写真を撮っていいかな！」

「は、はい……？」

「大丈夫！　思い出だから！　思い出を残したいだけだから！　君との大切な記憶を忘れたくないだけだから！」

　我ながら意味が分からなかったけれどどうでもよかった。そんなことよりチョコみるくを撮影！　撮影！

　カメラを構えて、そして──

「──ぐげ‼」

　またアリスに鳩尾みぞおちを殴なぐられた。

　しかも昔懐かしい『二重の極きわみ』で殴られた。内臓完全破壊。

「ド変態が！」

　なんてこった、アリスの罵ば声せいがまともな指摘に聞こえる。ということは今回は、殴られて当然だったってことですね。本当にすみませんでした。

　はあ……それにしても──

　俺は、現状を確認する。

　原はら宿じゆくの地に倒れ、立ち上がれない俺を始め、被害は甚じん大だいだ。

　チョコちゃんは汚けがれてしまった（自己申告）し、アリスはアイスを失ったし、レイ部長はイケメンに心を奪われ混乱してるし、ニーナ先輩は意識を取り戻したもののまだ頭をふらふらさせている。すでに帰ったが、リョウに至っては、見知らぬ女子高生にトラウマを植え付けて、加害者になってしまう始末だ。

　おおう、『ポジティ部』野外活動とはここまで危険だったのか。ディズニニランドでの被害はまだ生ぬるかったんだな。マスクは仮病で逃げて本当に正解だったよ。

「うう……」

　心底もう帰りたい。

　おいおい信じられるか？　俺たちまだ、駅に到着しただけなんだぜ？　今日が終わるまでにどんだけ時間が掛かるんだよ？　ページ数足らねえよ。

　転げ落ちていたデジカメを手に撮る。幸いにも落とした衝撃で壊れたということはなさそうだ。シャッターをいつの間にか押していたのか、チョコちゃんのソフトクリームまみれの顔が映っていた。

「はあ……」

　まったく、自分が暴走した記録が残ってしまった……。ああ……これは敢あえて残そう。自戒のためだ。自分の過去の愚おろかしさから逃げず、対面し、欠点を直していかないと、いつまで経っても理想的パクメンにはなれないからな。

　だからうん、この白く汚れたチョコちゃんの写真は保存する必要がある。ずっと残しとく必要がある。消えないようロックしようロック。それから帰っていの一番にパソコンに取り込んで、隠しフォルダに入れよう。

　自戒マジ大変だわー。パクメンへの道はマジ茨いばらの道だわー。

「…………ふへへ」

　アリスがいないときに、毎日見ようっと！
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　アマチュア劇団『アリス』の路上ゲリラ講演をお楽しみ頂きありがとうございました。お代ですか？　いいえ、まだ未熟者の俺たちには皆さんが楽しんでいただけるだけで十分です。その笑え顔がおが俺たちにとっての報ほう酬しゆうなんです。──拍手ありがとうございます。え？　あまりに自然でリアルな演技だった？　……え、ええ。みんな業界から期待されてる若手劇団員なんでね！……ええそうですよ。まさかこんな頭のおかしな人たちがリアルにいるわけがないじゃないですか！　そ、そうです、あのメガネイケメンも劇団員です。あんなイケメンが二次ロリの病気なんて、あ、あるはずないじゃないですか！　あいつは息を吸うように女を抱きまくってますから安心してください！　じ、次回講演は未定ですが、また皆さんにお会いできる日を楽しみにしています。それでは！

　と、一連の騒そう動どうで集まっていた人だかりたちにそう言い張って、そそくさと駅前を立ち去った。

　まあなんでそんな嘘うそ設定を作らなければならなかったかというと、俺が二重の極きわみで受けたダメージから回復して起き上がったとき、あの女子高生たちに変態集団がいると通報されていたからだ。リアル連行されそうになったので、劇団員を装うとっさの俺機転で逃げ延び、俺たちは事なきを得たわけだ。……たぶん得てないけど。バレバレだけど。

　……はあ……女子高生に変態扱いされるとは……心に傷を負ったわ。

　さて、そんな傷心の俺が、今どうしているかというと──




　ランジェリーショップでチョコちゃんに抱きしめられていた。




「な、ななななぜこんなことに！」

　なんだこの状況！　少しは俺に休む暇を与えてくれ！

「……ええと」

　どうしてこうなったかを思い返してみる。俺たちは駅前から逃げ去った後、ほとぼりが冷めるまで隠れつつ昼飯を取ろうと喫茶店に入った。なぜ喫茶店かというと、事前にレイ部長が作ってきた『原はら宿じゆくでこなすことチェックリスト』に、『喫茶店に入ること』があったからだ。

　まあ、チェックリストなるものが存在しているという事実だけで狂気の一端が見えるというものだが、実体はさらに酷ひどい。

　内容はこんなものだ。






□　服屋に入る。



□服を買う。




　（できるだけ派手な色使いのやつを買って、自分を奮い立たせよう）




□一度は試着し、敢あえて買わない。




　（勧められたら買ってしまうしかない自分からの卒業。断れる勇気を身に付けよう！）




□ショップ店員に敬語を使わない。




　（常連ぶって、他の客との差をアピール。とりあえずズボンはパンツと言おう！）




　　セリフ例：このレギュラーシルエットのシャツ、今季のテーマであるビートニク表現してていいね。ま、でもわたしは、このボタンダウンのシャツをヘビロテにしたい感じ？　ナロータイとデニムでマジ黄金コーデじゃね？








□　喫茶店に入る。



□よく分からんこざかしい名前のメニューを優先的に注文。




　（どんなのか分からなくていいから頼もう。あととりあえずカッコイイから「シャトー・ムートン・ロートシルト（ワイン名）」と言おう。飲まないけど。どんなワインか知らないけど）




□店内で恋バナをする。




　（恋に慣れたリア充女をアピール）




会話例：「あいつマジ女の誘い方分かってねえわ」

　　　　「わたしがちょっと疲れちゃったって言ったら、どっかで休もうって誘って個室に行くのが普通じゃね？」




□ケータイを延々といじる。




　（友達がたくさんいる様をアピールしよう。鳴っていないと不審に思われるので、メンバー内でメールを回してケータイを鳴らそう）








□　裏うら原はらを回る



□よく分からんアートぶった個展にふらりと入る。




　（あくまでふらりと何気ない体ていで入ることが大事。展示物の意味が分からなくても、表現したいものを分かっているかのようなしたり顔をしよう）




□通行人を威圧。




　（そうすることで精神的に優位に。「あー気付いたら、週三でここ来てるわ」なんて漏もらすのが有効的だと考えられる）










　ツッコミどころがありすぎてもう……。

　とりあえず『服屋』、『喫茶店』、あと『裏うら原はら』なるところを回ればいいと解釈することにした。他の細々とした痛い部分は無視！

　前置きの前置きが長くなってしまったが、とにかく俺たちはそういうことで喫茶店に入ることにしたのだ。まあ、しかしある意味予想通り、それだけで大変だった。

　事前にニーナ先輩が調べてきた（パスタのおいしい）喫茶店は、あろうことか地下にあった。なんとなく分かってもらえると思うが、地下にあるオシャレっぽい店は、入るのにさらにハードルが上がる。店の前にある階段を下りていくのは、俺も少しドキドキした。俺でさえそうなのだから、チョコちゃんに至っては言うまでもない。俺は、倒れそうになるチョコちゃんの背中を支えつつ、店内に入る羽目になった。

　しかも店内に入っても、チョコちゃんは「日本語通じるんですか……？　原はら宿じゆく語じゃないとダメだったりしませんか……？」なんて意味不明なことを言っているし、レイ部長もチェックリストにあった通り「あれ？　このお店、メニューにシャトー・ムートン・ロートシルトがないなあ」なんて言ったりしていたので、もう恥はずかしくてしょうがなかった。俺はレイ部長に説教しようと決めたが、すでに疲れ切っていたので、腹ごしらえをしてからにしようとメニューを見ていた。

　そうしたら、突然隣に座っていたチョコちゃんが軽く悲鳴を上げて、俺を引っ張って店外に連れ出したのだ。

　で、連れてこられた先がなぜかランジェリーショップで、しかも顔面蒼そう白はくのチョコちゃんに抱きしめられて、今に至るというわけだ。

　前置き終了。

　そして改めて状況を考える。

「……いや改めて考えても……え？　なんなの、これ……？」

　意味不明。

　でも、客観的にこの構図を考えると──カップルで下着を見ていて、ムラムラしちゃったりして堪こらえきれなくなって、思わず店内でいちゃつき始めちゃったバカップルってところか……。

「……………………」

　ドン引きだよ！

　ただでさえ男が入ってるとおかしいランジェリーショップでその状況って！　チョコちゃんほど自意識過か剰じようじゃなくても、周囲の目に耐えられないよ！

　早く冷静になって離れてくれ！　……ああでも！　チョコちゃん柔らかい！　いい匂におい！　いつまでも抱きしめてくれていい！　ああ嘘うそ嘘やっぱり恥ずかしい！　と俺が懊おう悩のうしている間に、女子大生らしきグループが近くを通りかかる。抱き合っているこちらに気付く。やばい、めちゃくちゃ怪け訝げんそうに見てる。

　せ、せめて、自然を装わなくては！

　下着店にいても自然な男の態度は──ええい、こんな感じか！

　俺は慌あわてて、手近にあったパンティを手に取り、言う。

「お前、こういうの着ろよ」

　間違えた！

　ある意味自然だけど、チョコちゃんに対してただのセクハラ野郎になってしまった！

「…………うう、まさか、あの人がいるなんて…………」

　よ、よかった。いっぱいいっぱいで聞いてなかったみたいだ。

　でも『あの人』って誰だ……？

「あ、あのチョコちゃん……。そろそろ離してもらっても？　あと事情があるなら説明してもらっても……？」

　俺の言葉に、チョコちゃんは今更ながら自分の状態を確認して、きょとんと目を丸くして俺を見る。

　そうして自分がなにをしているかようやく自覚したのか、顔を真っ赤にして飛び退のいた。

「ごごごごごごめんなさい！　わ、わたしったら岩いわ下したさんになんて失礼なことを！　あ、あの！　か、身体からだ腐ってませんか？　ちゃんとバリア張りました？」

　バリアって……小学生か。

「ひぃ！　しかもなんでわたし、男の人と二人でランジェリーショップにいるんですか‼　周囲の人にあの二人は関係持ってると思われる！　いやあああああああ！」

　……え？　これって俺とそういう風に見られるのが嫌いやだってことじゃないよね？　違うよね？　俺と同じただの羞しゆう恥ち心しんだよねそうだよね？

　あまり深く考えすぎないようにしよう……。

「あのさ、でもチョコちゃんがここに連れ込んだんだよ？」

「い、言わないでください！　た、ただ必死にあの場所から逃げようとして、そうしたらいつの間にかここにいただけなんです！　ああでもそんなの岩下さんには言い訳にしか聞こえませんよね！　当然軽けい蔑べつしますよね！　ああ軽蔑された！　受精したくてしょうがないふしだらな女だと思われた！」

　ランジェリーショップで抱き付いてきたあげく、『受精』とか口にしちゃうとは……。もう俺たちを見る女子大生の目が、怪け訝げんから軽蔑に変わってるし。先ほどの女子高生グループといい、俺は今日一体どこまで、見ず知らずの人間に白い目で見られればいいんだろう？

　はあ……とりあえず頭をぶるんぶるん振って取り乱してる、チョコちゃんを止めるか。

「軽蔑してないから、ちゃんと説明してくれる？」

　落ち着かすために、肩を掴つかんで優しく言うと、チョコちゃんは涙目で頷うなずいた。

「は、はい、ごめんなさい……」

「気にしないで」

「岩いわ下したさん優しい……素す敵てき……」

　ふ、また好感度が上がってしまった。

「あ、あの……実はですね、先ほどいた喫茶店に、昔の友だ──いえ、中学時代の同級生を見かけてしまったんです」

　…………今、友達って言いかけて同級生に言い直したよな？

「その人と会いたくないんだ？」

「は、はい……。……あ、いえ、わたしはいいんですが、相手がきっと不ふ愉ゆ快かいに……」

　うーん、どうしよう。あまり追及しない方がいいのかな？

　いつものパターンなら、チョコちゃんが嫌われてると思い込んでるだけなんだろうけど……。でも、いつも通りなら、さすがのチョコちゃんでも、我を失って喫茶店を飛び出したりはしないと思うんだよな。

　それに以前、朝のホームルーム前にちろっと聞いた話だと、チョコちゃんの中学時代はガチ暗黒くさい。体育で準備体操のときに、「好きな人同士で組め」となった場合に、組む相手がいずに一人になるというぼっちあるあるネタを実じつ践せんするだけじゃ飽きたらず、ソフトボールは常に敬遠フォアボール、牽けん制せい球を自主的にアウトになるまで無言で続けられる（そもそも牽制球はソフトボールにないのに）なんてことをやられるし、ドッジボールでは誰にも当ててもらえず必ず最後まで残り、そうなったらチョコちゃんが残ってるのになぜか試合終了になる、なんて伝説まであるらしいからな……。そりゃ体育館の天井に挟はさまってるバレーボールを見て、「わたしと同じでずっとひとりぼっちなんだ」と感情移入して、体育座りのまま声を押し殺して泣いちゃうよな。しかもその話をしてるとき、チョコちゃん「えへへ笑ってください、てへぺろっ」なんて舌を出して笑っていたし。──いやいや笑えるか！

　そのエピソードがあまりに悲ひ惨さんすぎて、あのアリスでさえ同情して、チョコちゃんの頭を撫なでてたし。アリスが真っ当に優しいって……奇き蹟せきか。奇蹟を生むほどのぼっち伝説か。

　とにかく、その暗黒時代のせいで、チョコちゃんがこうまで自じ虐ぎやく的になってしまったのは間違いなさそうだ。

　で、その時代の同級生がいたわけか……。

　まあ会いたくはないわな。

「ええと……これからチョコちゃんはどうしたい？　その人に会いたくないなら、みんなには適当に事情を説明しとくから、帰ってもいいよ？」

「い、いえ、それは……。さすがに喫茶店には戻れそうもないですけど、帰ってしまうのはあまりに身勝手だと思うんです。せっかく仲良くしてもらってるのに嫌われちゃう……」

　あんまり人の顔色ばかりを窺うかがってるのは、よくないよなあ。

　でも、チョコちゃんにそれを言っても困らせるだけか。

「みんながどう思うかじゃなくて、チョコちゃんはどうしたいの？」

「わ、わたしがどうしたいかですか……？」

「うん、我が慢まんしてるんだったら、帰った方がいいよ。ちゃんとみんなにはフォローしとくから」

「…………い、いえ、やっぱり帰らないです」

「我慢してない？」

「してないです。だってわたし──」

　一度言葉を止めて、チョコちゃんはぎゅっと唇くちびるを結んだ。

　そして、すがるような潤うるんだ瞳ひとみで、上目遣いをし、言う。




「まだ、岩いわ下したさんと一いつ緒しよにいたいです」




「──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────と、」

　ときめいた！

　ときめいたよ！

　あまりにときめきすぎたので、色んなピンク色の妄もう想そうが一いつ瞬しゆんにして脳内を駆かけ巡り、俺は二人が越えるべきあらゆる段階をすでに通り過ぎたことにして、このランジェリーショップでチョコちゃんに似合う下着を探し出すことにした！　やっぱりチョコちゃんには、その清純さを引き立てる白か、爽さわやかな寒色系の色が合いそう。ああんもう、そのチョコマシュマロは大きすぎて、なかなかサイズがないよ☆　ああでもこれは似合いそう！　よしこれだ！

　俺は水色のブラジャーを手に取る。

　そして今こそこのセリフ！

「お前、こういうの着ろよ」

「な　に　を　や　っ　て　る　の　よ」

「[image: え゛]⁉」

　聞き慣れた声に、恐る恐る振り返る。

　腕を組んで、こめかみに血管を浮き上がらせているアリスがそこにいた。

　──お、俺のチョコちゃんへのセクハラ（暴走が解け自覚）を聞かれていた！

「ア、アリス……な、なんでここに？」

「『なんでここに？』じゃないわよ！　いきなりミルクタンクと一いつ緒しよに飛び出して連絡もないから、探しに来たのよ！　もしかしてなにかあったんじゃないかとちょっぴり心配してたのに、このざまはなに！　なにエロだらしない顔で、ミルクタンクに自分の選んだブラジャーの着用をきょーよーしてるのよ！」

　ひぃ、返す言葉がない！

「あ、あの……さっき、わたしに着ろと言いました……？」

　しかもチョコちゃんも、口元を引きつらせている！

　当たり前だよ！　そりゃあの発言は誰でも引くよ！

　こ、ここはどうにかごまかさないと！

「ちちち、違うよ？　このブラジャーは……その──」

「なによ？」




「──た、ただ俺が欲しいから手に取っただけだ！」




「…………」

「……………………」

　うん、大きく間違えたよね！　セクハラ魔神より酷ひどい変態になっただけだよね！

　アリスが、俺を白い目で見ている。やめて！　そんな目で見ないで！

　しばらく白けた顔で俺を見ていたアリスだが、突然なにかを思い付いたかのように目を大きく開いた。かと思うと、口元を異様なまでにつり上げていた。ハロウィンのカボチャのお化けみたいな顔だ。

「欲しいだけねえ。ふうん？」

　ニタニタ笑うアリス。

　……嫌いやな予感しかしないぜ。

「じゃあ今、ここで、試着しなさいよ」

「は？」

「欲しいんでしょ？　似合うか見てあげるから、着けてみなさいよ」

　な、なにを言ってるんだこいつ？

「ふうん、着ないのね？　ならやっぱり、ミルクタンクにその下着の着用をきょーよーしていたってことね」

「ぐぐ……」

　そ、そういうことか。

　俺の弱みにつけ込んで、ブラジャーを着けさせ、辱はずかしめる気なんだな！

「はあ……それはさすがのミルクタンクも、あなたを嫌うよーいんになるわね。自分に害をなす変態なんて、あたしだったら近寄るのも嫌だわ。でも、それをこの場で着けたら？　まあ変態には違いないけど、害はないとは証明できるわね。ミルクタンクもなんとか許してくれるんじゃないの？」

「ぐぐぐ……」

　い、いや騙だまされるな。これはアリスのいつもの手口だ。チョコちゃんは表情を見る限り、いまいち状況が分かってないっぽいし、アリスの言う通りにしたって解決するわけじゃない。押し切られるものか！

　なんとか突破口を見つけようとアリスを見つめる。

　と、アリスはなぜか、すねたように唇くちびるを尖とがらせているではないか。

「…………あたしの下着姿は興味ないって言ったくせに……なんでミルクタンクの下着は嬉き々きとして選んでいるのよ……」

「…………ふ」

　思わず小さく笑う。

　──見つけた。どうやらここだな。

　アリス、お前が小さく呟つぶやいた言葉が、明らかな隙すきだぜ！

　さては俺が自分に興味を持ってないと思って、チョコちゃんに嫉しつ妬としてたんだな。親に構われずに育ったアリスだ。下着云うん々ぬんはともかく、興味がないって言われただけで、アリスにとってはすねる要因になるわけだ。ふふ、まったく……さびしんぼのかわゆい奴やつめ。

　よし！　この隙を突いて照れさせ、動どう揺ようしているうちに、うやむやにしてやるぜ！

「お、おお、そうだそうだ！　お前のブラを選んでやってもいいぜ」

「…………え？」

　アリスは頬ほほを赤くする。

「も、もう一度言いなさいよ。あたしになにをしてくれるって言ったの？」

　ふ、俺の優しい言葉をもう一度聞きたくてしょうがないようだな。

　俺は、軽く息を整え、真っ直すぐアリスを見つめる。少女マンガの男主人公ばりの爽さわやかな表情を作って、言ってやる。

「アリスのブラを選んでやるよ」

　──カチ。

　ん？　なんの音だ？　アリスはケータイに付けた、ミニブービットの『×』の方の目を押したみたいだが……。




　──ニヤリ。




　え？　なにこのアリスの、計画通りとでも言い出しそうな邪じや悪あくな笑え顔がお？

「その言葉を待っていたわ」

　アリスは舌なめずりしながら、ミニブービットの鼻を押す。

『アリスのブラを選んでやるよ』

「な……！」

　これ……俺の声？

　少女マンガ男主人公モードの俺が言った、その言葉の意味を改めて考えて──

「ひっ！」

　やばい事態に気付いた俺の悲鳴を無視して、アリスは死刑執行のボタンを押すように、またミニブービットの鼻を押す。

『アリスのブラを選んでやるよ』『アリスのブラを選んでやるよ』『アリスのブラを選んでやるよ』『アリスのブラを選んでやるよ』『アリスのブラを選んでやるよ』『アリスのブラを選んでやるよ』『アリスのブラを選んでやるよ』

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ‼」

　お、俺が、皆かい無む乳にゆうの９歳幼女に「お前の下着？　俺が選んだのを着ろよげへげへ」とセクハラしてるううううう‼

「はあ……自分が選んだ下着をきょーよーする人と一いつ緒しよに住んでるなんて、身の危険を感じるわ。これはパパにほーこくする必要があるわね」

「や、やめてください！」

　あの人はシャレにならない！　マジ殺される！　日本刀で斬きり捨てにされる‼

　ていうか、俺がこう発言するところまで狙ねらっての、あの『ブラ着けなさいよ』発言だったのか！　どんだけ計算尽づくだよ！　自分のキャラクター性を理解し、それさえも利用するなんてどんだけ狡こう猾かつなんだよ！　俺を嵌はめることに対して天才すぎるわ！

　でも、策略が分かっても、もう手遅れ！




　と、いうわけで──




「…………え、ええと、撮りますよ」

　チョコちゃんがアリスのケータイを構える。

「いえーい」

　オシャレシティ原はら宿じゆくのランジェリーショップで、ピースをしている９歳児にお馬さんにされて、頭にブラジャーを巻いたまま記念写真を撮られた俺だった。




　　　[image: ]




　アマチュア劇団『アリス』の路上ゲリラ講演をお楽しみ頂きありがとうござい──（中略）──え、ええ、そうですよ！　まさか本気で９歳児に馬にされるわけがないじゃないですか！じ、次回講演は未定ですが、また皆さんにお会いできる日を楽しみにしています。それでは！

　と、頭にブラジャーをして、かつ９歳児のお馬さんになっている俺を撮影している人たちに言い張って、そそくさとランジェリーショップを立ち去った。

　今回も女子大生たちに変態がいると通報されたので、また同じ設定で事なきを得たわけだ。……たぶん得てないけど。バレバレだけど。

　あの写真を誰もネットにアップしませんように……！

「…………ふ、ふふ」

　おっかしいなあ。心にグサグサ刃物が刺さってるのが分かるのに、なぜかもうなにも感じないんだっ！　どんどんと痛みに鈍どん感かんになっていくのには気付いてたけど、もう心の痛覚が消えたのかな？　じゃあこれでもう無敵だねっ！

「い、岩いわ下したさん……？　笑いながら涙を流してますよ……？」

　あれ？　感情と行動が一致してないなあ……どうしたんだろうなあ俺。

　そんな俺の精神状態はどうせ回復するのでまあどうでもいいとして、俺たちは昼を食べ終えたレイ部長たちと合流し、原はら宿じゆく散策を再開することにした。

　合流後すぐに立ち寄った場所は、明めい治じ通りにある大型店舗、『forever&M』なる服屋。正直俺はちっとも興味なかったが、ニーナ先輩がそこに行きたいと（無言で）それとなく訴えてきたから、行くことになった。

　まあ、そこでも色々あったが描写は省略する。

　ニーナ先輩が服選びに夢中でついつい油断してパンツが見えたり、アリスが「あたしの格に合う服がない。あたしの服を買いに行ける服もない」などと騒さわいでいたので口を塞ふさいで黙だまらせたのだが、その拍子に押し倒してしまいパンツが見えたり、レイ部長を女らしくしようと、本気で本人が嫌いやがる中かわいいスカートを着せてみたら、意外にも本人は「着てみたら、意外といいかも」なんて照れくさそうに言っていて気に入ったご様子だったが、実際のところはイケメンの見た目通りあまり似合ってなく俺たちは微び妙みような空気になって、そんな微妙な反応を察してレイ部長が泣き出したりパンツが見えたり、チョコちゃんが「この服、胸の辺りがきついです」的なことを言いながら試着していると、なぜか走り回る子供に俺が体当たりをされ、試着室の中に入ってしまいそのチョコマシュマロを包む薄いピンク色のブラジャーを目撃し、俺が一いつ瞬しゆん世界の真理にたどり着きそうになったが、アリスにすね毛をむしり取られることでこの薄汚れた俗世に戻されついでにパンツが見えたりしたが、割とどっかのマンガにありそうな展開ばかりだったので描写は省略する。そのパンツシーンこそ詳くわしく語るべきだと言われようとも、めんどくさいので断固として省略する。ま、運が良ければイラストが付くんじゃね？
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「レイ部長、これからどうするんです？」

『forever&M』から出てきた俺は、傷心から回復した様子のレイ部長に聞いてみた。

「チェックリストに残ってる場所は、あと『裏うら原はら』だけだね」

「裏うら原はらって聞いたことはあるんですけど、どこのことなんですか？」

「『裏原系』なんて言葉、聞いたことないかい？」

「……ああ！　そういえばあります」

　ファッション誌かなんかで見たことがある。どういうのが裏原系のファッションかはちっとも分からないが、きっとオシャレの代名詞みたいなもんだろと思ってた。そうか、ここに噂うわさの『裏原』があるわけか。

「俺もついに裏原デビューか。パクメンである上に、裏原系になるわけか。やっべ、俺、超モテちゃうんじゃね？　女の子四人と同時デートとかしちゃうんじゃね？」

　冗談を言って盛り上げようとしたら、レイ部長に真顔で指摘された。

「それなら今してるじゃないか」

「……………え？」

　客観的に今日の俺を考えてみた。

　原はら宿じゆくで、（基本的には）見た目がかわいい女の子四人と一いつ緒しよに歩き、喫茶店行ったり、服を選んだりしている俺がいた。

　────本当だ⁉

　なのに全然うれしくない！　誰かにこの状況を代わってもらっても全然構わない！　よくマンガなんかだったらこういうハーレム状況で、「はあ、なんで俺がこんな所に付き合わなきゃいけなんだ」なんて言っちゃう主人公に殺意が湧わくところだが、俺については誰しもが『うらやましくない』と同意してくれるに違いない！　現実はなんて夢がない‼

「あなたが裏うら原はら系ねえ……。ウラバラ系の方が似合うんじゃないの？」

　アリスが意味の分からんことを言ってきた。

「なんだそれ？　ウラバラ？」

「裏の秋葉原に詳くわしいオタク系男子ね。あなたは言わばウラバラ系養分男子ね！」

「そうそう、エロゲの買い取り価格を知りたいならこのウラバラ系の俺にまかせとけ！　ってねえよ！　俺別にアキバに詳しかねえよ！」

「～～～～～～っ‼」

　あれ？　なぜかこんなノリツッコミにニーナ先輩が滅茶苦茶ツボってる。笑い声を出せないせいで、必死に堪こらえて涙を浮かべてる。

「ケホケホッ！」

　咳せき込み始めた⁉

「ケホケホケホッ！　──うえっ」

　ついにはえずき始めた⁉

　ニーナ先輩、意外にも笑い上じよう戸ご⁉

「ははあん。さてはニーナってば、下ネタが大好きだから、エロゲがツボに入っちゃったな」

　ニーナ先輩は真っ赤になって、レイ部長の言葉に必死に首を振る。

「ん？　その首振りは、わたしぐらいになると、エロゲ程度では下ネタに含めないっていう主張かな？」

　ニーナ先輩はさらに真っ赤になって、高速首振りをして、レイ部長をポカポカ叩たたき出す。器用に片手でＩＣレコーダーを操作しながら、『レイちゃんのバカ』という機械音声を流す。

　……なんかニーナ先輩のいじり方が分かってきた。

　真似まねしてみよう。

「で、結局下ネタは好きなんですか？　ニーナ先輩」

　俺からいじられることは予想してなかったのか、小さく飛び跳はねるほどに驚いたニーナ先輩は、涙目になって、俺の鼻をつまんで攻撃してきた。おお、リアクションおもしろい！　アリスのせいでいじられる機会が多かったせいで、逆の立場が新鮮！　……その攻撃、地味に苦しいけど。

『バカバカバカ』

　抑よく揚ようのない機械音声で言われた。そこは自分の声だったりしたらかわいいのに。




　そうこうしている間に、噂うわさの裏原に到着。

　明めい治じ通りも、オシャレな人たちが多くて気後れするところもあったが、それでも大通りだけあって、老ろう若にやく男なん女によが歩いていたので平気っちゃ平気だった。けれど裏うら原はらには、オシャレ目当てでこの場所に来た若者ばかりのようだ。自然とハードルも上がる。建物もアーティスティックな雰ふん囲い気きが漂っていて、コンビニまでちょいオシャレな店構えだった。ふ……胃の辺りがざわざわするぜ。ちょっとオシャレな若者が集まるからって調子こいてんな裏原……。

　うーん、俺でも居い心地ごこちが悪いってことは、

「チョコちゃん大丈夫？」

　俺以上にダメージを受けているであろう、チョコちゃんに声を掛けた。

「はい、大丈夫です」

　本当か？　……でも、確かに顔色は悪くない。普通だ。

　さっき目を離した隙すきに、美容院のカットモデルの声かけにあって、「お、表おもて参さん道どうのお店？　わたしがそのお店に行ったら営業妨害になりませんか！」「も、もしかして見るに耐えないほど、わたしの髪型は変なんですか！　ああ、お目汚しをしてすみません！」なんてやり取りで、キャッチにさえ逃げられていた人とは思えない余裕だ。

　さすがにこれだけの時間原はら宿じゆくにいたから、慣れたのかな？

「本当に全然平気なんですよ。じわじわ真綿で首を絞しめられるようにダメージを受けてるのは実感してますし、さっきそのせいか不意に呼吸が一いつ瞬しゆん止まりましたが、なぜかなにも危機感を憶えないんです。なんかもうどうでもよくなってきたんです。もしかしてわたし、無敵状態なんですかね。えへ」

　全然大丈夫じゃなかった。

　さっきの俺と同じ状態になってるだけじゃねえか！

　取り返しが付かないことにならないよう、しっかり見張ってよう。

　ところでチョコちゃん以外の人は大丈夫か？　と、見たが、アリスや意外とオシャレなニーナ先輩はともかく、レイ部長も全然平気そうだ。

「レイ部長、今日はいつもの自意識過か剰じようネガティブはあんまり出てないですね。原宿はもう慣れたんですか？」

「そんなことないよ。心臓がキリキリ痛いよ。……ああ、でも、いつもより自意識過剰にはなってないかもね」

「へえ。なにか理由でも？」

「ああ、理由はあるよ。……ほら、そこ見て」

　レイ部長が不ふ愉ゆ快かいそうに、首で指し示した方向を見る。

　高校の制服を着た、美男美女カップルがいた。

「……？　あの人たちがどうかしたんですか？」

「あの手の恵まれた人たちへの嫉しつ妬とで、自意識過剰になる余裕が消えてる」

「レイ部長は本当にダメ人間ですね」

「てへぺろっ」

　…………それ流行はやってるの？

　それに正直かわいらしく舌を出しても、レイ部長がやったら苛いら立だちしか──かわいそうだから、これ以上考えるのをやめよう。

「くっそー、うらやましいよなあ。どうして同じ高校生で、こんなにも人生の充実度が変わってくるんだよ。きっとボクは十年経っても、制服が着られたこの時代に、まともな青春が送れなかったことを後悔しながら過ごすんだ。もう負け組決定だよ。うう……なんだよ、あのカップルとボクとの差は。同じ原はら宿じゆくをぶらぶらしても、あいつらはイチャイチャして楽しんで『今日門限破らせることになっちゃうけどいいかな？』『ええ～？　どういう意味～？』『今夜は返さないって意味』『きゃーえっち』みたいな会話をしているだろうに、ボクは美脚なのにスカートが似合わず絶望するという現実を思い知るだけ。ふざけるな！　不平等にも程がある！　神様仕事しろ！　ボクも原宿で一つのクレープを一いつ緒しよに分け合ったりしながらデートしたいよ！」

「クレープぐらいなら付き合ってもいいですけど」

「──ほ、本当に⁉」

　し、しまった。あまり考えず、ついつい安やす請うけ合いしてしまった。

　見た目イケメンが、目を潤うるませて俺をじっと見てる。いやクレープを食うぐらいはもちろんいいんだけど、絶対それ以上を期待してるじゃん！　少なくともレイ部長がその男ファッションのうちは、期待には応えられそうもない！　よし、必死に目を逸そらそう！

「そ、そっかあ……（チラッ）よく考えたらそんな悲観的に考えなくても、い、いいかもだよね。（チラッ）だ、だって、今日という日が後々の幸せの布石になる可能性もあるわけだしね。（チラッ）あー、誰かボクを幸せにしてくれないかなあ。（チラッ）だ、誰か（チラッ）いないかなあー？（チラチラッ）」

　ここで目を合わせたら俺は終わる。

　……まあ、俺に気を持ってくれるってのは、うれしいけどさあ。

「…………あー、そういえば全然関係ないんだけどね……さっき駅前で岩いわ下したくんと話していたメガネの人って、け、結構タイプだったり、しなくもないような……（チラッ）紹介してくれるような人がいたらうれしいなあ！（チラッ）……な、なんて。なんちゃって！（チラチラッ）」

　って、結局イケメンの方がいいのかよ！

　しかも冗談めかしていうことで、きっちり俺ルートも残そうとしている！

　気にする価値なし！

「あ、全然聞いてなかったんですけど、すみません。とりあえず服屋にでも入ってみます？」

「う、うん」

　しょぼんとうなだれるレイ部長に、罪悪感は全然湧わかない。

「それともチェックリストにある通り、謎なぞの個展にでも？」

「…………もうチェックリストの細かいところはいいよ。裏うら原はらを回ったら、目的達成ってことにしよう……」

　さらに沈んだ声で答えるレイ部長。

「意気消しよう沈ちんして、どうかしたんですか？」

「岩いわ下したくんはいなかったけど……喫茶店でチャックリスト通りにやったんだ……。そうしたら、うう……大おお恥はじを」

　やる前に分かれよ。




　──30分後。

　俺たちは、どこの店にも入らず、ぐるぐる回って元の位置まで戻ってきてしまった。

「……なにをやってるのよあなたたち。店内を覗のぞき込んでるのに、それ以上誰も進もうとしないで、逃げ去っていくってどういうことなの？　端はたから見てかなりマヌケよ？」

　だ、だって敷居が高いんだもん。俺、こういう店で服を買ったことないから、入っていいのかさえ分からないんだもの。店員に声を掛けられるの恐いって！　着こなしがどうこう言われたらどうすりゃいいんだ！

「ぐるぐる無む駄だに歩き回るって……あなたたち回遊魚かなにかなの？　人間のあたしはすっかり歩き疲れてしまったわ。アイス食べたいアイス！　チョコミント以外のアイス食べたい！」

　うるせえなあアリスは。

　ちなみにチョコちゃんは、無敵（感覚麻ま痺ひ）モードから抜け出し、小刻みに震えるいつもの小動物モードになっている。心配だ。

「む、さっきからなにをミルクタンクばかり見てるのよ！」

「いや心配だからな」

「はあ……まあいいわ。そうね、あたしはもうお疲れよ。歩きたくはないから乗り物が必要だわ。トシヤ、早く馬モードになってあたしを乗せなさいよ」

「そんなモードは存在しない！」

「じゃあおんぶして」

「…………まあ、そんぐらいならいいか」

　実際、俺たちより体力はないだろうし。歩きすぎて痛いのか、ふくらはぎをさっきから叩たたいてたし。

　かがんで背中を見せると、アリスは俺に飛び乗ってきた。俺はそんなアリスの脚を抱かかえてやる。

　にしても、ガキらしい、まったく柔らかくない身体からだだぜ。背中に当たる柔らかい感触は皆無だぜ。

　うーん、でも甘やかしすぎかな？　一応、アリスを更生させるよう、アリスの母親のルイさんに言われてるんだけど、こんなんでいいのかなあ？

　上じよう機き嫌げんなのか鼻息を荒くしているアリスは、頭の上からなにやら本を見せてきた。

「なんだよ？」

「ちょっと中を見てみなさいよ」

「ったく、藪やぶから棒になにを……ええと、『従わせちゃう方法♥　その２』……？」

　なになに？『ちょっとムチャな要求も、ことわった方には罪の意識が生まれるよ。はじめはちょっとムリめな要求をして、そのあとちいさな要求を言ってみよう！　相手は否定しきれずにあなたの意のままに！』

「…………ま、」

　まさに今の俺がされたこと！

　なんだこの本！

　本のタイトルは『かんたん心理戦　作っちゃえあなただけの奴ど隷れい！』。

　おいおい、なんちゅータイトルの本だよ！　なんでそんなの読んでるんだよ！　しかも本の表紙がなんでこんなファンシーなんだよ！　顔の三分の二ぐらいを目が占しめる女の子を表紙にして、低年齢層を取り込むな！　小学生女子が読む占いの本か！

「ふふん、あなたたちに倣ならって、あたしも自分を高めようとしているのよ！」

「その方向性を極きわめようとするな！　そしてその本を読むまでもなく、お前はその道を極めているからな！」

　更生不可！

　悪化の一いつ途と！

「岩いわ下したくん、これからどうしようか？　一応裏うら原はらを回ったことは回ったから、これで今日は終わりでもいいけど……。ボクたちの精神力もそろそろ限界だしね」

「うーん」

　店の中に入れなかったのは情けないが、特に行きたい場所もないんだよなー。俺はまだ裏原系パクメン男子になるには早かったらしい。

「…………あれ、お姉ちゃん？」

　どうしようか考えていると、俺の頭の横から、アリスがそんな声を上げた。

　アリスの視線の先──大通りに視線を向けると、これだけ色んなタイプの女性が歩いている中でもひときわ目立つ女性が歩いていた。すべての部位で、使ってる部品の原価が一ひと桁けた違うんじゃないかと思うほど、完璧な外見をしている女性。

　その女性の名前は、白しら波なみ瀬せ恵え瑠る。

　アリスの姉だ。

「うあ！」

「ひ！」

　レイ部長とチョコちゃんが同時に悲鳴を上げる。

「あ、あの人、アリスちゃんのお姉さん⁉　な、なにあれ！　神様の使い⁉　堕だ天てん使し⁉」

「ひぃ、あんな人がいたら、わたしがいらない存在であることがまた証明されてしまいます！」

　レイ部長とチョコちゃんが、美人すぎるエルさんに恐れを成して、ニーナ先輩の背中に隠れる。だからニーナ先輩の小さな身体からだじゃ隠れられないって。

「お姉ちゃん、あたしが今日、原はら宿じゆくに行くって伝えてたから、様子を見に来たのかな？」

　エルさんはアリスのことをいつも気に掛けているから、あり得なくはないな。右手に有名ブランドのショッピングバッグを持っているけど。

　そういや、まだエルさんに渡された五万円を返してないんだよなあ。いや、一応お金はあるんだけど、それってアリスの親からもらってる援助金だから使えないし。

「──ん？」

　エルさんが、声を掛けられている。

　ナンパ……じゃないな。声を掛けてきた人、よく見たらチョコちゃんにも声を掛けた、美容院のキャッチだ。にしても、通行人に声を掛け慣れてるキャッチの人が、エルさんの美び貌ぼうに思わず腰が引けてるように見えるぞ。やっぱりエルさんは、美人の格が違うな。

　ふうん、美容院か。……ん？　でもエルさんって──

　俺がふとそのことを思い返したとき、もう事態は起こっていた。エルさんはこめかみのあたりに手を当てたかと思うと、ニコリと上品な微笑を浮かべて、




　──カツラを取った。

　──スキンヘッドになった。

　──ハゲた。




「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい」

　レイ部長とチョコちゃんが悲鳴。

　ニーナ先輩はショックで卒倒。

　キャッチはものすごい勢いで逃げた。

　通行人は、一人残らず全員が足を止めた。

「…………お、おお」

　目に見える範囲にいる人間が、全員静止している。

　エルさん、刻ときを止めやがった。

　エルさんって、ラスボス的な能力の持ち主だな。っていうか、見た目からなにから、ラスボスでもおかしくないよな。

「って、あの人、なに原はら宿じゆくに混こん沌とんを巻き起こしてるんだ‼」

　エルさんは、周りが慌あわてふためいている様を見て、手にカツラを持ったまま、一人上品な微笑ほほえみを浮かべている。絶対あの面つら、自分が刻ときを止めたことに満足してるよ！

　ていうかどうしてエルさん、スキンヘッドになってるの！　前見たときは坊主だったはずだぞ！

「アリス！　エルさんはなんで、お前との件が解決したのに、さらに毛を剃そってるんだ⁉　もうそうする必要ないだろ！」

「みんなのリアクションが楽しくなってきたから、ハゲがやめられないって」

　どゆこと⁉

　戸惑わせたいだけがために、その美び貌ぼうをも犠ぎ牲せいにしていいってこと！

　でもまあ、あんなのスベり知らずだろうね！　頭がスベりそうなのとは真逆で…………ごめん、俺すごいつまんないことを考えました。ごめんなさい。

「とりあえずエルさんに声を掛けてこよう。後先考えないあの人のことだから、思い付きでボケて、今注目浴びすぎて困ってるだろうし」

「そうね、早く行きましょう」

　ポンポン。

「こらこら、頭を叩たたいて、俺を走らそうとするな。俺は鞭むち打たれる競走馬か」

「……え？　今いま頃になって、馬である事実について疑問なの？　とっくにあなたが駄だ馬ばであるろんそーには決着が付いてるわよ？」

「いつ決着が付いた！　ちっとも決着は付いてないわ！　犬以下だったり、回遊魚だったり、椅い子すだったり、ゴキブリだったり、馬とは限らなかっただろうが！　一つに決めろ！　…………いや違う！　間違えた！　俺は人間だ！」

「じゃあゴキブリで」

「人間だ！」

　なんて大声でやり取りをしていたら、エルさんの方が、俺たちに気付いた。カツラをかぶり直してロングヘアーの完璧美女に戻ったエルさんは、優ゆう雅がな笑えみを携たずさえて、こちらに近づいてくる。

　誰もが思わず感かん銘めいしそうなほどの美しさだったが、案の定チョコちゃんとレイ部長は、その美しさに恐怖し、気絶から回復して立ち上がったニーナ先輩の肩を掴つかんでビクビク震えていた。この人たちはまったくもう！

「ごきげんよう、岩いわ下したさん」

「どうも」

　エルさんはすぐに視線を、後ろのおんぶされている奴やつに向ける。

「有あり澄す」

　優しい笑えみを浮かべて、エルさんがアリスの頭を撫なでる。

「お姉ちゃん」

　アリスがエルさんの頭を撫で返す。

　──さすさすさす……。

　なんだこの姉妹のコミュニケーション？　意味が分からないが、この姉妹らしからぬ微笑ほほえましさだぞ？

　でも微笑ましいが、アリスが撫で回す度に、エルさんのズラがいちいちちょっとずれて心臓に悪いからやめてくれ。吹き出しそうだ。

「トシヤも撫でられたい？」

　なんで？

　と、返事をする前に、アリスは俺の頭を撫で回してきた。

「駄だ馬ば～」

　なぜ俺はアリスにバカにされつつ、頭を撫でられているのだ。正しいリアクションが分からん。

「では、わたくしも」

　──さすさすさす……。

　なんなんだこのノリは！

　これは、その──

　照れる！

「ふふ、いいのですよ岩いわ下したさん、もう少し喜んでいただいても。わたくしに頭を触れてもらえることは、世界中の幸せを独占しているようなものでしょう？」

　いいえ、そこまでではないです。

　一気に冷めたので、俺は二人の手を振り払って、尋たずねた。

「で、どうしてエルさんも原はら宿じゆくに？　アリスがここにいると聞いて、俺たちの様子を見に来たんですか？」

「確かに有澄が原宿に来るとは聞きましたが……逆では？」

「逆？」

「わたくしが今日、表参道で買い物をすると聞きつけ、わたくしの姿を見たいがためにあなたはここに来たのでしょう？　自然を装うために、有澄たちを焚たき付けてまで」

「で、」

　出たあ！

　これがアリスを遙はるかに凌りよう駕がする、白しら波なみ瀬せ恵え瑠るの自惚うぬぼれ思考！

「ふふ、いいですよ。どうぞご覧になってください。そして、本来あらゆる幸運がなければ、あなた程度の凡人では遠目から眺ながめることしかなかったであろうわたくしの姿を、どうぞその瞳ひとみに焼き付けてくださいませ」

　うっぜえええええええええええええええええええええええええ！

　でも悔くやしいが俺はこの人より美人を知らねえ！　事実なのがまたむかつく！

「あ、そうですわ。岩いわ下したさんと会ったとき、話しておかなければならないことがあったのです。有あり澄す、ごめんなさい。ちょっと席を外してくれる？」

　お、エルさん、アリスには敬語じゃないんだ。新鮮。

「……？　うん、分かった」

　アリスは俺の背中から降りて、ニーナ先輩とその背中に隠れている二人の元に向かう。アリス、エルさんには素直だなあ。

「有澄に聞かれるのはあまりよろしくない会話だと思いますので、小声で話させていただきますわ」

　……？　なんだその話って？

　疑問に思う俺をよそに、エルさんは耳打ちするために顔を近づけてくる。うう……やっぱりこれだけの美人に顔を近づけられると、悔しいが動どう揺ようしてしまうぜ。

「ふふ、これだけでどんなお話をするか、あなたにはお分かりになりますよね？　わたくしはあなたにこうして、『機会』を作ったのです」

　なにが言いたいんだ、エルさん？

「あなたの気持ちは分かっています。ですので、臆おくせずあなたは『その話』をしてくださっていいのですよ。わたくしはなにを言われても、態度を変えたりしませんわ」

「……はあ」

　本当になんのこっちゃ分からん。

　エルさんは、まるで話を呑のみ込めていない俺の反応にも、まったく態度を変えずいつもの微笑ほほえみを浮かべている。

「ふふ、ここまで背中を押してあげても、勇気は出せませんか？　……ええ、大丈夫です。情けないとは思いませんわ。それだけわたくしのことを大切に想ってくださっていると、好意的に解釈します。でもわたくしはもう分かっております」

　エルさんはまるで照れているみたいに、自分の両りよう頬ほほを手で押さえて言った。




「岩下さんが、わたくしのことを慕したっていると」




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………は？」

　マ、マジでなにを言ってるのこの人？

　呆ぼう然ぜんとしている俺の様子をまるで気にせず、エルさんは続ける。

「わたくし、考えたのです。どうしてあなたが、あそこまでして有あり澄すを助けようとしたのか？どうしてわたくしたちの家に乗り込み、お父様とお母様と戦ったのか？　あれだけのことをするにはかなりの勇気と理由が必要ですわ」

　まあ……俺も実際、どうしてあそこまでしたのか自分でもよく分からないしな。

「お父様はあなたが有澄に好意を寄せていたからだと思ったようですが、常識的に考えれば、９歳の女の子に好意を寄せているなんて奇き妙みようです。お母様が一度考えたような、金銭目的でないのも態度で分かります。なら、あなたの目的は？　考えれば、自然な解答がありました。どうしてわたくしは、あの場ですぐ分からなかったのでしょう？　あなたが狙ねらっていたのが、有澄でないのならば？　そう──」

　エルさんは、自分の胸の辺りを抱きしめて、言う。

「わたくしが目的ですね」

　うわああああああああ！

　この人冗談でもなんでもなくマジで言ってるわ！

　やめてくれ！　そりゃエルさんのことを高たか嶺ねの花に感じるほどの美人だとは思っているのは事実だけどそれだけだ！　むしろ高嶺の花だからこそ恋心は別にないんだ！　俺の気持ちをでっち上げんな！

　これはやばい！　この自惚うぬぼれ姫は、ちゃんと説明しないと、本気で俺が惚ほれてると思い込む！　この誤解は解いておかないと絶対後々問題を引き起こす！

「……い、いやよく考えてくださいよエルさん。俺はエルさんと会ったとき、アリスとエルさんが姉妹だって知らなかったんですよ？　それでもアリスを捜さがしてたでしょ？」

「はい。ですから初めは、本当に有澄のことを助けようとしていたはずです。ですのでわたくしも、あなたの気持ちに気付くのが遅れたのですわ。しかし、あなたが我が家に乗り込んだ回数は、二回です。有澄を助けるために一度乗り込んだあなたは、想像以上に事態が難儀だと分かったにも関わらず、またもう一度乗り込みました。そう、どうしても引くことができない、別の目的が生まれたからです。その目的とは……言うまでもありませんね」

　……まさか？

「そうです。わたくしとの接点を消さないことです」

　すっげー！

　さも事実かのように、『そうです』って言えるのがすげー！

「なにせわたくしはこの美び貌ぼうですわ。わたくしのことが忘れられないのは仕方のないことです。ああ……わたくしは失敗したのです。手切れ金などと言って別れてしまえば、恋い焦こがれる気持ちを膨ふくれ上がらせてしまいに決まってますのに……。障害があるほど燃え上がるのが恋ですものね。あなたはきっとわたくしと別れたあの夜、わたくしを夢にまで見たでしょうね」

　見ねえよ！　お前が夢に出てきたことさえないよ！　あの日の夢は……まあその……アリスだわ！

「あ、わたくし狙ねらいだとしても、あなたに感謝はしていますのよ？　──とはいえ、あなたとわたくしとではランクが違いすぎ、現状、恋愛感情が生まれようがないのも事実ですわ。たとえばサバからマグロにランクを上げたとしても、それは魚に違いありません。その程度ではわたくしに恋愛感情が生まれないことはお分かりになるでしょう？」

　だ、誰がマグロだって……？

　怒いかりが湧わき上がるのが止まらねえ！　でも、アリスと違って、全然悪気がないから強くも言い返せねえ！　ストレスだけが溜まる！

「けれど、あなたの行為は正解で、前進していると思います。蟻ありの一歩のように、本当に小さな一歩ですが、確実に前進しています。感心できることです。わたくしを振り向かせることができるよう、心から応援してますわ」

　どれぐらい上から目線なんだよ！　お前はどれだけ高みにいるんだよ！　天空ぐらいの高さか！　天から目線か！

「ですので、チャンスはできるだけ差し上げようと思いますわ。……そうですわね……」

　エルさんは近くの壁に寄りかかり、そのままなぜか右のヒールを脱ぐ。

　こちらにその長い脚を伸ばしてくる。

　今のこの一いつ瞬しゆんだけ切り取れば扇せん情じよう的とも言える光景だが、もちろんあんなやり取りで精神がすり減りっぱなしの俺に、そんな気持ちは一切湧かない。

　エルさんはいつもの優ゆう雅がな微笑ほほえみを浮かべて、言い放った。




「脚のマッサージを許可しますわ」




　カツラを剥はぎ取った。

　ハゲた。




　あっぶねー！　エルさんがハゲでよかった！　こうやってカツラを奪わなかったら、危あやうく女子であっても手を出してしまうところだったぜ！

　落ち着いて、ハゲエルを見る。

「…………ふぅ」

　これでなにを言ってもギャグにしか見えないぜ。なんとか冷静さを取り戻せそうだ。どうでもいいけど、ハゲエルってちょっと天使みたいな名前だな。

　まったく……なにが脚のマッサージを許可するだよ！　発想が本当にアリスとそっくりだな！　この似たもの姉妹が！　白しら波なみ瀬せ家の遺伝子を根本から治療してえ！

「うふふ、シャイですのね」

　俺がカツラを取ったことを気にする様子もなく、エルさんは子供のわがままを見逃すかのような優しい微笑ほほえみで、俺が持つカツラに手を伸ばした。

「脚のマッサージはあなたにとって、まだ刺激が強すぎたようですね。ふふ、では今度また家に来たときにでも、肩のマッサージでも頼みますわ」

　カツラをかぶり、ロングヘアーに戻ったエルさんは、そう言って俺の鼻をツンツンと突いた。

「はあ……」

　弁解を諦あきらめた。

　……なんかもう、いいや……。どうせなにを言っても、もうこの誤解を止められそうもないし、勘違いさせたままで……。

　でも、溜まったストレスはどうにかしないと爆発してしまいそうだぜ。

　どっかでストレスを晴らさなければ。

　よし！

「アリス、アリス、アリス！」

　俺はアリスの名前を連呼して、みんなの元にいるアリスに駆かけ寄る。

「なによ？　人の名前を何回も呼んで馴なれ馴れしいわね……。それに、さっきからお姉ちゃんとなにを話して──」

　言い終える前に抱きしめた。

「ふえ？」

　妙みような鳴き声を上げるアリス。

「よーしアリス！　よーしよーしアリス‼　よーしよしよしよし‼」

　ムツシロウさんが動物をあやすがごとく、抱きしめたまま、頭を思いっきりぐしゃぐしゃと撫なで回した。

　こうすればアリスなる猛もう獣じゆうにも噛かみ付かれないはずだぜ！

「ぎゃあああああ！　なんで抱きしめて頭を撫で回してるのよ気持ち悪い‼　ロリコンの変態本質が隠しきれなくなって……ひぃ！　ほっぺたをこねくり回されてるうううう…………いやあああやめてええええ！」

　いいや、やめない！

　悲鳴を無視して撫でくり回していたら、次第に大人しくなって、物言わぬアリスになった。脱力したアリスを放すと、ぐったりしてその場によろよろと崩れ落ちた。

　勝った！（なにかに）

　ふぅ……アリスに嫌いやがらせして、ストレス解消できたぜ！

　あとで絶対反撃されるだろうし、レイ部長とニーナ先輩がどこか恐怖した目で俺を見ている気がするが、今このストレスを抱かかえ込まないことが大事だぜ！

「あらあら」

　近づいてきたエルさんが、魂抜けアリスを起き上がらせて、抱えた。

　腕にぶら下がってるアリスのほっぺたを突っつきながら、エルさんは俺たちに目を向ける。

「ところでわたくしは、これから表おもて参さん道どうヒルズにあるお店でお茶でもしていこうかと思っていますが、みなさんもどうでしょうか？」

「え？　いつも行ってる所？　あそこおいしいチョコアイスがあるのよね！　行く行く！」

　すぐに回復するアリス。

　うーん、こうやってアリスを喜ばせてるのを見ると、やっぱりエルさんが原はら宿じゆくに来た理由は、アリスの様子を見るためだった気がするな。なにを考えているか分からない人だから、真意は不明だけど。

「アイスのおいしい店って、アリス、それどんな店だ？」

「んとね」

　アリスはケータイをいじくって、店のホームページを表示させる。俺は画面を覗のぞき込んでメニューを見た。

　戦せん慄りつする俺。

「…………バ、バカな……チョコアイスが一つ、一六八〇円だと……？」

　ちょっと豪ごう華かな夕飯が食えるじゃないかアホか！

「もちろんお代はわたくしが出しますわ」

「ならば行く」

　現金な俺。

「……と、でも、レイ部長にそっちに行っていいか聞かないと」

　俺が尋たずねる前に、レイ部長は答える。

「あ、元々、そろそろお開きにするか話していたところだし、岩いわ下したくんたちが行くのは全然構わないよ」

「レイ部長たちは行かないんですか？　奢おごりですよ」

「ん。ええと……」

　ポジティ部残り三人は顔を合わせ──あ、チョコちゃんだけ視線が合わなかった。うわ、そのことにチョコちゃん、すごい傷付いた顔してる。だ、大丈夫だよチョコちゃん！　レイ部長とニーナ先輩は付き合いが長いからしょうがないんだよ！　目が合わなかったのは、チョコちゃんが嫌われてるからじゃないよ！

　……まあそれは後で励ますとして、レイ部長たちは意見が決まったようだ。

「あ、あのボクたちは、公園で少し反省会をする用事が、ね」

『いってきます。……輝かしい明日へ』

　ニーナ先輩、すべってるよ？

　あ、自覚して、赤面してる。

　これはおもしろいかもなんてほくそ笑えみながら、機械音声をＩＣレコーダーに入力しているニーナ先輩を想像してちょっと切なくなったが──それはともかく。

　やっぱりまだレイ部長たちは、キラキラオーラを全身から出している超美人のエルさんに、初対面でお茶を奢おごってもらうのはつらいってところだろう。ましてや、普通の店じゃないみたいだし、レイ部長じゃなくても遠えん慮りよするか。

「そうですか、お話をしたかったのに残念ですわ」

　エルさんがまともな社交辞令を！　エルさんって社交辞令が言えるんだ！（失礼）

「有あり澄すはお茶した後どうするの？　どっちに帰るの？」

「今日もヤモリ小屋にするわ」

　もしかしなくても俺の部屋のことだよなあ！　自分が過ごしてる部屋に対して、なんて酷ひどい評価！

「コウタロー……そろそろお腹なかを空かせていないかしら？　長く一人にしちゃってかわいそうだわ……。早く帰って、生せい来らいの給仕係であるトシヤが餌えさをあげないと」

「誰が生来の給仕係だ！」

「それぐらいやりなさいよ。我が家の生き物係でしょう？」

「お前の世話も含まれてるんならそうかもな！　っていうか、コウタローは自分が世話するって、飼う前に豪ごう語ごしていただろうが！」

「コオロギ触さわりたくない」

　なんていう姫っぷり！

「まったく……。そもそもパクメンである俺は、本来食事は出してもらう立場なんだぞ。生き物係とは正反対な存在だ」

「生き物係の正反対？　なら死体処理班？」

「確かに反対っぽい！」

「コウタローに餌をあげる際、ゴキ激似のコオロギに間違われて、トシヤが食べられるハプニングはまだー？」

「そんなことがあり得るか！」

　と、俺は気付いた。

　──そういえば、チョコちゃんは……？

　俺たちのやり取りの間も、ずっと黙だまりこくっていたチョコちゃんを見る。

「お、おお……」

　舌を出して、虚うつろな目をして、小刻みに震えている。

　なんだその状態！　大丈夫かあれ！

「チョコちゃん！」

　肩を揺ゆさぶる俺。

「はっ！」

　とりあえず震えは治まった様子のチョコちゃん。

「ええと……チョコちゃんはどうするの？」

「あ、あのわたしは……その……」

　肩を掴つかんでいる俺の腕を、弱々しく掴み返すチョコちゃん。

　そして、言った。




「…………まだ、岩いわ下したさんと離れたくない……」




　────も、もう！　チョコちゃんってばもう！　ああんもう！

「その……まだ原はら宿じゆくにあの人がいるかもしれないので……岩下さんが側にいないと、つらいです」

　お、おお……な、なるほどね、そういうことね。

　俺にすっかりほの字ってわけじゃなくて、原宿にはまだ中学時代の知り合いがいるかもしれないから、俺抜きじゃ耐えられそうもないってことね。

「エルさん、アリス、チョコちゃんも一いつ緒しよに行くけどいいよな？」

「は？　いいわけないでしょ？　その辛しん気きくさい顔を見ているだけで、アイスがまずくなるわ。ミルクタンクなんだから、一人で自分の出したミルクでも飲んでなさいよ」

　なんだこいつ？　なんでこんな不ふ機き嫌げんなんだ？

　俺にはいいが、あんまチョコちゃんに毒を吐はくなよ。

「うう……わたし、やっぱりアリスちゃんと全世界の人間に嫌われてる」

　ほら、おかげでチョコちゃんがお前（と全世界の人間）に嫌われてると、思い詰めてしまった。

「おいアリス、言いすぎだ」

「どこが？　控えめなくらいよ。店内がその悪女の臭においで埋うめ尽つくされたら、どんなデザートも味が分からなくなって大迷惑よ。あたしも今日臭いを嗅かがないために、何度も呼吸を止めていたから、頭が痛くなって困ってたわ。まったく生きる公害とはこいつの──」

　くどくどといつものどうでもいい罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はいているアリス。でもチョコちゃんは、これがいつものことだと俺みたいに受け流せない。

「アリス、やめろ！」

　いつもよりきつく言って止める。

「な、なによ？　あ、あたしはただの事実を──」

「やめろって言ってるのが分からないか？」

　アリスは、目を見開く。

　そして、涙を浮かべた。

「な……なによ……。あたしはそいつがトシヤを独占しようとしてずうずうしいから……」

　悪いけど、お前のためにも、慰なぐさめる言葉は言わないぜ。

　別に俺にはいつだって毒どく舌ぜつを吐はいてもいい。まあ他の人にもギャグになるならいい。でも言っちゃいけないときもあるって、こいつもちゃんと分からないと。

「有あり澄す、大丈夫ですわ」

　エルさんが、拳こぶしを握りしめて震えているアリスの頭を優しく撫なでて、フォローしてくれた。

　チョコちゃんが、アリスの様子に慌あわてながら、口にする。

「あ、あの……岩いわ下したさん、その……わたしは気にしてませんから」

　嘘うそ吐つけ、絶対気にするくせに。

「でも、ありがとうございます。いつもわたしなんかを気に掛けてくれて……。わたしなんかと一いつ緒しよにいてくれて……。甘えすぎてるのは自覚してますが、本当に今日は、わたしダメなんです……。あの人にまた会ってしまったら、たぶんわたし──」




「……あんた、チョコ？」




　あさっての方向から聞こえたその声。

　──チョコ……？

　その呼び名が気になってそちらを見る。

「……久しぶりじゃね？」

　そこにはいかにも原はら宿じゆくが似合いそうな、制服を着崩している垢あか抜けた女子高生グループがいた。計四人で、全員、ばっちりメイク済みだ。

　口を開いたその一人がこちらに近づいてくる。

　他の三人は、その様子を見て、口々にわめき出す。

「なに？　クッキーの友達でもいんの？　ウケるし」「マジ？　ウケる」「あんまクッキーの友達っぽくなくね？　ウケるし」

　ウケねえし。

「ごめん。あたしさ、ちょっち話するから、みんな先行ってて」

　近づいてきた一人が、仲間たちに振り返って言った。他三人は面食らったようにも見えたが、特に文句も言わず、素直に「じゃ、マックで待ってるから」と離れていく。

　この人がリーダー格なのか？　……まあ、なんとなく風ふう貌ぼうで分かったけどさ。

　そのいかにもイケてる女子高生グループの中心にいそうな女子は、細い眉まゆ毛げと、目め尻じりを上がらせたアイラインのせいか、少し性格がきつそう──いや、ちょっと幼さがあるから、きつそうというより生意気な感じ──に見える顔立ちをしていた。ゆるくパーマを掛けた髪をサイドテールにしていて、爪にはネイルアート、腕には派手なシュシュを付けている。身長は平均より低そうだが、頭が小さいので頭身バランスはいい。短いスカートから伸びた脚は、自信満々に露ろ出しゆつしてるだけあって──ふむ、なかなかの逸品。胸は……うん、サイズは普通だな。

　エルさんのように、芸能界でも余裕で通じそうなほどの美び貌ぼうとまではいかないが、十分に容姿端たん麗れい。

　見るからに、チョコちゃんと、もっとも関わりがなさそうなタイプの女子だ。
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「────あ、」




　なのに、チョコちゃんの顔から、みるみる血の気が引いていく。

　その反応で、俺はようやく分かった。

　そうか、彼女が──

「……はん。変わってないね、チョコ」

　──チョコちゃんが会いたくなかった、中学時代の同級生。

「あ……ああ……」

　チョコちゃんは、一歩後ずさる。

　対するリア充女の表情は、意識的にそうしているのか、感情が読み取れない。そんな表情を作っていること自体、友達に会ったときの反応じゃない。

「つか、なんなんその反応？　人の顔見て顔青くするって失礼じゃね？　相変わらず自己中な性格してんの？」

「ご、ごめんなさ…………」

　謝罪の言葉も、でも言葉に詰まって、言い切ることはできない。

「う、うえ…………」

　チョコちゃんはえずくような仕草を見せて、その瞳ひとみに涙を浮かべる。

「しかも人の顔見て吐はき気とか……酷ひどくね？　自分がそういうことされたら、どんな気持ちになるか分からないわけ？　どんな嫌いやがらせだっつの」

「う、うう……ごめんなさい、ごめんなさ──」

「何回謝んの？　うるさいよ」

「────」

　そんなことを言われたら、チョコちゃんにはもう押し黙だまるしかできない。

　リア充女は、でもチョコちゃんの様子なんてどうでもいいと言わんばかりに目を逸そらし、俺たちを一人ずつジロジロ眺ながめた。

「ふうん。ふうん？」

　なにを納得したのか、うんうんと頷うなずく。

　そしてチョコちゃんに言った。




「次はこの人たち？」




　それがトドメだった。

　なぜそんな言葉が、チョコちゃんの心を突き刺したのかはちっとも分からない。

　でも、チョコちゃんは、間違いなくそれで、もう限界だった。

「─────あ、ぅあ」

　チョコちゃんはそう吐と息いきを漏もらすと、唇くちびるを蒼あおくして、涙をこぼして、呼吸を止めた。

　──絶望。

　声を掛けることさえ、躊躇ためらってしまうほどの、絶望に満ちた表情。

　…………なんだ、その顔……？

　俺はその表情を見て、とっさにどうしていいのか分からなかった。息を呑のんで、そしてそのまま、立ちすくんでしまった。

　そうして戸惑っているうちに──

「────っ！」

　チョコちゃんは突然背を向け、駆かけ出してしまう。

　俺もすぐ追いかけようとするけれど、どうしても足がうまく動かない。あの表情があまりに強烈で、否いや応おうなしにすくんでしまっている。

　だって──あんな表情をした人間に、どんな声が掛けられる？

　俺は、あんな絶望、全然知らない。分からない。気持ちをきっと、分かってあげられない。それなのに俺が追いかけて、なにができる？

「…………なんで、あんな風に……」

　そんなことを呟つぶやきながらも、俺はとっくに思い付いていた。こんなことが起こる前から、ほとんど分かっていた。

　俺は、チョコちゃんと中学時代同級生だったであろう、リア充女を見た。

　──どうしてチョコちゃんが、あんなにネガティブになってしまったのか？

　──中学時代、どうしてひとりぼっちだったのか？

　そんなの、誰でも思い付く簡単な答えがあった。

　俺は、目の前の、チョコちゃんと正反対とも言えるこの女を見て、確信する。




　────いじめ。




　そんな過去があるから、チョコちゃんは人を恐れていた。誘われてもクラスメイトと付き合えずにいた。友達を作れずにいた。

　また、中学時代と同じになるのが恐くて。

　そしてきっと、その状況に追い込んだのが、目の前のこの女なんだ。

　今みたいに、チョコちゃんを傷付け続けていたんだ。

　怒いかりが湧わき上がってくる。そんなこと、どんな事情があっても、絶対に許せない。

　俺は思わず、女を睨にらみ付けて──

「…………あたし、なにやってんだろ」

　そう悲痛そうに呟つぶやいた、彼女の言葉を聞いて、わけが分からなくなった。

　……どうしてそんな、自分が傷付けられたみたいな顔をしてるんだ？

「あんたさ、チョコのカレシ？」

　リア充女はどういうわけか、今度はニカッと屈くつ託たくのない笑えみを見せて、そんなことを聞いてくる。

「あたしは、三み嶋しま久く姫きっていうの。あんたは？」

　その友好的な態度に、俺はますます分からなくなる。

「無視かいっ！　…………いいけどねー、そりゃあんな態度見たら、印象悪いだろうしね。ま、あたしが言いたいのはさ、別にチョコのカレシでもダチでもいいんだけど、追いかけなくてもよくね？　ってこと」

「……なんでだよ？」

「だって、チョコは自分のことしか考えてないし。あんたもさ、どうせチョコに信頼されてないよ？　あいつのためになにかしてあげようとするなんて、エネルギーがもったいないっしょ」

　信頼されてない？

　なにを言ってるんだこの女は？　俺とチョコちゃんの関係を知りもしないくせに、どうしてそんなことを言えるんだ？

「納得してないようだけど、甘えるのがうまいのは、信頼してるのとは違うよ」

「────っ‼」

　そんな言葉、信じない。

　こんな女の言葉なんて、気にする必要なんてない！

　そうだ、ここでこんな女と喋しやべってる場合じゃない。俺はチョコちゃんを追いかけないといけない。

　俺はリア充女に背を向けて、駆かけ出す。

「気を付けなよ」

　逃げるように離れていく俺に、三み嶋しま久く姫きはそんな言葉を投げかける。

　振り返らず、走り去っていく俺に、彼女は言い捨てた。

「あいつ、あんたも裏切るよ」
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　追いかけるのに出遅れてしまった俺は、チョコちゃんの姿をすっかり見失ってしまった。

　近くは一通り捜さがしたが、チョコちゃんの姿は見当たらない。頭の中は『どうしようどうしようどうすればいいんだろう』と生産性のない呟つぶやきでギチギチに埋うめ尽つくされて、パンクしている。パクメンとは思えないその狼ろう狽ばいっぷりに、自分の頭を掻かきむしる。

　……慌あわてるな俺！　まずは俺が落ち着かなきゃダメだ！

　俺は、混乱している考えをまとめようと、大通りにあるファンションビル、ラフォーレ前の椅い子すに座った。

「…………ふう」

　考える。　

　──三嶋久姫。

　あの女はなんだ？

　一体、中学時代、チョコちゃんになにをした？　やっぱりいじめなのか？　間違いないと思うのに、どうして俺はいまいち納得しきれないんだ？　あの女が少しだけ見せた悲痛そうな表情のせいで混乱してるだけか？

　そしてどうして、そのあいつが『チョコちゃんは裏切る』なんて言うんだ？

「はあ、チョコちゃん……」

「わ、キモ……。独ひとり言で女の名前を言ってる。溢あふれ出るストーカー臭しゆうで鼻がもげそうだわ。こういうのが自分の恋した女の子をもーそーの中でこねくり回して、実際の彼女の人格とはかけ離らせ、しまいには本人に『自分のことをまったく分かってないのに言い寄ってくるマジキモイ』と言われて嫌われるのね」

　ただの呟つぶやき一つに、これほど心にくる毒どく舌ぜつを返してくる女は誰だ⁉　…………なんちゃって、分かってます。確認するまでもないですよね。

「アリス」

　目の前には自分の腰に手を当てて、俺を見下ろすアリスがいた。

　……しっかし、俺もすっかりアリス依存症末期だな。こいつの毒を聞いただけで、頭が少し落ち着いてきた気がするぜ。

　アリスは憮ぶ然ぜんとした表情のまま、俺の隣に座った。

「ミルクタンクを捜さがしているのよね？」

「ああ。…………ていうかお前さ、その呼び名そろそろやめない？　なに定着させてるんだよ、酷ひどすぎるだろ」

「そう？　じゃあガム女にしようかしら？」

「なんだそれは？」

「噛かめば噛むほど味がなくなってくるつまらない女という意味ね。ミルクタンクはすぐ飽きられそうな女だしピッタリ！」

「最低だなお前！」

　曲がり間違ってガム女なる言葉が流行はやってしまったらどうするんだ！　責任取れよ！

　……って、そういやこいつ、エルさんと表おもて参さん道どうヒルズに行くんじゃなかったのか？

「アリス、エルさんはどうしたんだ？」

「ん？　一人で表参道ヒルズに言ったわよ？」

「お前はどうして行かなかったんだ？」

「…………」

　なぜかアリスは頬ほほを赤くして、答えない。

　え？　もしや俺を追いかけてきたとか？

「……そ、その……ミルクタンクを捜さがそうとする、アホなあなたを止めに来たのよ！　それだけの話よ！　思い上がらないで！」

　まったく思い上がってないけど？

「と、とにかくっ！　ミルクタンクを捜さがすっていっても、もう見失っちゃったでしょ？　あたしはもう、ミルクタンクは家に帰ったと思うわ。だから捜し回ってもきっと無む駄だよ」

「……そうかもな」

　普通に考えたら、三み嶋しま久く姫きのことがなくても苦手な原はら宿じゆくを、まだうろついてるとは考えにくい。それに捜し出したところでどうする？　俺があの絶望に対して、なにかしてあげられるのか？　なにも事情を知らない俺に、なにかできるのか？　なんの役にも立たず、呆ぼう然ぜんと見守って終わりじゃないのか？

　じゃあ──

　このままチョコちゃんを放って、帰る？

「…………はは」

　そんなこと、できるわけねえよ。

　じゃあ俺のやることは決まってる！

「分かった？　だから一いつ緒しよに帰るのよ。コウタローに餌えさをあげないと」

　決意した俺をよそに、立ち上がったアリスは、俺の腕をぐいぐい引っ張っている。

「アリス悪い」

　俺の返答に、アリスは腕を掴つかんだまま固まる。

「……まさか、まだミルクタンクを捜す気？」

「ああ」

「……なんでよ？　ミルクタンクは家に帰ったって言ってるじゃない！　帰ってないとしても、広い原宿を手がかりなしに歩き回っても見つからないわよ！」

「……そうかもな」

「むぅ！」

　つれない俺の反応に、アリスは苛いら立だち始める。

「あたしが一緒に帰るって言ってるでしょ！　言うこと聞きなさいよ！　ミルクタンクになら、どうせすぐ学校で会えるじゃない！　そのときに話をすればいいのよ！」

「…………確かに学校で会えるよ。でもさ、」

「でも、なによ！」

「チョコちゃんが苦しんでいるのは、今なんだ」

　だから、悪いけど譲ゆずれない。

「今、誰かに側にいて欲しいはずなんだ」

「──う」

　俺の真剣さが伝わったのか、アリスは口をつぐむ。

　でも、やっぱり納得できない様子で、きゅっと腕を強く握ってくる。

「そ、そうだとしても…………そうだとしてもね！　なんでトシヤがそこまでする必要あるのよ！　あの女は、あなたに電話番号さえ教えてくれないじゃない！」

「それは……」

　確かに教えてもらってないけど……。それどころか、住所も出身中学も聞いてないけど……。

「あいつはあのギャル女が言うように、誰もしんよーしない、心が冷たい女なのよ！　そ、そうよ、だから捜さがさなくてもいいのよ……！　……だからあんな女のことは忘れて、あたしと一いつ緒しよに帰れば──」

　心が冷たい女……？

「言うなよ」

「え？」

　俺は立ち上がって、アリスに言う。

「お前までチョコちゃんを悪く言うなよ！　チョコちゃんは苦しんでいるのに、どうしてお前まで、そうやって突き放すようなことを言うんだ！　俺は、お前には、チョコちゃんの味方でいて欲しいと思ってるのに！」

　思わず叫さけんでしまった。

「────」

　アリスは、自分がなにを言われたか分からないといった様子で、目を丸くしていた。

「…………アリス？」

　ええと？　なぜそこまで呆ぼう然ぜんとしてるの？

　俺がじっと眺ながめていると、アリスはわなわなと小さく震え出した。そして、顔をうつむかせる。

「……あ、あれ？　アリス？　ど、どうしたの？」

「………………なによ」

　アリスは掴つかんでいた俺の腕を、肩が外れそうな勢いで、思いっきり力を込めて離した。

「わ！　なんだよアリ、ス…………？」

　思わず言葉が途切れたのは、うつむいているアリスが、必死に涙を堪こらえていたから。

「え？　え？」

　泣く寸前じゃん！　なんで⁉　大きな声を出しちゃったからか⁉

「ご、ごめんな、アリス」

　とりあえず謝る俺。

　でも、どうやらもう、遅かったらしい。

「なによ……なによ……なによ！」

　アリスは顔を上げて、そして──

　──バチン！

「痛ってえ！」

　思いっきり俺の頬ほほを平手で叩たたいた。

「なによなによなによなによなによなによなによ！　チョコちゃんチョコちゃんチョコちゃんって、そんなにポリフェノールを摂取したいの！　だったらガーナに行ったままもう帰ってこないで！　今日だってずっとミルクタンクばっかり見てるし！　デレデレしてるし！　ちょっと前もミルクタンクのことであたしを怒ったし！　あたしを置き去りにばっかするし！　なによ……なによなによなによ！　あたしのことなんてどうでもいいのね！　チョコアイスを我が慢まんしてあなたと一いつ緒しよに帰ろうとしたのに、もう脚も痛いのに……なんなのよ⁉　うう……うううううう‼」

　わ、泣き出しちゃった。

「ご、ごめんって……」

　頭を撫なでようと手を伸ばす。

　でも、払いのけられる。

「許さない！　絶対許さない！　もう……もうあなたなんて……あなたなんて…………」

　アリスは指を突き付ける。




「離婚よ‼」




　え？　ええ……？

　……ていうか、そもそも結婚してねえ……。

「実家に帰らせていただきます！」

　普段から帰ってるじゃん……。

　とかなんとか思っているうちに、アリスは身体からだを翻ひるがえして、駆かけ足で俺の前から逃げる。衝撃的発言に、まだぽかんとしていた俺を尻しり目めに、アリスはすでにタクシーを止めていた。

　って、やべえ、早くアリスを止めないと！

「お、おいアリス！」

　俺の呼び声を無視してアリスはタクシーに乗り込む。アリスは「あの変態ロリコンに付きまとわれているから早く出して！」と運転手に叫さけんで、早く出るように促うながしている。

「お、おいってば！」

　運転手が、必死の形相で叫んだ俺を見て、慌あわててすぐさまタクシーを発車させた。

　な、なんで……？　……あ、そうか。俺の必死な様子のせいで、変態ロリコンの説得力がアップしたのか！　アリスめ、なんて効果的な狂言を！

　……ああでも、言われてみれば、今日はチョコちゃんばっかり心配してた。アリスが寂さびしがり屋だって知っているのに、構ってあげられなかったかもしれない。

「ああ、もう……！」

　頭を抱かかえる。

　チョコちゃんの件も解決してないのに、また一つ問題を作ってしまうとは！　俺一人じゃもうキャパシティオーバーだっての！

「…………はあ」

　……あの様子じゃ、電話しても出てくれないだろうなあ……。……あとでエルさんにでも連絡を取ってみよう。……大丈夫かな？　ダイナさんに余計なことまでチクらないよな？　アリスが泣きながら訴えたら、ダイナさん激怒だよな。日本刀持ち出すよな。俺の命が終わるよな。享きよう年ねん15歳だよな。

　…………どうしよう？　チョコちゃんのことはもちろん無視できないけど、アリスを追いかけるか？　アリスの言う通り、チョコちゃんはもう帰ったかもしれないし、見つかる保証もない。俺が駆かけ付けたところで、なにができるかも分からない。

　アリスは、今からタクシーで追いかければ確実に追い付くし、行く場所も分かってる。駆け付ければアリスの機き嫌げんも治まるだろう。なんとなくだけど、ここで機嫌を直しとかないと酷ひどい目に合いそうな予感もプンプンする……。

「うう…………」

　究極の選択だけど……やっぱり……うん──

　──チョコちゃんを捜そう。

　だって、あのチョコちゃんの表情。あれを放置したらきっと、チョコちゃんとの今までが終わる気がする。こうやってポジティ部で楽しんできたことも全部、崩れてしまう気がする。取り返しの付かないことが、現に今起きているのに、それを無視できるわけない。

　それに……アリスが怒るのはいつものことではあるしな。

　だから今は、チョコちゃんを捜さがすことに専念しよう。

　でも──

「どうやってだ……」

　本来ならケータイに電話を掛ければいいのだけど、アリスが言っていたように、俺はチョコちゃんの番号もメアドも知らない。

『あんたもさ、どうせチョコに信頼されてないよ？』

「～～～～っ！」

　よぎった三み嶋しま久く姫きのセリフに、首を振って、自分の頬ほほを叩たたく。

「三嶋久姫に踊らされて、考えすぎるな、俺」

　まだ話すようになって一ヶ月。ただ聞く機会がなかっただけの話だろ？　考えすぎるなよ、俺！

　動どう揺ようしてる暇があったら、自分のできることを考えるべきだ。確かに俺は、チョコちゃんのことを実はよく知らない。だからできることも少ないかもしれない。でも、だからなんだ？　十じゆう文もん字じさんもこう言っていた。「人間一人ができることなんて、あまりに限られている。自分の小ささを知った上で自分ができることを確実にしろ。それが最もベストな行動で、それが本当の意味でできれば世界を動かせる」と。

　だから、自分ができる範囲でベストを尽つくせば、状況は打開するはずだ。

　……ふう、十文字さんの珠しゆ玉ぎよくの言葉はいつも染み渡るぜ。

　そう、気持ちを落ち着けたら──ほら、さっそく思い付いた。

「…………そうだ」

　他のことは知らなくても、チョコちゃんのTwitterのユーザー名は知っている。（「見てるよ」と伝えたら、苦い顔をされたけど）チョコちゃんも俺が見ていることを知っている。

　楽観的すぎるかもしれないが、俺へのメッセージがあってもおかしくない。

　さっそくケータイを開き、Twitterのアプリを起動させた。

　そして──

「ひ！」





choco_K_mayu　手を繋いでるカップルがいます。１秒前

choco_K_mayu　旅に出たい。遠くの世界に。15秒前

choco_K_mayu　すりおろしりんごって、たまにグロテスクに聞こえます。34秒前

choco_K_mayu　けばぶ　けばぶ　そげぶ　55秒前

choco_K_mayu　テ●リスみたいに溜まったら消えればいいのに。１分前

choco_K_mayu　楽しいことなんて長く続くわけがないのに甘い夢を見たわたしのバカ分かりきってたことなのになにを勘違いしていたんだろうわたしの脳みそはきっとプリンかなにか　１分前

choco_K_mayu　スイーツの名前が分からない。やっぱりこの街はわたしの居場所じゃない。１分前






　思わずケータイを閉じる。

　──ネガティブっぷりやべえ！　しかも、よく見たら約10秒ごとにツイートしてる！　この速度……狂気まで達する域！

　…………あ！　でも──

　俺は最後のツイートを見直してみる。『この街はわたしの居場所じゃない』とツイートしてるってことは、まだ原はら宿じゆくにチョコちゃんはいるってことじゃないか？　それなら、リアルタイムで上がるツイートを眺ながめていけば、ある程度場所も特定できるかもしれない。

　俺は恐怖を堪こらえつつも、ぽこぽこあがってくるツイートをまた眺める。

「──うげ……！」

　なんてこった！　さらにとんでもないことに気付いてしまった‼

　心してこのツイートの一群を見て欲しい。まず先ほどのツイートの上部分を並べてみよう。

『手を繋つないでる　旅に出たい　すりおろしりんご　ケバブ　テ●リス　楽しいこと　スイーツ』

　今度はその頭文字を、平仮名にして並べてみる。　

『て　た　す　け　て　た　す』

　勘のいい人ならもうお分かりいただけただろうか？　先ほどから上がり続けてる、ツイートの頭文字だけを追っていくとどうなるか？

『たすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけてたすけて────』

「ひぃぃぃ…………」

　────本当に恐えよ！　10秒ごとにツイートしてる時点ですでに狂気なのに、そんな仕掛けまであるなんてもはやホラーだよ‼　軽くトラウマになりそうだよ‼

　……うう、でも、助けにいかないと。だって俺しかチョコちゃんを助けに行けない。リョウは俺が見始めたことで、もうTwitterのチェックをやめたと言っていたし、ポジティ部のみんなにユーザー名を教えたってことも聞かない。身内でチョコちゃんのツイートを見てるのは俺だけだ。

　…………そうだ、俺しか助けられない。

　このホラーにしか見えないメッセージも、俺へのＳＯＳかもしれないんだ。

　──それなのに、俺が怯ひるんでる場合じゃない！

　俺はケータイの画面を凝視しながら、駆かけ出す。チョコちゃんの苦痛がにじみ出ているツイートにどうしても心が痛くなるので、胸を押さえながら足を動かす。『すごく大きな白い犬がいます』というツイートが上がれば、俺は白い犬を捜さがす。『手羽先ってしばらく食べてないなあ……』とあれば手羽先屋を捜す。すぐそこにたどり着かないと、当然そこまで行ったことが無意味になる。でも、そんな早く、その場所にたどり着けるわけない。だから徒労。徒労。徒労の連続。場所を示し唆さするツイートがしばらくないと、もしかしてもう原はら宿じゆくにいないんじゃないだろうか、この労力が全部意味のないものになるんじゃないかと、酷ひどい疲労感に襲われる。それが何度も何度も続く。脚が痛くなってきた。薄暗くなってきた。腹も減った。こういうやり方しかできない、チョコちゃんにむかついてもきた。

　だけどそれでも──『たすけて』と悲鳴を上げ続けてるのに、足は止められない。

　そうして捜して、空振りして、捜して、見つからなくて、捜して、また空振りして、何度も同じ道を歩いて、この不毛さに苛いら立だって頭を掻かきむしって、それでも俺よりもチョコちゃんがつらいのが分かってるから耐えて、耐えて、会いたくて、会いたくてしょうがなくて、何度目かのラフォーレの前を通りかかって──

　──ようやく、

　──ようやくだ。　

「チョコちゃん！」

　大通り。道の向こうに、チョコちゃんの姿を見つけた。

　トボトボどころかヨロヨロといった様子で歩いているチョコちゃんは、まるで幽ゆう霊れいのようで、これだけ多くの人がいる中でも目立っていた。今まで見つけられなかったのが不思議なくらいに異様な、頼りない足取りだった。

　それを見ただけで、俺をこれまで襲っていた疲労感が、まるで感じなくなる。

　だって、それどころじゃない。俺の疲れなんてどうでもいい。

　チョコちゃんは、ずっとケータイを眺ながめたまま、まるで前を見ていない。危あやうすぎる。案の定、正面の若い男にぶつかって睨にらまれている。なのに、チョコちゃんはぶつかったことにさえ気付いていないみたいだ。

　──酷すぎるだろ……あれ……。

　チョコちゃんがいるのは大通りの向こう。いっそ車道を突っ切って駆かけ付けたいが、この交通量では無理だ。

　俺は横断歩道まで走り、信号が変わるのを待った。それだけの時間が本当にもどかしい！

　信号が青に変わる──まで待ちきれず、変わる直前に俺は動き出し、横断歩道を駆け抜けた。クラクションを鳴らされたが知ったことじゃない。むしろその音で、チョコちゃんがこっちを向いてくれればいいのにと思ったが、チョコちゃんはケータイを覗のぞいたままだった。

　やっぱり不安になる。

　──本当に、俺の言葉は届くのか？

　──あんなチョコちゃんの心を動かすことができるのか？

　なにができるか分からないって、ずっと考えていた。あれほどの絶望に、どんな言葉なら届くのか、結局分からなかった。俺にはチョコちゃんのような繊細な心はない。だからチョコちゃんの苦しみも、本心も、本当の意味では分からない。

　でも……俺はできることをする。

　チョコちゃんの心に、体当たりしてやる！

「チョコちゃん！」

　俺は、チョコちゃんの正面に立った。

　チョコちゃんはケータイから目を離し、無表情のまま、顔を上げた。

「岩いわ下したさん……」

　か細い声。

　消え入りそうな声に、虚うつろな目。

　それだけで俺はきつかった。

　大好きな女の子が、苦しんでいる様を見るのは、想像以上にきつかった。

「──捜さがしてたんだよ」

　そうだ。

　この顔を見ただけで俺は、なにをすべきか分かった。

　俺は、この原因を知らなければいけない。中学時代、三み嶋しま久く姫きとなにがあったのか、知らなければいけない。

　チョコちゃんを蝕むしばんでいるその『過去』を、俺が取り除くんだ。

「チョコちゃん、お願いがあるんだ。……俺に、三嶋久姫とのこと、聞かせて欲しい」

　俺は、チョコちゃんの右手をぎゅっと掴つかんだ。

「チョコちゃんにとっては、言いたくない出来事かもしれない。俺に、なにができるかも分からない。でも、それでも、俺に話して欲しいんだ。チョコちゃんを助けてあげたいんだ」

　チョコちゃんはなにも答えず、握られた自分の手を見ていた。

　しばらくそうして黙だまっていたチョコちゃんは、でも顔を上げる。

「……岩下さん。わたしも、岩下さんを捜していたんです」

「え？」

「わたし──岩下さんに大切なお話があります」

　……ああ、なんだ、よかった。

　チョコちゃんが原はら宿じゆくから離れなかったのは、ＳＯＳツイートを出し続けていたのは、やっぱり俺と会うためだった。

　チョコちゃんは、初めから俺に話してくれるつもりだったんだ。俺を信頼してくれているんだ。

　だからこうやって悩みを打ち明けてくれる。

　でも、あれ？

　この話の切り出し方、どこかで聞いたような。

「────あ！」

　思い出した俺は、チョコちゃんの顔を見る。

　チョコちゃんは────変わらず俺を見み据すえていた。

　なのに、俺は分かった。

　チョコちゃんの瞳ひとみには、まるで俺が映っていない。

　…………いや、落ち着け俺！　あんなのはただの夢だ。気にする方がおかしいんだ。だから、この後のセリフが、夢の中と同じなわけがない。

　わけが、ないのに。

「もう──」

　チョコちゃんは俺の手を振り払った。

「もう、わたしと親しくするの、やめてください」

　そのセリフはやっぱり、夢の中のものと同じだった。







　そしてこれを境に、

　俺とチョコちゃんの関係は、

　──壊れて戻らなかった。
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　もう親しくしないでください、と言われたその日の夜、俺は布団の中で泣いた。ボロ泣きした。もう俺の真っ当な青春は二度と訪れないかもしれない、チョコマシュマロに触れることもできず、ロリコン扱いされ続ける高校生活を送るはめになるかもしれないと想像したら、涙が止まらなかった。しかもアリスも宣言通り実家に帰ってしまったので、構って気分を紛まぎらわせることもできなかった。

　その上チョコちゃんのTwitterは、フォロワー以外見られないようになっていて、アカウントを持っていない俺は、覗のぞくことができなくなってしまった。仕方なくアカウントを作って、フォローリクエストをしてみたが空振り。俺だと分からなくしたつもりだが、受け入れてもらえない。……ていうか俺、我ながらストーカーみたいだな……。

　そんなこんなあったせいで、脳内を駆かけ巡る悪い想像にすっかり取り憑つかれてしまった俺は、頭が、わああああああああああああああ、って爆発しそうになって眠れなくなった。なにを思い立ったのかコンビニへと駆け出していた。冷静になったとき、ちゃぶ台の上には、コンビニの袋に入ったビールがいつの間にか置いてあった。当然飲んだ。生まれて初めて飲んだビールは苦かった。まるで人生みたいに（うまくない）。

「うぃ～～なんだよ、どういつもこいつもお‼」

　やさぐれていることもあってか、すぐにできあがった俺。

　タチの悪い酔っ払いよろしく、誰かに絡からみたくなった俺がチョイスしたのは、なぜかレイ部長。ド深夜に電話を掛ける俺。しかも内容は説教とセクハラ。我ながら最低だ。一番嫌われる酔っ払いの絡み方だ。レイ部長にはものすっごい迷惑を掛けた。

　アルコールのせいで記憶ははっきりしていないが、憶えてる限りだと、電話の内容はこんな感じだったと思う。




「あー、本当にレイ部長はしょうもない人だ。ひっく。まず男装するのをなんとかしろよまったく」

「す、すみません……。あの……岩いわ下したくん、大丈夫なのかい？」

「あー、全然だいじょうびぃ。レイ部長はあ、もっと女らしくしないとどうしようもねえよ！　分かるか！　そうすれば……ひっく、美人なんだし……ああん、聞いてるのか！」

「び、美人？　ほ、本当？　本当にそう思ってくれてるのかい？」

「ああ……つってもぉー、胸はちっちゃいけどお、うひひ」

「確かに僕は胸は小ぶりだよ……うう……。で、でも実は美乳だし、なにより美脚だよ！　それは自信あるんだ！」

「まあなあ……ひっく。脚きれいだよなあ。それにお尻しりの形はせくしぃだよね。あれは男の形じゃねえわ」

「女扱いしてくれてる！」

「肩はがっちりしてるけど、ウエスト細いし、身体からだだけなら全然いけるよねー」

「わわ！　ボク、セクハラされてる！　性の対象にされてる！」

「はあ、しかし誰のでもいいからおっぱい触さわりたいぜ」

「これは……口く説どかれてる！　ボクってば今酔っ払いに確実に口説かれてる！　完全に欲望の掃はき溜めにされかけてる！」

「……うっぷ。ううえ……さっきからレイ部長～、なにを難しい単語言ってるの～？　ああ、もう言語が理解できなくなってきたあああ」

「岩いわ下したくんって一人暮らしだよね！　心配だし様子見に行った方がいいかなー、なんて！　なんちゃって！　な、なんなら……一いつ緒しよに飲んでもいいんだよ……？　ボ、ボクも酔っちゃって、理性がなくなっちゃったりするかもしれないけどっ！」




　なんか全然迷惑がってないどころか、喜んでいるような記憶しか思い出せないが、きっと気のせいだな。あれだ、レイ部長は年上だし、やさぐれている俺に気を遣ってくれただけに違いない。っていうかそう思い込む！　次の日の朝一で、謝罪の電話をしたときに、なぜか嬉き々きとしているレイ部長に危険を感じて、とっさの機転で「まったく昨日のことは憶えてないけど、着信履歴が残ってたから迷惑を掛けたと思いまして電話をしました。ごめんなさい。ええ、記憶はまったくないんですよ」と完全に記憶を忘却している設定にしたら、ものすごく残念がっていたけど関係ないはず！　気を遣ってくれていただけのはず！　大丈夫！

　大丈夫じゃないのは、寝ゲロして汚れた布団だけ！

　まあでも、それだけの失敗をしたおかげで、開き直れた。

　俺はチョコちゃんのセリフを、また思い出す。

『もう、わたしと親しくするの、やめてください』

　俺はこのセリフに対するスタンスを決めた。

　それは、

　──完　全　無　視‼

　思い出すだけで心が折れそうだし、チョコちゃんにも考えがあるんだろうけど、それでも関係ない。そんなん無視だ無視！　親しくするのやめろ？　はあ？　知ったことか！　そもそもおかしいんだ。それまで仲良くやっていたのに、あんなリア充女が登場しただけで、それが終わってしまうなんてあり得ないんだ。

　チョコちゃんの事情なんて分からない。

　でも、俺がこれに従ったら、チョコちゃんはまた孤独になる。中学時代と同じように、寂さびしい日々を過ごすようになる。

　それがチョコちゃんにとって、つらいことだって、俺は分かってる。

　なのにあのセリフに従う？　パクメンである俺を舐なめてんの？　自分を不幸にしようとする女の命令なんて従わないっつうの。俺は、俺の正義に基づいて動くだけだっつーの。

　チョコちゃんが悲しむだけの命令に、俺が従う理由なんてちっともねえよ！

　と、自分のセリフが我ながらかっこよかったので、ちゃぶ台の上で「チョコちゃんが悲しむだけの命令に、俺が従う理由なんてちっともねえよ！」と言いながら、様々なポーズをキメていたら、ちゃぶ台の脚が折れて、こけて、膝ひざを打った。痛てえ。いろんな意味で。




　まあ、でも、開き直って楽観的になっても、現実は割と厳しかった。

　休日が明けて、月曜。

　チョコちゃんは学校に来なかった。

　──なんだよそれ？　どんなに俺が関係なく親しげに話しかけてやる、と思っても、話す機会さえないんじゃどうしようもないじゃんかよ。

　このまま学校やめる気なのかよ？　この学校、入るのそんな簡単じゃないし、学費だってそこそこするんだぜ？　ただ中学時代の同級生に一言言われただけで、休むなんておかしいぜ？どんだけ精神が弱いんだよ。その性格、本当に直せよ。

　────本当に、これでチョコちゃんとのことが全部終わりだなんて、ないよな……？




　そして、もう一つ、大きな問題がある。

　もちろんそれは、アリス別居問題だ。

　離婚宣言から本当に、アリスは折おり手で荘そうに戻ってこなかった。荷物もなくなっていたし、エルさんとも連絡が取れない。正直、ここまでの事態になるとは思ってなかった。アリスの怒いかりなんてすぐに治まると思っていた。




　でも、そうならなかった。




　チョコちゃんが学校に来ずに、途方に暮れていたその日。

　とぼとぼと我が家、折手荘に戻ってきた俺は、門の前からのわずかな光に気付いた。

「…………あ」

　なんだと思ったら、それはメイド姿の女の子のタバコの火だった。あの格かつ好こうでヤンキー座りでタバコを吸う女の子を俺は一人しか知らない。まず間違いなく白しら波なみ瀬せ家、唯一の若いメイド、ミカンちゃんだ。

　アリスのことで、なにか言いに来たのかな？

　よし！　元気を入れ直して、いつも通り声を掛けるか！

「うっす」

　声を掛けると、タバコを吸ったまま、ミカンちゃんは無言でこちらを向いた。

「ミカンちゃん久しぶ──ゴフゥ！」

　メリケンサックで頬ほほを殴なぐられた。

「今のはご主人様の分」

　次にサイドニー。

「これは奥様の分」

　右エルボー。

「これは恵え瑠るさんの分」

　金きん的てき蹴げり。

「そして、これは──有あり澄すちゃんの分だ‼」

　ヘッドバッド。

　悲鳴を上げる暇いとまなく倒れる俺。

「あとオレが苛いら立だった分とオレが苛立った分とオレが苛立った分とオレが苛立った分とオレが苛立った分！」

　馬乗りになってたこ殴りを始めた！　似たようなセリフ、少年マンガで見たことある！

「言葉攻めなら平気だからいいけど、暴力は後を引くからやめろ！」

　……あれ？　我ながら、なに言ってんの俺？　どうやら俺も、虐しいたげられる生活によってだいぶ頭がキテいるようだ。もうダメかもしれない……。

「ああん？　テメエ、どれだけ有澄ちゃんを苦しめたか分かっていってんのかコラ。テメエが同じ十じゆう文もん字じ教徒じゃなけりゃ、さっきの金的蹴りを手加減しねーで、男の腐った奴やつから、男の機能まで腐った奴にしてやるところだったぜ」

　相変わらずの口汚さ。

「これで手加減してるつもり──って、ん？　アリスが苦しんでる？」

「そうだよ！」

「なんで？」

「お前のせいに決まってるだろうが！　テメエの頭に入ってるのは麻マー婆ボー豆どう腐ふか！」

　回し蹴り。

　今度はなんとか避よけた。

「あ、パンツ見えた」

「やん！」

　ロリ声で悲鳴を上げるミカンちゃん。

「…………」

「……………………き、聞かなかったことにしろゴラア！」

　赤くなって、すっかり弱体化してるミカンちゃん。

「そ、そ、それにクマさんパンツはいてるのは見なかったことにしろゴラア‼」

「……え？　そうだったの？　白ってことしか……」

「ぎゃあああああああああああああああああ！　墓ぼ穴けつ！」

　相変わらず……なんていうか、女の子だよな。

「そ、そんなことはどうでもいいんだよ！　テメエ、今日帰ってくるの遅せーんだよ！　待ちくたびれたぜ！」

「あー、ごめん。でもそれなら帰ってくれてもいいのに」

「メイドのあたしが、勝手に命令を破れるか！」

　仕事っぷりは真面目まじめなんだよな、この人。

「あ！　ミカンちゃんが来てるってことは、アリスが帰ってきて──」

「残念ながらそれはないぜ」

「そ、そっか……」

　本当に怒ってたんだな……アリス……。

　俺は今日もアリスに会えないのか……。

「それじゃあ、ミカンちゃんはなにをしに？　様子を見てこいって言われたとか？」

「…………ま、それもあんな。でも、それはついでみてーなもんだ。オレはこれを渡してこいって頼まれてきた」

　言って、ミカンちゃんは、拳こぶしを顔面に突き出してきた。

　また殴なぐられるのかと思ってビビったが、よく見たらミカンちゃんの拳から、ぶらさがっているものがある。
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「……？」

　受け取る。

「これは…………」

　ブービットだった。

　アリスが抱かかえているぬいぐるみではなく、ケータイに付けていたミニの方だ。

「……これをどうしろと？」

「知らねえ。とにかくオレは、恵え瑠るさんにこれを渡してくれって頼まれたんだよ」

　アリスじゃなくてエルさんに？

「それから恵瑠さんから伝言をあずかってる。一言一句そのまま伝えるぜ。──有あり澄すは、元々別の小学校に通っていましたが、この前の一件で、緑りよく央おう大学初等部に転入したのです。その意味を考えてください──だそうだ」

「は？」

　アリスがわざわざこの学校に転入した？

　それは──もしかして、俺と同じ学校に通いたいから……だったりするのか？

「……いやいやおかしいだろ？　そんなあっさり転校なんてできるもんじゃないだろ？　アリスだって前の学校に友達はいただろ？　それなのにあっさり転校なんてしていいのか？」

「…………ま、友達はいなかったんじゃねえかな？」

「え？」

「あ！　……な、なんでもねえよ！」

　いや、もうその失言、聞いちゃったし。

　俺が黙だまって見つめていると、ミカンちゃんは頭を掻かきむしって、口を開いた。

「有あり澄すちゃんは、前の学校ではほとんどは喋しやべらなかったらしいから、たぶんそうだろう、っていうただのオレの予想だよ。今の学校は……毎日楽しそうだから大丈夫なんじゃねえの？」

　あの毒吐はきのスペシャリスト、アリスが喋らないって──って、そこまで不思議なことじゃないのか。それぐらいの事情はあったわけだし。

　アリスめ……あいつも、チョコちゃんと同じ、ひとりぼっちだったのか？

　でも、エルさんの言いたいことはよく分からない。アリスは転校までしてるんだから、もっと大切にしろ、って言いたいのか？

「オレの用事は以上だ。もう帰るぜ」

「ちょ、ちょっと！　用事ってそれだけなのか？」

「そうだよ」

「どうせなら、今日も夕飯作ってってよ」

「甘えんなバーカ。オレの雇い主はオメーじゃねえんだよ。有あり澄すちゃんがいないのにテメエに料理を作れるかよ。……でも、そうだな、しょうがねえからこれぐらいはメイド的サービスしてやんよ。『お帰りなさいませご主人様』。どうだ？　満足したか？」

「結構した。かわいい」

「バ、バーカ、バーカ！　高校生が25の女をからかってるんじゃねえ！　…………まんじゅう食うか？」

　なぜか罵ば倒とうされつつまんじゅうをもらった。

　照れたミカンちゃんは俺から逃げるように自転車に跨またがって、そのままタバコに火を点けた。なんというシュールな光景。メイド姿で自転車を漕こぐ姿って、街で噂うわさになったりしてないんだろうか？

「なあ」

　ミカンちゃんは自転車に乗って、タバコの火に目を向けたまま、言う。

「オレは、テメエのこと結構好きだぜ」

　俺を若いツバメにする気？　と、からかおうとしたけれど、ミカンちゃんの横顔が思いの外真面目まじめだったので、俺は口をつぐんだ。

　ミカンちゃんは、タバコの煙けむりを吐き出しながら、言った。

「でもな、ご主人か奥様が、テメエにもう会うなって言えば、もうオレたちは会えねえんだぜ？」
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　どうしてミカンちゃんが、そんなことを言い出したのか、俺にはよく分からなかった。

　それは無視できないことだったのだろうけど、どんどん悪化する事態に、俺は一時的にそんなことも忘れてしまった。

　というのも、

　火曜も、水曜も、木曜も、金曜も、チョコちゃんは学校に来なかったからだ。

　火曜も、水曜も、木曜も、金曜も、アリスは折おり手で荘そうに帰ってこなかったからだ。

　どんなに俺が男の中の漢おとこであるパクメンだったとして、アリス、チョコちゃんの、ダブルの心配の種が悪化する一方なら、いつまでも強がれない。かなりの心理的負担だ。すっかり胃が痛い。どっちかでもさっさと解決しないと、体調を壊しちまう。

　ということもあって──

「はあ……」

　金曜の放課後。すっかりまいってしまった俺は、ポジティ部の部室である、第二理科準備室で一人頭を抱かかえていた。

　それにしても、一人になりたいとき、この部屋は落ち着くなあ。薬品の臭においが落ち着くなんていうマスクの気持ちが分かってしまったぜ。ああ、いい。ホルムアルデヒド萌もえ。まあ一番落ち着く匂においは、アリスのちょっと甘ったるい匂──

「──はっ！」

　やばい！　この思考はマジで危険！　リョウ以上の病気の気配！

　なんて考えていたら、元祖薬品の臭い中毒男が入ってきた。

「なんや、辛しん気きくさい顔しとるのう」

「──っ‼」

　辛気くささでマスクに指摘される日があるとは！　ショックだ！　エルさんに「あなた、少し自惚うぬぼれてますわね」と言われるぐらいショックだ！　あり得ない！

　このままじゃいけないと、俺は頬ほほを叩たたいて、気合いを入れ直す。

「そういえばマスク、なんで最近部室来なかったんだ？」

　言って気付いたけど、マスクに会うのも実は一週間ぶりだ。どうでもよすぎて意識してなかった。

「……ああ、盲もう腸ちようの手術してたんや。……お腹なかが痛いってメールしたことあったやろ？」

「ええー‼」

　原はら宿じゆくはサボりじゃなかったのか！　『小学生の言い訳か』なんてメールで散々罵ば倒とうしてすまん！

　パイプ椅い子すに座りながら、暗い声で呟つぶやくマスク。

「誰もお見舞いに来てくれへんかった……」

　切なっ！

　……はあ……しょうがない。ちょっとぐらいフォローしてやるか。

「……えっと、もっと病気ですアピールしなきゃ来ないだろ。俺なんて手術してたことさえ知らなかったんだぞ」

「レイ部長は伝えてくれへんかったんか……。そんなにわいの盲腸はどうでもええんか……。……あんさん、わいが入院してること知ってたら来てくれたか？」

「あ、行かないけど」

　アリスとチョコちゃんのことでいっぱいいっぱいなのに、なぜマスクのお見舞いに行かなきゃいけないんだ。意味不明。なんの得があるんだそれは？　延々とネットサーフィンをしていた方がまだマシじゃね？

「そ、そうか…………」

　しまった。マジへこみしてる。

「じょ、冗談だよ！　行くに決まってるじゃん友達だろっ！」

「うう……わいの友達はあんさんだけや」

　おおう、感謝された。……罪悪感だぜ。

「次入院したらお見舞いに行くから、どうぞ虫ちゆう垂すい炎えんでも骨折でもなんでもしてくれ！　いっそ死に至る病やまいにかかってくれても構わないぞ！」

「……どうせなら健康を望んでくれへんか？」

　ごもっともだね！

　──と、そうだ。

「なあ、チョコちゃんのこと、マスクは聞いてるか？」

「……ああ、ニーナに聞いとる。原宿でなんや怪しげな人におうてからおかしなって、学校にも来てないようやな。でも聞いたのはそれぐらいや。……あんさんはそれ以上のことを知ってるんか？」

「あまり知らないよ。でも、俺はその後チョコちゃんに会って、『もう親しくしないで』って言われた。それから一回も会ってない」

「親しくするな？　あのコがほんまに、そんな酷ひどいこと言うたんか？」

　マスクの声は驚いた様子だ。

「マスクは、どんなつもりでそんなことをチョコちゃんが言ったんだと思う？」

「普通に考えたら、嫌われとるがな」

　グサ！

「誰でも受け入れてくれるあのコにそれ言われたら、わいだったらもう立ち直れないわ」

　グサグサ！

「け、結構言うなあ、マスク」

「そう言われるだけの心当たりはないんか？　ただ怪しげな人におうたこと以外にも、それだけ言われる原因があるんやないか？　例えばあんさんが、なにかしたとか？」

「思い当たる節ふしないけどなあ。ランジェリーショップで『お前、こういうの着ろよ』ってブラジャーを強要したり、目の前でそのブラを頭に巻いたり、試着室に飛び込んで下着姿を見たりはしたけど……。ああ、だいぶ前に、アリスのパンツを握りしめながら、アリスを押し倒している姿を見られたこともあったなあ」




「…………」

「…………」




「…………あんさん」

「…………ああ、分かってる」

　……なんてこった。嫌われるどころか裁判所に駆かけ込まれてもおかしくない！　しかも確実に敗訴！　判決でチョコちゃんの半径二百メートル以内に立ち寄ってはいけないと言い渡されるレベル！

　考えてみれば、俺チョコちゃんにやらかしまくってるぞ……。我が慢まんしていたが、ついに許容量をオーバーして耐えきれなくなりました、って言われてもおかしくねえ。

「あんさん、ただ嫌われたんちゃうんか？　あんさんのせいで、黛まゆずみさんが学校来られないとしたらかわいそうやで」

　グサグサグサ！

「もうやめて！　俺のライフはゼロよ！」

「あんさんが黛さんのライフをゼロにしたんなら、因いん果が応おう報ほうやないか」

　本当に結構ズバズバ言うよなマスク！

「…………ま、まあでも、違うと思う。俺が原因じゃないと思う……ってかそう思いたい……」

「ふうむ」

　そんなことを話していると、──ガラ、と扉を開ける音がした。

「あ、レイ部長、お疲れ」

「……う、うん。こんにちは」

　なんでこの人、頬ほほを赤くしてモジモジしてるんだよ。このイケメンもどき、ここんとこ毎回こんな感じだぜ……。

「……あんさんレイ部長になにしたんや？　完全に意識されてるやん」

　やっぱりそう見えますか。

　レイ部長は頬を赤くしたまま、マスクの耳に口を近づけ、ごにょごにょなにかを伝え始めた。ちょっと聞こえた限りだと「……酔った拍子に……」だとか聞こえた。

　聞いたマスクが、じっと俺に顔（仮面）を向ける。

「あんさん、もう引き返せないとちゃうんか？」

　酔った俺、電話でなにを言ったの⁉

　そしてなんでレイ部長、ポッっと赤らめた頬を押さえてるの⁉

　ええい、無理矢理話題を逸そらしてやる！

「レイ部長は、俺がチョコちゃんに『もう親しくしないで』って言われたことについてどう思いますか？　前に、その話はしましたよね？」

「あ、うん、聞いたよ、寿とし也やくん」

　あれ、いつの間にか俺、下の名前で呼ばれてる？　親密アピールされてる？

「実はね、さっきも考えていたんだ。どういう意図で、黛くんがそんなことを君に言ったんだろうって」

「嫌われてる以外にあり得ないんちゃうんか？」

　イラッ！

　むかついたので、仮面を少しずらした。

　特筆するところのない顎あごと唇くちびるが見えた。

「ぎゃあああああああああああああああ！」

　叫さけんでるけど、本当に普通の顔だぜ？　自意識過か剰じようめ。

「レイ部長、続きを」

「あの……玲れい華かって呼び捨てにしてもいいんだよ？」

「レイ部長、続きを」

　無視せざるを得ない。

「……う、うん。ボクと黛まゆずみくんは似てるから、自分がそんなことを言うとしたら、どういう意図だろうか、って考えてみたんだよ」

「……それで？」

「もしボクが迷惑に思う人がいて、その人を遠ざけたいだけだとしたら、同じことを言えるか考えてみたんだ。想像したら……これは無理だと思ったよ。そんなこと絶対に言えないよ。ボクはボクが嫌いな人にも嫌われたくないよ恐いよ！　その人があることないこと言いふらして、ボクの評判が地に落ちるのも恐いよ！」

　レイ部長は気にしすぎ──だけど、確かにチョコちゃんも似たような発想をしそうだ。意外と参考になるかもしれない。

「…………というと、どういうことに？」

「うん。だからね、もし迷惑がっているだけなら、なにも言わずに、黙だまって距離を置くだけだと思うんだ。それでも黛くんは、わざわざ寿とし也やくんに言った。だから黛くんには、言わなきゃいけない特別な理由があったんじゃないかな？　もちろんその理由までは、ボクには皆かい目もく検討がつかないけど……」

「な、なるほど」

　確かに『親しくするな』なんて、チョコちゃんの性格上、かなり無理をしなくては言えないことだと思う。

　でも、それだけ言いにくいことを言ったってことは、決別への決意が相当固かった──とも言える。

　実際、学校を休んでいる。

　関係を根本から断っている。

「……黛くん、もうこの部には来ないかもしれないね」

　レイ部長が、寂さびしそうにそんなことを呟つぶやいた。

「もしかして、ああやって無理に原はら宿じゆくに連れ出したのが、迷惑だったのかな？　ボクに愛あい想そを尽つかしたのかな？　乗り気じゃないのは知っていたのに、ボクはどうしてやめなかったんだろう……」

「それは関係ないですよ」

「で、でも原はら宿じゆくに行かなきゃ、あの恐い同級生とも出会わなかったよ！　ボクが来なくなる原因を作ってしまったのは間違いないよ！」

「それはそうですけど、遅かれ早かれ、チョコちゃんが直面しなきゃいけない問題でしたよ。あの様子じゃ、この問題を避け続けることはできなかったですよ。だからレイ部長に責任はないです」

「寿とし也やくん、かばってくれてる……。ボクのこと好きなのかな？」

「違います」

「きゃあ！　はっきり否定された！」

　マスクに泣きつくレイ部長。

　たまにはスルーするだけじゃなく、こう言っておかないとな。

「…………でも」

　マスクの胸に頭を押し付けながら、レイ部長は呟つぶやいた。

「本当に黛まゆずみくんには戻ってきて欲しいよ……。もうボクは仲間だと思っていたのに、こんな形で別れたくない」

「そうやな。わいも、あんなにこの部にマッチングした人はいないと思うわ」

「ボク、初対面であんなことしでかしたのに、許すどころか受け入れてくれた、黛くんが本当に好きなんだ」

「わいも、一回もこの仮面をバカにしない、黛さんのこと……す、好きや」

　なに好きって単語を言うのに照れてるんだよ。

　でも──

「…………ふふ」

「うぐ！　あんさん、なにを笑ってるんや！　そ、そんなわいが、異性に好きって言うのを照れてるのがおかしいんか！」

「ああ、いや、そうじゃなくて」

　俺は、今、自分が頭の中で企たくらんでいたことを言う。

「自分のことをどうでもいいなんて言いやがるチョコちゃんに、二人の言葉を聞かせてやりたいって思って。それから、俺がチョコちゃんのことをどれだけ好きか、教えてあげたいって思って。そうしたら、どんな反応をしてくれるんだろうって思ったら、思わず笑えみがさ」

　俺の言葉に、レイ部長とマスクは顔を合わせる。

　そして、

「ふふ、そうだね、笑っちゃうよ」

「思わず笑みが漏もれるわ」

　二人とも微笑ほほえんだ。……って、マスクは自己申告だから、実際に微笑んでるかは分からないけどな！

　でも、そうだ。

　ただこうやって、チョコちゃんを想ってくれる人がいるだけで、チョコちゃんを救える気がする。……気がするだけで、実際はいろんな問題があって、大変なのかもしれないけれど、それでも解決できる気がする。

　だから、はっきりと言えるんだ。

「俺が、なんとかする」

　二人は、俺を見る。

「チョコちゃんをまたここに連れてくる。またここで楽しくわいわい騒さわげるように、俺がなんとかする！」




　そうだ。

　俺のすべきことがはっきりした。

　俺は──

　──チョコちゃんをこの場所に戻す。

　──それを最優先に俺はしばらく行動する。

　アリス、悪いが、お前のことはこっちが解決してからだ。でも、必ず離婚は解消してやるから待ってろ！　……いや結婚してないけどな！




「……黛まゆずみくんのこと、よろしく頼むよ、寿とし也やくん」

「わいからもよろしく頼むわ。……それにきっと、それができるのはあんさんだけだとも思うわ」

「え？　どうして？」

「どうしてって……あんさんが黛さんに特別扱いされてることぐらい分かるやろ」

　え？　俺って、チョコちゃんに特別扱いされてたの……？

「って、お前、さっき嫌われただとかなんとか言ってなかったか？　発言がブレすぎだぞ」

「冗談に決まってるやん。わいの表情を見れば分かったやろ。…………あ、仮面しとるわ」

「ボケがベタすぎる！」

　……待てよ。特別扱いだと？

「……つまり俺、チョコちゃんに惚ほれられてるってことか？」

　言われてみれば、思い当たる節ふしがありすぎるぞ。チョコちゃんから俺に親しくしようとしてきたし、素す敵てきな男性だと言われてるし、平然と抱きしめられているし！

　チョコちゃんが友達慣れをしていないせいだとも思ったけど……そういや、俺以外にはそんなことしないな……。こ、これはまさか…………

「……この障害を乗り切ればチョコマシュマロをこの手にできそうってことか！　き、たあああああああああああああああ！」

「いや、それは微び妙みようやけど。そういうのちゃうし」

「ええええええええええええ！　ち、違うの！」

「ちゃうな」

「俺、欲望垂れ流して赤っ恥ぱじじゃん！　アホか！　マスクアホか！」

「ていうか、チョコマシュマロて」

「忘れて！　脳内隠語がつい口から出ただけだから忘れて！」

　ふと目をやると、心は乙女のレイ部長が、侮ぶ蔑べつの目で俺を見ていた。

　顔を覆う俺。

「……はあ……所しよ詮せん男はおっぱい……。……まあ、それはいいや。あのさ、マシュマロを好きにできるかはともかく、ボクも黛まゆずみくんが、寿とし也やくんを特別扱いしていることは分かるよ。前にさ、下校時に黛くんから話しかけてきて、それから仲良くなったって話をしてくれたよね？　寿也くんも分かってると思うけど、それって彼女の性格的に、相当の覚悟が必要だったはずだよ。それでも黛くんは、仲良くなる相手に寿也くんを選んだんだ」

「うーん、なんで俺だったんだろう？　は！　まさか俺がイケメンだから⁉」

「それはない」「それはないわ」

　ふ、二人して否定しなくてもよくね？　俺だって傷付くんだよ？

「わいは、なんとなくあんさんを選ぶ理由は分かるで。なんていうか……うまく言えないんやけど、あんさんには独特の安心感があるんや。ヘマしても自分を見捨てないでくれそうな、そんな空気感があるんや。気むずかしそうなアリスちゃんが、なんだかんだであんさんに懐なついてるのも、そのせいかもしれへんで？」

　安心感だ？　自覚ないなあ……。

　ていうか、アリスって俺に懐いてるの？　すぐ俺を人間椅い子すにしたがるのは確かだけど、それは懐いてるって言えるの？

「うーん、俺がパクメンだから安心感があるのかな？　溢あふれ出る頼もしさについつい甘えてしまう感じか」

「全然ないよ」「むしろ逆だわ」

　こ、こいつら……！　俺、傷付きやすい思春期の高校生なんだよ？

「パクメンかはとにかく、黛くんは寿也くんの優しさを見抜いていたんじゃないかな？　きっと高校生活の命運をかけるぐらいの気持ちで、黛くんは寿也くんに話しかけたんだよ。もしかしたら、見捨てられたら高校生活はもう終わりだってぐらいの気持ちでいたかもね。だから寿也くんは『特別』だったんだ」

　ろくに話してない人間相手に、そこまで命運を預けられるもんか？

　でも俺も、チョコちゃんと仲良くなる前から、理想の彼女はこういうコだって決め付けてたな。それと似たようなもんなのか？

「うーん、どっからその安心感が来てるんだろうな？　よくいる顔だから、見慣れていて安心ってことなのか？　昼飯になにを食おうか迷ったら、よく行くマックなら安心、みたいな」

「あーそれはあるかもね」「それはあるわ」

　これは否定して欲しくて言ったんだよ！　ひでえなこいつら！　日本はいじめ国家だな！

　だけど──

　俺は思う。

　レイ部長が言ってる、チョコちゃんが俺を特別視しているってのが仮に事実とする。そうしたらチョコちゃんは、『特別』な俺との関係を切ろうとしているってことになる。

　それは、チョコちゃんにとって、どういう意味になるんだ？
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　とにかく、俺たちはチョコちゃんをポジティ部に連れて帰ってくることを決めた。

　そのための相談をしていたのだけど……そもそも誰も連絡先を知らなかったので、チョコちゃんに接触しようがなかった。

「うーん、誰か連絡先を知ってる人はいないのだろうか？」

　レイ部長が俺に尋たずねてくる。

「クラスメイトは……たぶんいないだろうな。さすがに担任の先生なら、住所や家の電話番号を知ってるだろうけど……」

　聞くのは他に手が見つからなかったときだけにしてえなあ……。俺は女の子の家（白しら波なみ瀬せ家）に乗り込んだ前科があるから、かなり聞きづらいし……。

「ボクらも、教師ウケが悪いから、個人情報は教えてくれそうもない……」

　まあ、男装したり、仮面したりしてるからね。風紀を乱しているにも程があるから、ウケが悪くもなるよね。他のメンツはロリコン（俺）と無口（ニーナ先輩）と毒どく舌ぜつ幼女（アリス）か。

　……ポジティ部の掃はき溜めっぷりに、ちょっと切なくなった……。

　切なくなりすぎたので、外に出て気分転換でもしよう。

　俺は席を外し扉を開けて、廊下に出たところで、肩を叩たたかれた。

「ん？」

　振り返ると、誰もいない。

「……あれ？」

『ここにいるよ』

　……あ、そっか、この機械音声は。

　俺は目を凝らして集中する。

　その姿が浮かび上がってきた。

「おお」

　ニーナ先輩がいた。

　なかなか俺が反応しなかったせいか、ニーナ先輩は苦笑を浮かべていた。ごめんね。

「…………ん？」

　そういや今、ニーナ先輩、第二理科準備室から来なかったか？　もしかして俺が気付いていないだけで、さっきから部室にいた？

「ええと、ニーナ先輩、いつから来てたんですか？」

「……………………」

　あれ、反応がない？

　もっと詳くわしく言うか。

「いました？　俺、まったくこれっぽっちもニーナ先輩の存在に気付かなかったんですけど、前からいました？」

『ばかばかばか』

　泣きそうになって、ポカポカ叩たたいてきた。

　し、しまった！　よくよく考え──いや、よくよく考えなくても、俺はニーナ先輩に相当酷ひどいことを言ってる！

「も、もちろん冗談ですよ！　や、やだなあ、ニーナ先輩ったら、冗談が分からないんだから☆」

「…………」

　涙目のまま、信頼していない目を向けられる。マスクみたいにそうそううまくごまかせないか。

「と、ところでなんの用ですか？」

　必死にはぐらかしてるのはバレバレだけど、ニーナ先輩は文句を言っても話が進まないと思ったのか、不満そうな目を向けたまま、手に持っていたケータイを開いた。

　そして、ケータイの画面を見せる。

『見ろ』ってことだよな？

　俺は画面を覗のぞき込む。




　知らない女子高生の写真が写っていた。




「…………？　ニーナ先輩のカノジョですか？」

『なんでだよ』

　素早く機械的な音声でツッコミを入れられたぜ。

　ニーナ先輩は「そうじゃなくて」と言いたげに首を振って、下を見ろと指で示す。

「なになに？」

　また画面を見る。よく見ると、制服を着た女子高生の下にこんなことが書いてあった。

『桐きり白しろ女子学園の制服』

「………………あ！」

　ようやく俺はこの意味に気付いた。

　この制服。

　三み嶋しま久く姫きが着ていた学校の制服だ！

「ニーナ先輩これ！」

　ニーナ先輩は頷うなずく。

「この制服、俺好みの制服です！」

『なんでだよ』

　素早く機械的な音声でツッコミを入れられた。

　楽しい。

　冗談はそれぐらいにして……。

「これを手がかりに、三嶋久姫を捜さがせってことですね」

　ニーナ先輩はこくこく頷うなずく。

　そうだ。三嶋久姫と話ができれば、チョコちゃんと中学時代になにがあったか聞ける。それはチョコちゃんをここに連れ戻すための、大きなヒントになるはずだ。

　これは、大きな前進！

「わざわざ見つけてくれたんですね。どこでこの写真を見つけたんですか？」

　ニーナ先輩は、ＩＣレコーダーをいじくり回して、適当な返事を見つようとする。しばらく探していたが、適当な音声が見当たらなかったのか、諦あきらめてＩＣレコーダーをポケットの中に入れた。

　ニーナ先輩は、じっと俺を見る。

「……え？　なに？」

　なにを躊躇ためらっているのか、俺を見たり、その目を逸そらしたりを繰り返していたが、自分を納得させるようにうんうんと一人頷いて、深呼吸をする。

　一度、目を伏せる。

「……ニーナ先輩？」

　なんの心の準備をしているんだ？

　そう思って眺ながめていると、ついにニーナ先輩は伏せていた目を開き、俺に──




　──言った。




「…………ネットで探しただけ、だよ…………」




「…………………………………………………………………………………………………………… ……………………………………………………………………………………………………………… ……………………………………………………………………………………………………………」

　しゃ──

「喋しやべったあああああああああああああああああ──む、むぐ‼」

　真っ赤になったニーナ先輩に口を塞ふさがれた。

「ト、トシちゃん、うるさいよ……。ほ、他の人にわたしの声聞かれたくないから、し、静かにしてね」

　ていうかニーナ先輩、めっちゃ声かわいい！　特徴的で唯一無二のかわいい声！　なんでその声を隠してるの！　声だけで人気者になれるレベルじゃん！

　それにトシちゃんって、もしかしなくても俺のことだよな？　な、なんか似合わない馴なれ馴れしさが……その、いいなっ。見た目年下にしか見えない先輩に、『ちゃん』付けで、しかもそのかわいい声で呼ばれるのありだな！

　やば、ちょっと俺、ニーナ先輩にときめいてるかも……。口に押し当てられてる手も、なんか異様に気になっちゃうかも。

　顔色が元に戻ったニーナ先輩は、ゆっくり俺の口から手を離す。ちょっと名残なごり惜おしい。

「…………トシちゃん、静かにしてくれる？」

「は、はい……」

　心臓を落ち着かせるために、一旦深呼吸。すう、はあ、すう、はあ。

「……で、どうしていきなり喋り出したんですか？　それにこの写真は？」

「だ、だからネットで探したの。千ち代よ子こちゃんがいなくなってからずっと探してたけど、やっとね、昨日見つけたの」

「それを言いたいがために喋り出したんですか？」

「違うよ。それだけじゃないの」

「……じゃあ？」

　ニーナ先輩は、なぜか照れくさそうに、もじもじする。……くそ、声のせいでかわいさが三割増しに！

「用意した言葉じゃなくて、ちゃんと自分の言葉で、言いたいことがあったの」

「言いたいこと？」

「……うん」

　ニーナ先輩は、頬ほほを赤くする。

「…………言うよ？」

「はい」

「……うん、言う。言っちゃうよ？　言ってしまうよ？」

「……早くしてください」

「わ、酷ひどい！　わたし、勇気を振り絞しぼってるのに！」

「ごめんなさい」

　ニーナ先輩は、俺のシャツを掴つかみながら、はあ、と息を整える。

　そして俺の目を覗のぞき込むようにして見て、自分の言葉で、言った。




「わたしも、千ち代よ子こちゃんのことが好き」
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　シャツを離す。

「だから千代子ちゃんをこの部活に連れ戻して欲しい。わたしも、ちゃんとトシちゃんにそうお願いを言いたかったの。どうしても」

　そのために──

　自分が声を出さないルールを破ったのか。

　自分なりの大きな理由があるはずなのに。別に、わざわざ自分が言わなくても、俺が動くことなんて分かっていたはずなのに。

　それでも、チョコちゃんを想っていることを、伝えずにはいれなかったのか。

「うん。分かった。絶対連れ戻す」

　これだけみんなが、チョコちゃんを想っていることが分かった。

　もうこの気持ちは揺ゆるぎない。

「はあ……ちゃんと伝えられた。よかった」

　ニーナ先輩はホッと胸をなで下ろしたようだ。

「……ねえ、ニーナ先輩。どうせならこれからずっと、喋しやべり続けたらどうですか？」

「え？　あはは……やめとく。お姉ちゃんはまた黙だまることにするよ」

　言って、ニーナ先輩は人差し指同士でばってんを作り、口に付ける。

　って、お姉ちゃん？　まあ二学年上なんだけど……その童顔と、その身長で、お姉さん？

　ツッコミを入れたかったが……まあ、いいや。

「でもいくら黙ってても、ニーナ先輩のかわいい声、憶えちゃいましたからね！」

　それに対する、ニーナ先輩の返答はいつも通り。

『いいえ、それはトムです』
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　俺はケータイで『桐きり白しろ女子学園』について調べると、すぐに学校を出、電車で40分を掛けて、その校門の前にたどり着いた。

「お、おお……」

　その迫力に圧倒される。

　田舎ものの俺は知らなかったのだが、桐白女子学園は、有名な由ゆい緒しよ正しいお嬢じよう様学校らしい。実際にその敷地に行くと納得だ。その校舎は緑の木々と高い塀へいによって隠され校門からも見えず、喧けん噪そうからまるで隔離されているかのよう。しかも全寮制で、生徒たちは外出許可をもらわなければ、外に出ることも許されないんだそうだ。だから下手へたすると、一日中待っても、三み嶋しま久く姫きが出てこない可能性もある。

　それにしても、あの今時の女子高生の代表みたいな三嶋久姫が通う学校とは思えないな。

　こうやって校門の前に立っていても、通るのは髪を染めていない、真面目まじめそうな女子ばかりだ。三嶋久姫みたいな垢あか抜けた女子よりも、チョコちゃんみたいな見た目の女の子が多い。

　まあ胸は別だけど。チョコちゃんほどの逸いつ材ざいはいないけど。

　でもそのおかげで、声を掛ける人は選別できそうではある。髪を染めたりと、おしゃれをしている女子に声を掛ければ、三み嶋しま久く姫きと親しい人の可能性が高そうだからだ。

　……さっきから、門衛さんにめっちゃ怪しまれているし、チャンスはそうなさそうだ。

　よし、今のうちに話しかけるセリフを決めておこう。「あの、すみません。俺は三嶋久姫の兄なんですが、彼女が今どこにいるか分かりますか？」なんてどうだ？　うん、無難だな。兄というのは思いっきり嘘うそだけど、これぐらいは許してもらおう。

　と、そんなことを考えている間に、軽くパーマを掛けた、化粧っ気のある女子が出てきた。よし、あの人なら三嶋久姫のことを知っているかもしれない。

「あの、すみません──」

「ひっ！　この人、原はら宿じゆくでイケメンロリコンと一いつ緒しよにいた変態！」

　まさかのそこ伏ふく線せん！

　この人、原宿にいた女子高生！　リョウによる被害者！

「変態？」「変態が出たですって？」「どこにでもいる顔のくせに変態！」

　ひい！　清せい楚そなお嬢じよう様たちに変態扱いされてる！　もっとも酷こくな状況！　なのにいつものことすぎて、もう全然ダメージ受けねえ。俺もはやアリスによって調教済み！

　でもそれはいいが、門衛さんがこっちに迫せまってきてる。それだけはどうにもならねえ！

　と、一旦出直すために、門衛に背を向け駆かけ出そうとしたのだが──

　ガシ！

「うお！」

　俺は門衛ではなく、被害者の女子に、後ろから身体からだを抱き留められてしまった。

　し、しまった、この子はそもそも、警察に通報するような行動的なタイプだった！

　頑張れば引き剥はがせないこともなさそうだが、すでにこちらに駆け寄ってきている門衛からは、もう逃げられそうもない。ジ・エンド。

　ロリコン停学の後、お嬢様学校侵入未遂か……。

「…………ふ、ふふ」

　──完全に終わった。

　俺の高校生活、完全に終わった。

「大丈夫ですか？」

　門衛が、女子高生に声を掛ける。

「大丈夫です。この人は、わたしの親戚です」

　……え？

「……そ、そうですか？　ですが先ほど、変態がどうのこうのと？」

「変態でどうしようもなくて顔が無個性ですが、わたしの親戚です」

　どうせならもっといいフォローをしてくれ！

　……で、でも庇かばってくれた？　どうして？

　捕らえていた身体からだを離し、女子高生は血走った目で俺を睨にらみ付ける。そうしたかと思うと、今度は胸ぐらを掴つかんだまま校舎内に連れ込み、高い塀へいのブロックに俺を押し付けた。

　ま、まさか門衛に引き渡すのだけじゃ物足りなくて、個人的制裁を⁉　仲間を呼んで、校舎内でお嬢じよう様による集団暴行⁉　お嬢様たちに弄もてあそばれる俺⁉　──という表現だと、ご褒ほう美びに聞こえなくもないが、冗談めかしてるような軽い事態じゃない！　マジでやばい！

「あなたたち、劇団『アリス』を捜さかしていたんです」

　血走ったままの目で、女子高生はそう口にする。

　この乱心を隠せぬ表情。やはりトラウマを植え付けた奴やつらへの報復を企くわだてていたとしか思えない……。

　そうして、女子高生は言った。

「あ、あの、メガネの人を、わたしに紹介してください！」

「────は？」

　しかも、どういうわけか、頬ほほを赤くしていた。

「え？　……あのさ……あのとき、話を聞いてなかったの？　あいつイケメンだけど、二次に限るが相当のロリコンだよ？　……ってさっきイケメンロリコンって口にしてたな……」

「うん、分かってます！」

　え？　新ジャンルロリコン男子萌もえ？

　説明を求める視線を向ける俺に、女子高生は恥はじらいながらも続ける。

「わたし、あの日、あまりのショックで、予定していた買い物をやめて、すぐに寮に帰ってお布団の中に入りました。カッコイイと思ってた人が、よく分からないキャラについて熱く語る姿が脳にこびり付いて、それを思い出す度に恐くて、がたがた震えました。布団の中で恐怖に震えながら丸まっているうちに、いつの間にか意識は薄れ、そのまま寝入りました」

「はあ……」

「夜中に目が覚めました。覚めた途端、あの人の姿が浮かび、こびり付いて離れませんでした。それから何日経っても、気が付いたら、あの人のことを思い浮かべていました。あの人のことしか考えられなくなっていました。寝ても覚めてもあの人の姿、あの人の姿、あの人の姿」

　かわいそうに、やっぱりリョウのあの様が、トラウマになってしまったんだ。

「いつまでもあの人を忘れられないわたし。そんなわたしを客観的に見たとき、ふと自分がどういう状況に陥おちいってるか気付いてしまったんです」

　女子高生は胸に両手を押し当てて、言う。




「もしかして、これって恋？」




　…………なに言ってんのこいつ？

「だってずっと、ずうーっと、あの人のこと考えているんですよ！　それに気付いて、またあの人の顔を思い浮かべると……ああ、やっぱり魅力的でした」

　浮かべた顔はイケメンだろうしね。

　…………ええ？　ちょ、ちょっと待って。

「俺、その突飛な論理展開にまったくついて行けてないんだけど」

「恋ってのは、突飛なものなんです！」

　全然納得できねえ理屈！　こいつ頭沸わいてる！

「わたし、あの人を更生させてあげたい！　ロリコンを直してあげたい！　そのためには、わたしに惚ほれさせるのが一番です！　一石二鳥ってやつですねっ！」

「……病気だ」

「ええ、恋の病やまいです」

　いえ、変の病です。

　うわあ……もう、俺の周りにまともな人間はいないのか！　ヒロインになりそうもないサブキャラまで変態ばっかりか！　おかげでアリスって割とまともなんじゃないかと思えてきた！

「というわけで、紹介してください。せめて連絡先を教えてください！」

「いやいや、人の電話番号を勝手に教えるわけには……」

「あなたは友人を更生させたくないんですか！　人でなし！」

　ロリコンに惚れている変態女に人でなし呼ばわり！　傷付いた！

「わたしの恋のエネルギーがあれば、性せい癖へきぐらい変わると思いませんか！」

　……なにこの迫力……。確かにこれぐらいのパワーがあれば、リョウのなにかが変わるかもしれない。良い意味か悪い意味かは分からないけど。

　なんかもう一周回って、リョウは彼女に任せるのが一番の気がしてきた。

「……わ、分かった教えるよ」

「やった！　これであのイケメンはわたしの傀かい儡らい！」

　か、傀儡って！　すまん、リョウ！　どうやら一時の気の迷いでお前の身柄を売ってしまったようだ！　でも発言を取り消したら、めんどいことになるのは分かりきってるので、もうケータイの番号は教えちゃう！　恋する乙女を止めるの無理！

　……おお、そうだ。

　どうせなら、この期を利用してしまえ！

「教えてあげてもいいけど、交換条件がある」

「な、なんですか？　殺人ですか！」

　ちげえよ！　頼んだらする気かよ！　この女、マジでこえーよ！

　ずい、と迫せまってくる恋する乙女に、完全に怯ひるみつつも、俺は言った。

「知っていたら、三み嶋しま久く姫きの電話番号を教えてくれ」
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『うっす。あんた誰～？　は？　…………あーあー、あのときいたチョコのカレシね。あれ？　番号教えたっけ？　…………なにそれ？　嘘うそでしょ怪しいなあ……んー、まあいいか。……で、なに用よなに用？　…………ふうん、そっか。ま、そうだと思ったけどね。別にいいよ。チョコとの関係についていくらでも話すよ。……あれからどうしてんのチョコ？　へ？　学校休んでる？　マジで？　うんにゃ、予想してなかった。意外だよ。中学時代もちゃんと欠かさず学校に通ってたしね。で、いつ会う？　……あたしは、ちょっと待って、今手帳見っから。……ええと、ああ、明日もあさっても無理だわ。友達と遊ぶ用事あるわ。そうねえ、月曜の放課後でいい？　あんたのためにチア部サボってやんよ。感謝しろよー』

　恋する乙女は俺の見込み通り、三み嶋しま久く姫きの電話番号を知っていた。リョウにはこれから苦難が待ち受けているだろうが、強く生きてくれ。まあその苦難は俺が招いたんだけど。

　んで、聞いた番号に掛けてみたら、このように割とあっさり、三嶋久姫とコンタクトを取ることに成功した。

　それにしても、三嶋久姫すげーな。知らない番号から掛かってきていきなり「うっす。あんた誰？」と来たよ。しかも分かった後も、一度ちらっと喋しやべっただけの俺に対して、この馴なれ馴れしさだよ。俺が快く思っていないことも知ってるだろうに。

　──チョコちゃんと仲良くできるわけねえな、これは。

　とにかく俺は、月曜の放課後５時に、場所は喫茶店『ノアール』で、三嶋久姫と待ち合わせをすることになった。あれだ。レイ部長が入るのがきついと言っていた、白しら波なみ瀬せチェーンの、オシャレなカフェだ。

「──よし！」

　絶対今回のやり取りの中で、チョコちゃんが戻ってくるための手がかりを掴つかんでやる。




　そして、その日。

　俺はキャラメルマキアート、グランデサイズを頼んで、一人で待っていた。

　それにしても──

「…………あいつ、おっせえ…………」

　場所も時間もあっちが指定したってのに、もう６時近くだぞ。部活を休むんじゃなかったのか？　ったく、ここでチアのユニフォーム着せて練習させるぞあの女め！

　しかもこの店、レイ部長が引け目を感じるだけあって、なにかとオシャレぶっている。店員もやけに美男美女が多い。くそ、明らかに機能性よりデザインを重視したこのスチールの椅い子すのせいで、お尻しりが痛いぜ。さすが白波瀬チェーンだ。弱者に優しくない仕様だな。（勝手な白波瀬グループのイメージ）

「うっす、お待たせー」

　俺の怒いかりもそろそろ臨界点ってときに、ようやく三み嶋しま久く姫きはやってきた。「確かに待ったぜ」と言ってやりたかったが、チョコちゃんの話が聞けるせっかくの機会で、無む駄だに機き嫌げんを損そこねて帰られるわけにはいかないので、その言葉は呑のみ込むことにする。

　三嶋久姫は、トレイを置いて、俺の正面に座る。

「…………」

「ん？　あたしをじっと見てどったの？」

　いや、分かるだろ。遅れたことに対する謝罪の言葉を待ってるんだよ。

「ち、あたしがニキビをファンデで塗り隠してることに気付いたか」

　気付いてねえよ！　どうでもいいよ！

　三嶋久姫はそれだけ言うと、やけに甘そうなコーヒーをストローで飲み始めた。どうやら謝罪をする気はないらしい。

　…………まあ、俺はそんな気にしないからいいけどさ。でもやっぱり、こういう自己中な女だからチョコちゃんを苦しめているんだろうな。

　しかし、改めてこうして見ても、華はなやかな女の子ではある。これなら難なくスクールカーストの頂点にも立つだろう。……はっきり言おう。外見はかわいい。クラスの女子にも、似たような制服の着こなしやメイクの人がいるが、三嶋久姫の方が全然様になってる。

　まあ……高校生でこれだけのばっちりメイクの女の子は、俺は好みじゃないけどな。

「あ、そだ。見てみて！　ここ来る前にネイルサロン行って、爪ジェルってもらったの。かわいい？」

　ジェルネイルって、男からすれば心底どうでもいいよな。

「…………おお、うん、かわいいね」

　でも、そんなこと言えるわけないから、とりあえず機嫌を取ってみるよね！

「ほんと？　やった」

　無む邪じや気きに笑う三嶋久姫。

　……こういうところは、その、悪くない。

「…………ん？」

　待てよ？　ここに来る前にネイルサロンだとお……？

「……あのさ、集合時間５時って言ってたよね？　それなのに爪を……？」

「え？」

　ストローをくわえながらポカンとする三嶋久姫。

　俺の言ってる意味が分かったのか、「あー」とうめいて頷うなずく。

　俺の頭になぜかポンと手を置く。

「どんまーい」

　どんまい⁉　それでも謝罪じゃねえの！

　く、くそ……怒いかりよ治まれ……チョコちゃんについて聞き出せるまで落ち着け……！

「はー、あたし人見知りだから、こうやって男と二人とかマジ緊張するー」

　嘘うそ吐つけテメエ！　お前が人見知りだったら、俺でも対人恐怖症だわ！　チョコちゃんに至っては────該がい当とうする病名が酷ひどすぎて泣けてきた。

　三み嶋しま久く姫きのケータイが震え、彼女は手にとってメールを打ち始める。

「ねえねえ、あんたさ、チョコのカレシなんしょ？」

　ケータイの画面を見たまま、そんなことを聞いてきた。

「あ、いや…………」

「まさかもう、チョコとぽいぽいぽいぽぽいぽいぽぴっちゃったりしてんの？」

　…………なんだその新言語は！　最近の女子高生の乱れた日本語にはついていけない！　俺も最近の男子高校生だけど！

「……意味を教えてください」

「ぽいぽいぴのこと？　あたしもよく知らない」

　えええええええ！

「ニュアンスでなんとなく分かるっしょ！」

　ひぃ、なんなのこの子！　これがＪＫなの⁉　俺が接してきた女子高生たち（ポジティ部メンツ）は偽ＪＫだったの⁉

　……振り回されてばかりじゃダメだ。ちゃんと本題に入らなくては。

　そうだ。まずはずっと勘違いされてることを、訂正しとこう。

「あのさ、そもそも俺、チョコちゃんのカレシじゃないんだけど」

「そうなん？　でも好きなんしょ？」

　相変わらず俺を見ずに、ケータイのメールを打ちながら、そんなことを言ってくる。

「え？　す、好きって──」

　不意打ちの発言に赤くなる俺。

　狼ろう狽ばいする声を上げた俺を、ちらりと見てニヤニヤする三嶋久姫。

「わ、真っ赤になってる、かわゆす」

「う、うっさいわ！　と、とにかくカレシじゃ──」

「好きなら、似たようなもんじゃね？　時間の問題でしょ」

　ええ！　この世には片思いって概念があるんですけど！

　……でもたぶんこの人、好きになった人はほぼ振り向かせられるんだろうな……。好きになったら付き合えるって疑ってねえ、そんな空気がプンプンするぜ。これが本物のリア充か。

　こりゃ、チョコちゃんと、価値観が真逆だな……。

　合うわけない。

　相あい容いれるわけない。

　そりゃ──『いじめ』にも発展するかもしれない。

　……そうだ。この馴なれ馴れしさについ油断してしまったが、まだ彼女に心を許しちゃいけない。チョコちゃんがこれだけ苦しんでいる原因は、間違いなくこの人なんだから。

　そう──

　三み嶋しま久く姫きは──『敵』だ。

「三嶋さん、聞かなきゃいけないことがあるんだけど、いいかな？」

「なあにー？　あ、クッキーでいいよ」

「いや、ごめん。三嶋さんのままでいかせて」

　そんな馴れ馴れしく呼ぶわけにはいかない。

　三嶋久姫は、意外にもそんな俺の様子をちゃんとくみ取り、いじっていたケータイを置いて、俺を見み据すえた。

　そして、挑発的にも取れる、いたずらな笑えみを浮かべる。

「質問の続きをどーぞ」

「ああ」

　俺は小さく息を吐はき、気を入れ直して、尋たずねる。

「俺は、チョコちゃんと三嶋さんとの間に、『いじめ』があったんじゃないかと思ってる。それは当たってる？」

「うん」

　驚くほどあっさり認めた。

　その態度に調子が狂う。正直、チョコちゃんへの『いじめ』を認められたら、どんなに感情を抑えようとしても、俺は怒いかり狂ってしまうんじゃないかと思ってた。でも、ここまであっさりと言われたら、感情はどうしてもうまく動かない。戸惑ってしまう。

　え、ええと……とりあえず続きを聞こう。

「……どうしてそんなことを？」

「それはチョコに聞いてよ。あたしは分かんなーい」

　軽薄な態度。

「……そ、んなわけないだろ！　自分のことだろ！」

「ま、当事者ではあるよね」

　どうでもいいと言わんばかりにストローをくわえた。

　さすがに戸惑いは消えて、怒りが湧わいてきた。

「なんだよその言い方！　チョコちゃんを傷付けたことを、なんでそんな平然と言えるんだよ！」

「分かってて誤解させたんだけどさー」

　そんな俺を見て、ますますニヤニヤさせながら、三み嶋しま久く姫きは言った。




「いじめられてたの、あたしの方」




「──────────────」

　そんなセリフに、俺の言葉が出るはずもない。

　絶句もする。

　俺はあまりの不意打ちに、続く言葉が出なくて、バカみたいに口をパクパク開くことしかできない。

「あはは！　面白いぐらい、あたしの思惑通りのリアクションじゃん！　かわいー」

「な！　バ、バカにするなよ！」

「してない。それから、ちゃんと事実」

　三嶋久姫は、言った。

「あたし三嶋久姫を、チョコこと黛まゆずみ千ち代よ子こが、いじめてたんだよ」

　いつの間にか、浮かべていた軽薄な笑えみは、引きつったものに変わっていた。おかげで、この発言にリアリティが出る。

　──チョコちゃんがこのいかにもリア充なこの女をいじめていた？　はは……アホか、デタラメにもほどがある。

　でも、じゃあ三嶋久姫のこの表情はなんだ？　演技でできるはずもない、この笑みはなんだ？

「ま、率先していじめてたわけじゃないけどね。でも、あたしをいじめてたグループの中にあいつはいた。チョコはあたしへのいじめを止めなかった。黒板にビッチだの援交してるだの書かれてるの見ても消さなかったし、あたしの上履きが焼却炉に放り込まれてるのを見ても止めなかった。あいつはかよわーい、あたしをいじめてたの」

　そして、その引きつった笑え顔がおのまま、吐はき捨てる。




「その少し前まで、親友だって、言ってたくせに」




　──親友？

　三嶋久姫は、チョコちゃんの親友だった？

　にわかには信じられない。二人の性格は違いすぎる。でも、その言葉の重みの中に、嘘うそが見えない。

　そうなると、これは事実……？

『あいつ、あんたも裏切るよ』

　この言葉は、こういう意味だってのか？

「でも──」

　信じられるわけがない。

　だって俺は、チョコちゃんがどういう人となりか知っている。チョコちゃんの優しさを知っている。

　だから、チョコちゃんがいじめに加担していたなんて信じられない。チョコちゃんが友達を裏切ったなんて信じられない。そんなの……三み嶋しま久く姫きの思い違いとしか思えない。

「いじめなんて、チョコちゃんがするわけない……」

「そう？　じゃああんた、チョコがいじめを目撃して、止めると思う？」

「え？」

　俺は想像してみる。友達がいじめられているのを見て、果か敢かんにそれを止めようと勇気を出すチョコちゃんの姿。

　それは──

　それは──残念だけど、想像できなかった。

「次。例えばあんたが、誰それが大嫌いで、チョコにそいつを無視するよう指示したら、チョコはやめろと言える？　その指示に従わない？　間違ってるって指摘してくれる？　無視だけに留まらないぐらいエスカレートしたとき、チョコはあんたを止めてくれる？」

「…………う」

　俺は、分かってしまう。

　チョコちゃんは、それをできない。

　そして、見えてきてしまう。

　チョコちゃんが三嶋久姫のいじめに協力する構造が、見えてきてしまう。

「想像できた顔だね」

「……い、いや……まだだよ。俺には、三嶋さんがいじめの対象になる想像ができないし」

「あー、まあね。基本あたし、女子の中心だしね。基本つーか常にか。別にそういう風になりたくて努力したわけじゃなくてさ、勝手になっちゃうんだよね。輪の中心に。宿命ってやつ？」

「……じゃあどうしてイジメを？」

「きっかけを言うとさ、あたしに男を取られたと思い込んだ、女の嫉しつ妬とが発端だったみたい。モテモテなあたしに、鬱うつ憤ぷん溜たまってる人が多かったらしくて、下げ克こく上じよう的なことが起きたわけ。あたし相手でも、孤立させれば勝てるって思ったみたいね。裏であたしの悪口を言いふらして、味方を増やして、あたしをみんなの敵に仕立て上げたみたいよ。女の世界って恐いねー。中学生でも、裏でそういう工作があるんだもんね。────ま、そいつらは潰つぷして、またあたしは二ヶ月でクラスの中心に返り咲いたけど」

　不吉な単語。

「……潰つぶした？」

「具体的に聞きたい？　結構エグいけど？　やられ方がやられ方だからさ、手段を選ぶ必要ないよね？　バカだよねあいつら、あたしを敵に回すなんて」

　三み嶋しま久く姫きは平然とした様子で露ろ悪あく的に話す。けれど、その強がった態度が逆に、彼女がいまだに傷付いていることを俺に分からせた。

　三嶋久姫はきっと本当にエグいことをしたんだろう。そうでなきゃクラスの中心に再び戻るなんて離れ業わざはできない。正直、そんな話聞きたくない。

　でも、これだけは、聞かなきゃいけない。

「…………チョコちゃんも？」

「ん？」

「チョコちゃんも、酷ひどい目に遭わせたのか？」

　まだ心配するのかと呆あきれるように苦笑をして、三嶋久姫は言った。

「……安心して。首しゆ謀ぼう者しやほどじゃないよ。ま、無視しただけだね」




「クラスメイト全員で、一年半ほど──だけど」




　そんなことだろうと思った。

　それがきっと、チョコちゃんが今の自じ虐ぎやく的性格になってしまった大きな理由。一年半も無視され続ける学園生活が続けば、そりゃ性格も歪ゆがむ。

　三嶋久姫はチョコちゃんに裏切られ、いじめられたと言っているけど、それだけじゃなかった。きっかけはともかく、やっぱりチョコちゃんをいじめてもいた。

「…………親友だったんじゃないのか？　なのに、そこまで苦しめなくたって──」

「裏切った人が親友？　あはは、ありえんし。親友だったと思ってたのは、あたしだけじゃん。チョコはただ、親友のふりをして、あたしのことを利用してただけ。そんな奴やつに、クラスメイトをけしかけて、集団無視するぐらいしてなにが悪いの？　むしろあたし甘くね？　ハチミツ並みの甘さじゃね？」

「なんでチョコちゃんが三嶋さんを利用する必要があるんだよ。なんのメリットがあるんだ」

「メリットなんてありまくりだし。あたしが、クラスの中心だってことは言ったっしょ？　だからさ、あたしと付き合うとそれだけで友達がいっぱいできるんさ。あたしの親友なんて、それだけで相当のステータスになるってこと」

　チョコちゃんは、そのために親友だと偽いつわった、と……？

「でもあたしがいじめの標的にされたとき、あたしは一時的にそのステータスを失った。だから、親友でいるメリットがなくなったわけ。それどころか一いつ緒しよにいじめられるかもしれなくなっちゃったわけ。だから鞍くら替がえをしたんだろうね。チョコは次にメリットがある女……あたしをいじめていた女に付いた。あの女に気に入られるために、いじめに加担したんだ」

「それは……飛ひ躍やくしすぎじゃないの？」

「そう？　ま、百歩譲ゆずってそうだとしても、チョコがあたしから離れて、あの女に付いたのは事実なんさ。そんなことを親友にする？　ありえなくね？」

「……まあ」

「そうでしょ？　それどころか助けるのが普通だっつの。立場が逆だったら、あたし絶対チョコを助けたって。でもチョコは、親友だって言ったはずのあたしを、助けたりしなかった。それどころか追いつめた。チョコの性格がどうこうなんて関係ないよそれは。本気で親友って思ってたら、誰だって助けようとする。そうでしょ？　それをしないってことは、結局、上っ面つらで親友って言ってただけなんだよ。ていうかたぶんね、あいつに親友なんて作れやしないんだ。あいつはいつも『自分はブス』『自分はバカ』『自分はつまらない』だの、自分のことしか考えてないんだから。ホント自己中！」

　一気にまくしたてる三み嶋しま久く姫き。

　声は徐々に大きくなり、怒ど気きを孕はらんでいる。

　初めにニヤニヤすることで必死に抑えていた感情は、もはや全然隠し切れていない。

「誰が、そんな奴やつ、許せんの？　あんた許せる？　だとしたら聖人だね。神になれ神に！」

　口を大きく歪ゆがませて、髪を掻むきむしる。

「……って、あたし必死すぎだし、ああもう！」

　八つ当たりするようストローを噛かんで、押し黙だまる。

　でも拳こぶしの震えは止まらない。

　一度自覚した、感情の濁だく流りゆうは治まらない。

　だから、また口を開く。

「あたしさ……あたしさ、チョコもあたしのこと好きでいてくれてるって、そう思ってた。でもチョコが好きだったのは、あたしそのものじゃなくて、あたしが持ってるステータスだったんだ。あたしといることで得られる地位だったんだ。あたし、人を見る目はあるつもりだったのに、チョコのそういうこと見抜けなくて……見抜けなくてさ！」

　もう言葉は止まらない。

「ああもう！　やっぱりもうダメ！　治まんない！　むかつくむかつくむかつくむかつく！」

　言って、テーブルをドンドンと叩たたき始めた。

　当然、視線が集まっている。

「み、三嶋さん、静かに────」

　言いかけた言葉は、思わず止まった。

「なんで！」

　三嶋久姫のその目に涙が浮かんでいたから。




「なんでチョコ、あたしのこと好きじゃなかったわけ……！」




　三み嶋しま久く姫きは涙を浮かべた瞳ひとみで、俺を睨にらみ付ける。

「酷ひどくない？　あたしの気持ち、一方通行だったん？　そんなことありえんし！　あたしだよ！　みんなが大好きなあたしがなんで！　なんで！　チョコごときに裏切られんの！」

　叫さけんで、

　とうとう、涙が零こぼれた。
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　流れ出したら、止まらなかった。

　──なんだよ、それ？

　もしかして、三嶋久姫がチョコちゃんにあれだけきつく当たったのは、自分をいじめたことを恨うらんでいるからじゃなくて──

　──大好きだったチョコちゃんが、自分のことを好きじゃなかったことが、どうしても許せなかったからだったのか……？

　だとしたら、これは？

　これはどういう話になる？

「う、ぐぅうう…………」

　涙を流す三み嶋しま久く姫きに、声を掛けられない。

　俺は、『敵』である三嶋久姫を、慰なぐさめるべきかも分からない。

　いや。

　そもそも本当に、三嶋久姫は『敵』なんだろうか？　こんな風に涙を流せる人が、本当に『敵』なんだろうか？

「────」

　三嶋久姫は、腕で乱暴に涙を拭ぬぐっていた。

　なにも言えないでいる俺を、赤い目で睨にらみ付ける。

「ティッシュ！」

「……え？」

「乙女の涙が見えんの⁉　気が利かなすぎだし！」

「お、おう」

　と、バッグの中を見たが、ポケットティッシュは見つからない。しょうがないから、ハンカチを差し出す。

「ちーん」

　げえ！　まったく遠えん慮りよせずに鼻をかみやがった！

「あんがと」

　げええ！　鼻水まみれのハンカチを平然と返してきやがった！　なんという女だこいつは……！

　俺はハンカチの端っこの方を持って、鞄かばんの中にたまたま入っていたスーパーのビニール袋の中に突っ込んだ。

「……はあ、鼻かんだら落ち着いたわ」

「人のハンカチで鼻をかんで、なにが乙女だよ」

　思わず愚ぐ痴ちる俺。

「あんだって？　乙女の聖水を付けられたぐらいで文句言うなし」

「しかもその乙女はアイシャドーが落ちて、目の下が黒くなって、グロテスクな顔になってるし」

「え？　マ、マジ？」

　鏡を取り出し、覗のぞき込む三嶋久姫。

「うわ、これは……！　あたしほどの素材でもフォローできない域！」

　乙女は自分の目元を、左手で覆い隠した。

「……ち、違うし。これは場を和なごませるために、敢あえてギャグでしただけだし」

　いいけど、そうやって手で目元を隠してると、素人しろうともののエロ写真みたいだぞ。

　と、俺、いつの間にか三嶋久姫に、ツッコミを入れてるな……。

　完全に気が抜けていた自分に、思わず苦笑する。

　それを見た三み嶋しま久く姫きも、左手で目元を隠すのをやめ、口元を弛ゆるめていた。

　……なんだ。この態度を見ると、もしかして緊張していたっていうのは、案外本当なのかもしれないな。

「いいの？　そんな油断しまくりんぐな顔しちゃって？　あたし、あんたにとって、チョコを苦しめるにっくきカタキじゃないの？」

「いや……正直、そうなのか分からなくなってきた」

「……そ。でも、あたしが、チョコを憎にくんでるのは変わらないし。チョコがあたしを憎んでるのも変わらない。それだけのことを、お互いしちゃった」

「本当にそう思ってる？」

「え？」

「チョコちゃんが、三嶋さんを憎んでると思う？　三嶋さんは──チョコちゃんの親友だった三嶋さんは、チョコちゃんがどういう性格か分かってるんじゃないの？　チョコちゃんは、他人を憎めないよ」

「────それは、」

　三嶋久姫は、言葉を詰まらせる。

　そう、勘違いで首を絞しめてきた初対面のレイ部長さえ、あっさりと許してしまうのがチョコちゃんなんだ。かなりのことをしたとはいえ、十分に事情があった三嶋久姫を憎むわけがない。

「それにやっぱり三嶋さんは誤解してると思う。あの人付き合いが下手へたすぎてどうしようもないチョコちゃんが、三嶋さんを利用するためだけに仲良くできるわけもない。まして鞍くら替がえなんか、できるわけがない。そんなことができるぐらいなら、もっとうまくやってるよ。だからチョコちゃんはきっと……なにか事情があって、三嶋さんと離れることしかできなかっただけだ」

「……じ、事情ってなによ？」

「三嶋さんが知らないなら、俺が知るわけないだろ。……でも、今の返答で分かった。三嶋さんも、そのときのことを全然把握してない。……そうだよ、さっきから聞いてたら、チョコちゃんの行動に対して推測ばっかりだ。裏切ったって確証が本当にあるのかよ？」

「…………う」

　三嶋久姫は、押し黙だまる。

　そのまま爪を噛かんで、青ざめている。

　……本当、素直な人だよな。自分の思い込みだったかもしれないって、ものすごく不安になってるのが丸わかりだ。

　そんな様子を見て、ようやく結論が出た。

　そう──三嶋久姫は『敵』じゃない。

　もちろん、チョコちゃんがあそこまでネガティブになった『原因』ではあるんだろう。

　でも、『敵』ならあんな風に、真っ黒のパンダみたいな目になるまで、本気でチョコちゃんのことで涙できるわけがない。




　だから、こんなことになってしまったのは──

　三み嶋しま久く姫きとチョコちゃんの関係が壊れてしまったのは──

　チョコちゃんが今、俺や、ポジティ部のみんなから離れようとしているのは──

　──そう、他でもない『　　　　　　』のせいだ。




「なあ、クッキー」

「なんよ？　……って、あんた今、あたしのこと、クッキーって」

　不意を突かれたせいか、わずかに赤面するクッキー。

　……ま、気にしないで、続きを言おう。

「一いつ緒しよにさ」

　こいつがしたいことは分かっているつもりだ。でも、自分からそれを言えるわけがない。集団無視までけしかけた自分が、そんなことをしたいだなんて言えないからだ。

「一緒に、チョコちゃんに、話を聞きに行かないか？」

　でも本心では、クッキーはチョコちゃんと、仲直りがしたいと思っているはずだ。

　クッキーは一いつ瞬しゆんだけ口元を弛ゆるめ──だけど誘惑を断たち切るみたいに、首を何回も横に振る。

「……そ、そんなの今いま更さら無理に決まってんしょ？　あんたはあたしたちを仲直りさせたいのかもしんないけど、あたしたちはとっくに終わってるし。チョコがあたしを憎にくんでないにしても、あたしがチョコを憎んでるし。別にあたし友達いっぱいいるから、今更チョコにこだわる必要なんてないし。それからそれから──」

　ごちゃごちゃ、うっせえ。

　つーか、あれ？　色々整理できたからこそ、こいつに腹が立ってきたぞ。遅刻するわ、ハンカチで鼻をかむわ、傲ごう慢まんだわ、うるさいわ……チョコちゃんを自己中だなんだ言ってるがよく考えたらそれはお前もだろうが！　俺がアリス以外でわがままを許すと思うなよ！　俺は女に従わない男、パクメンなんだよ！

　言い訳ばっか言ってねえで、仲直りしたいんなら、素直になれ！

　そして、もう泣いたりすんな！

「いいから来いよ」

　俺はさっき、スーパーの袋に入れたハンカチを、クッキーの顔に押し付けた。

「……へ？」

　もち、そのハンカチは鼻汁まみれだ。

「……ひ！　ぎゃああああ！　鼻水が付いたハンカチを顔に押し付けるなああああ！」

「はあ？　乙女の聖水なんだろ我が慢まんしろや‼」

「ありえんし！　かわゆい女の子にこの所行とかマジありえんし！」

「うっせえ！　なにがかわゆい女の子だこのアマがああ！　いじめられてた？　はあ？　倍返ししといて偉えらそうに主張すんなクソが！　お前はたくましく生きてるが、チョコちゃんは暗い青春を過ごしてんじゃねえかアホかあああ！　事情も聞かねえで追いつめやがって！　チョコちゃんが俺から離れたのもお前のせいだ！　返せ！　俺の手元にチョコマシュマロを返せ！　あの中には夢と希望と欲望が詰まってるんだ分かったか貴様ああああ‼」

「ひ！　聖水付きハンカチを口の中に押し込めるのだけはやめてええええ！」

「ちなみにさっきトイレの後、このハンカチ使ったからな！」

「鬼き畜ちく！　歪ゆがんだ性せい癖へき！　ぎゃあああ本当に口に入れ……ふがふがあああ‼」

　白目を剥むくクッキー。

　…………しまった、ちょっと興奮した。俺の性癖は歪んでいたらしい。

　まあ、これで俺の気はとりあえず晴れた。変なわだかまりもなくなった。

「チョコちゃんに話を聞きに行くだろ？」

　白目クッキーは、口からハンカチをゆっくり取り出す。ベタベタしてるのが唾液なのか鼻水なのか分からない。……なにこの光景、グロい。

　黒目が戻ったクッキーは、俺を、ギリ、と睨にらみ付ける。

　……ええと、やりすぎたかな……？　やばいな……俺もエグい仕返しされるかも……。後先考えなさすぎたかも……。

　かと思いきや、クッキーはだらしなく口元を弛ゆるませた。

「はい。変な意地を張らずについていきます」

　あれ？　わざとらしいが敬語？　意外にも従順？

「…………新事実。あたし、強引にされるの、結構好きかもしれない」

　どうやらクッキーはパクメンすぎる俺に惚ほれてしまったようだ。

　……いや、ないわ。鼻水押し付けられて惚れるのはないわ。そうだとしても、残念だが俺には先約にチョコちゃんとアリスがいるぜ！　……ん？　……ああ！　違う違う！　アリスは関係ない間違えた！　間違えたんだってば！

　──と、とにかく俺は、倒すべき『敵』がようやく分かった。

　いや『敵』という言い方は大げさかもしれない。でも俺と、クッキーと、それからポジティ部のみんなが、どうにかしなきゃいけないのはソレなんだ。よくよく考えたら、ものすごく当たり前すぎることだけど、はっきりと分かった。

　俺の『敵』は──黛千代子だ。

　そして、俺がぶっ壊すべきなのは、たった一つ。

　──チョコちゃんのネガティブな性格だ。
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　元親友のクッキーは、チョコちゃんの住所も家の電話番号も当然知っていた。喫茶店からそのまま、チョコちゃんの実家に向かう。

　ようやく──

　これでようやく──俺はチョコちゃんの元までたどり着ける。

　ちなみにクッキーは、「い、家に乗り込む⁉　絶対無理だし！　超苦行だし！　あ、あんたがまずチョコにあたしの話をしてからだし！　それじゃないと協力しない！」と強固に拒否したので、俺は現在一人だ。

　おかげで俺は、勝手に住所を調べたクラスメイトの実家に、一人押しかける羽目になった。この状況、どう見てもストーカーです。本当にありがとうございました。これでチョコちゃんが本当に俺を嫌ってたら、訴えられても文句を言えないレベルです。

　まあ、だからってもう、引き返す気なんてないけれど。

「ここか……」

『黛まゆずみ』と書かれた表札がある、一軒家を見つけた。この家がチョコちゃんの実家だろう。

「これは、また──」

　立派な家だ。どこぞのモデルハウスにされていてもおかしくない、三階建ての白い一軒家。

　母親の趣味なのか、庭のガーデニングの凝りようがすごい。きれいな緑色の芝しば生ふが敷き詰められ、白、黄色、ピンクの花がきれいに彩られている。特に赤いバラと緑のツルが巻き付いているガーデンアーチは、明るいときにもう一度見てみたいほど立派だ。

　……まったくアリスといい、クッキーといい（こいつもどこぞの社長令れい嬢じようらしい）、俺の周りには裕福な奴やつしかいないのかよ。でもあの高層マンションに比べれば、こんな家たいしたことないな。気き後おくれすることもない。余裕すぎる。楽勝。ちゃっちゃとチャイムを鳴らすか。

　チャイムへと指を伸ばす。

　──カツン。

「…………」

　震えすぎて、チャイムの大きなボタンが押せなかった。

　しかも、よく見たら、指まで汗で濡ぬれていた。

「……う、うう」

　やっぱりきついよ！　実は本当に嫌われたらどうしよう！

　そもそも俺、どうやってチョコちゃんをポジティ部に戻ってくるよう、説得する気なんだ？どうせ『俺たちはチョコちゃんが大好きだよ』とか言うよな！　それって、実家に乗り込んでの告白とさして変わらなくね⁉　ハードルが高すぎる！

「…………ってか」

　──告白、か。

　下手へたするとそういう流れになってもおかしくないよな？　よくよく考えたことなかったけど、俺のチョコちゃんを好きな気持ちって、いわゆるラブ的な感情なのか？　もちろん好きだし、かわいいと思うし、おっぱいも大きいからエロいこともしたい。

「じゃあ俺は……」

　──チョコちゃんと付き合いたいのか？

　でも、女の子と付き合うって……どういうことなんだ？　デートして、ちゅーして、おっぱい揉もめばいいのか？　それは……まあしたいけど、そういうことじゃないよな？　それだけなら、チョコちゃんじゃなくてもいいよな？

　だけど、このまま友達でいられれば幸せだ──っていうのは、たぶん本音じゃない。

　なら、こうして気持ちが煮え切らないのは、女の子と付き合ったことないから、抵抗心があるだけ？　……いや、それも違う気がする。

　俺、こんな気持ちが曖あい昧まいなままで、チョコちゃんのうちへ乗り込んでいいのか？　ちゃんとチョコちゃんを説得できるのか……？

「────」

　首を振る。

　──ええい、戸惑ってる場合か！

　ポジティ部にチョコちゃんを連れ戻したいっていう俺の気持ちは間違いないんだ！　だからそれでいいだろ！

　俺はそうやって、自分の気持ちに答えを出すのを、先延ばしにした。




　後々の結論から言えば──

　──それが、失敗だった。

　でもこのときの俺は、そんなことを分かりようもなかった。

　俺はただ、心を決めて、緊張で震えながらチャイムを鳴らした。
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　俺の緊張をよそに、チョコちゃんの母親は、俺をあっさりと招き入れてくれた。

　どうもチョコちゃんの母親も、学校に行こうとしない娘にほとほと困っていたようで、事情を話すとむしろ歓迎さえしてくれたのだ。父親と兄も家にいるみたいが（ていうかチョコちゃん兄貴いるのかよ！　妹かよ！　本人から一言も聞いてねえ！）、気まずいのか、俺の前には現れなかった。

　チョコちゃんがあんな性格だし、どんな親が出てくるかと思っていたのだが、母親は美人で優しそうだし、父親は（話を聞く限り）娘を大切にしてくれていそうな感じだ。家庭がまともだってことは、家の中を見るだけでもなんとなく分かる。この家には、どこか家庭的な温かい雰ふん囲い気きがある。少なくとも白しら波なみ瀬せ家に入ったときに感じたような、無機質さや気持ち悪さはない。……いやまああの家も、今となっては、俺の恐怖心とか、嫌けん悪お感が、そう思わせてただけかもしれないって思うけど。

　そんなことを考えている俺をよそに、チョコちゃんの母親は三階の部屋の前まで案内してくれた。『チョコの部屋』と木のプレートが掛けられた部屋。

「チヨちゃん、あなたのために、岩いわ下したさんが来てくださったわよ」

　──ガタン！　かさかさごそごそ！

　……なんだ今の音……？　慌あわてすぎだろ……。

　だけど、音がするだけで、返事はない。

「はあ……。チヨちゃんってば引きこもって、今みたいに喋しやべろうとしないのよ。……最近はわたしたちの言うことを聞いてくれないし。本当しょうがないわよねえ」

　と、全然困った様子に見えない笑え顔がおで言うチョコちゃんの母親。この笑顔、チョコちゃんのとりあえず笑っとく笑顔にそっくりだな。さすが親子。胸のサイズも親子！　あなたの遺伝子をありがとう！

「きっとチヨぐらいの年頃だと、あなたみたいな友達が言ってくれた方がちゃんと聞いてくれるんでしょうね。なので、よろしく頼むわね」

　そう言ってチョコちゃんの母親は階段を下りて、俺を一人にした。

　簡単に信頼されたな……。友達とは言ったが、あくまで自称だぞ。異性のクラスメイトを簡単に部屋に入れていいのか？

　──まあ、俺にとっては好都合だからいいんだけどさ。

　俺は、ふぅ……と一度大きく息を吐はき、ノックする。

「チョコちゃん、入るよ」

「……………………ぅぅうううう」

　どんな声を出してるんだ。縄なわ張ばりに入られそうな獣けものか。

　でも、そんな声を出したって怯ひるんだりしねえぞ。

「開けるよ」

　宣言して、俺はドアを開ける。

　すぐに目に入ったのは、散乱しているマンガやゲーム機。引きこもっていたせいか、カップ麺めんの空容器まである。ぬいぐるみや香水なんかの女の子らしいものはあるものの、基本的にはあまりしゃれっ気がなく、統一感もなく、ただただ乱雑としている。俺の実家の部屋と大差ない。

　……なんてこった……全然かわいい部屋じゃない。

　そんなとっ散らかった部屋のベッドの上で、チョコちゃんは毛布の中で丸まっていた。

　毛布チョコまんじゅう状態。

　……なんのつもりだよあれ？　あんなんでこの場を逃れられると思ってんの？

「チョコちゃん」

「……………………」

　返事をしない。

「チョコちゃんってば！」

「……………………」

　返事をしないどころか、剥はぎ取られないように、毛布をしっかりと握りしめられた。

　イラッ☆

　そりゃさ！　俺は勝手に来ただけだよ！　迷惑かもしんねえよ！　でも、心配でやってきた人に対して、顔さえ見せないつもりかよ！

　くそ！　こんな毛布剥ぎ取ってやる！

「う、い、いやあ！　いやあああ！」

「こ、こら、ベッドの上で暴れながら悲鳴を上げんな！　誤解される！」

　言ったら、律りち儀ぎに黙だまるチョコちゃん。そういう素直なところは相変わらず。

　そんな調子でしばらく無言で毛布の引っ張り合いをしていたが、いつまでも粘ねばれるわけもなく、俺はついに毛布を剥ぎ取った。

「……あ！」

　小さく悲鳴を上げるチョコちゃん。

　これでようやく、きちんとチョコちゃんの顔を見て話せる。そう思ったのに──

「……なんだそれ？」

　チョコちゃんは白仮面を付けていた。マスクがしているのにそっくりな仮面。

　いつもの俺なら、そのかわいらしい水玉のパジャマや、首元にちらりと見えているブラヒモにときめいて、うろたえていたかもしれない。でも、今はそんな心の余裕がない。その白仮面の前には、そんなことどうでもよくなってしまう。

　だって、俺は分かる。

　この仮面は──俺への、拒絶の意志だ。

　ここに入る前、物音を立てた理由はこれだ。チョコちゃんはわざわざこんなもんを付けてまで、拒絶を主張してる。

「……そんなの付けて、なんのつもり？」

「…………」

　チョコちゃんは答えない。

「取ってよ。大切な話があるんだよ」

　でも、チョコちゃんは、白仮面に手を伸ばそうともしない。

　それどころか、こんなことを言いやがる。




「…………もう親しくしないでくださいって、言いましたよね？」




　俺の心を抉えぐる、その言葉を、また。

　…………ま、負けるかよ。俺はこの言葉を完全に無視するって決めた。だから動じない。胸に刺さったこんな言葉のナイフなんて無視してやる。もち、痛いけど……超痛いけど……たぶん見えない血が流れてるけど……泣きそうだけど……。

　それに俺は、どうしてチョコちゃんがこんなことを言い出したのか、もうある程度は分かっているつもりだ。

　俺は絶対に引かないと言わんばかりに、ベッドの上に乗っかった。

「……な、なんでこれだけ言っても帰らないんですか⁉」

　身体からだを強こわばらせるチョコちゃんには敢あえてなにも答えず、ただ無言で見み据すえる。白仮面のチョコちゃんは、うつむいて必死に視線から逃れようとする。

「なあ、チョコちゃん。俺はクッキーに会ってきて、話を聞いたんだ」

「────っ‼」

　息を呑のむ音。

　俺がかつてのいじめを知った上で来ている。これだけ言えば、俺がどんな想いでここにいるか、普通なら分かるはずだ。何度拒絶されてもこうやって話そうとする、俺の気持ちがどんなものか伝わるはずだ。

　……ただし、普通の人なら。

　そう、目の前にいる相手は、マスクと化したチョコちゃんだった。

「トドメを刺しに来たんですか？」

「…………はあ？」

　だから本気でこんなことを言ってきやがった。

「わたしが、どれだけ最低な人間か分かったから、わたしに決別の言葉を浴びせに来たんですか？　わたしを傷付けに来たんですか？」

　ああもう！　本当になに言ってんのこの人！　そんなことをしたがる人間って、どんだけ暇人で、どんだけ性格が悪いんだよ！

　で、俺が、そういう人間だって？

「…………バカにすんな！」

　思わず、語気が荒くなる。

「そんなわけないだろ！　なんなんだよ！　自分を蔑ないがしろにすれば、誰も傷付かないとでも思ってんのかよ！　それはちげーよ！　それはさ、チョコちゃんのことを大切に想ってる人や、好きな人を蔑ろにしてるってことなんだぞ！　それぐらい分かれよ！」

「……わたしのことを好きな人はいません」

「いるよ！」

「信じません！」

　……マジかよ。想像以上に強情だよ。自分のことを好きな人はいないことに、絶対的自信を持ってるよ。

「わたしはゴミで、臭くさくて、不細工で、性格も悪くて、誰からも嫌われて、救いようがない産業廃棄物です。醜しゆう悪あくなる肉です。目くそ鼻くそ黛まゆずみ千ち代よ子こです。わたしの写真がネットに流出したら、醜みにくい女の代表例としてもう瞬またたく間まにあらゆる掲示板に貼はり付けられ、アスキーアートが作られて煽あおりに使われるレベルです！　死にたい！」

　なんでちょっと面白いことを言ってるんだよ、真面目まじめなシーンだよ。

「それなのに、そのことをすぐに忘れて、わたしは幸せになろうとする！　そんなの許されないのに！　わたしは、自分を責め続けないといけないのに！」

「…………え？」

　なんかちょっと、おかしなことを言ったような……？

「わたしは、それぐらい罪深いんです！　だから、わたしのことを好きだって人が、存在するわけないんです！　存在しちゃいけないんです！」

　──なんだ、それ？

　でも、もしかしてこういうことか？　俺はこういう発言を、チョコちゃんは完全に天然で言ってるんだと思ってた。……いや、もちろん基本的には天然なんだろう。

　でも、それだけじゃなく、わざとの部分もある。

　だって、今の言葉の端に見えるのは、こういう強い意識だ。

　──絶対に、自分のことを好きにならない。

　その意識が、こういう発言に繋つながっているのか？　そうだとしたら、チョコちゃんは自分で自分を追いつめてきたってことなのか？

　どうして？

　言うまでもない。

　中学時代の過去のせいだ。

　そこに、こうまで頑かたくなに自分を嫌う原因がある。

　やっぱり、クッキーだけじゃなく、チョコちゃんからもあのときの話を聞かないと、始まらないみたいだ。

「……チョコちゃん、話したくないだろうけど、答えて」

　仮面の中の目が、こちらを見る。

「俺はクッキーから、チョコちゃんがいじめに加わったって聞いた。親友だって言ってくれたのに、裏切ったって聞いた。それは本当なの？」

「本当です」

　やっぱりそこは本当なのか……。

「失望しました？」

「……失望なんてしないよ。俺は、今までの付き合いで、チョコちゃんが望んでそんなことをするわけがないって分かってる。だから、そうしちゃうだけの理由があったはずだ。俺はその理由が知りたいんだ」

「理由？」

「ああ」

「ふふ……」

　…………笑いやがった。俺は本当にチョコちゃんのことを心配しているのに、まるで小こ馬ば鹿かにされた気分だ。

「……なんだよ、その笑い？」

「だって……理由があれば、わたしのしたことは許されるんですか？」

「どういう意味だよ！」

「……そんなに怒らないでください。ちゃんとわたしのことを軽けい蔑べつできるように、全部言いますから」

　チョコちゃんは一度息を整えて、喋しやべり出す。

「わたしはクッキー──じゃなくて、三み嶋しまさんと親友でした。少なくともわたしはそう思ってました。本当はわたしなんかとは釣つり合わないのに、全然気にしないで付き合ってくれて……だからすごく大好きで、いつまでも仲良くしていたかったんです」

「だけど、その友情は、続かなかった」

「はい。わたしが裏切ったからです。三嶋さんは美人で、明るくて、面倒見も良くて、わたしからしたらまぶしいぐらい、素晴らしい人です。でも、目立つ人というだけで、敵を作ることもあります。だから、彼女に嫉しつ妬として、毛嫌いする人たちもいました。そして、わたしはそんな人たちに目を付けられました。わたしがいじめに加われば、三嶋さんのダメージも大きいと見なされたみたいです。わたしはその人たちが恐くて、言いなりになりました。──いじめに加わってしまいました」

「そんなことをした自分を、チョコちゃんは『最低』だって、責め続けているってこと？」

「そうです」

　せっかく話してくれたチョコちゃんに、こんなことを思ってはあれだけど……正直、予想通りだった。クッキーから話を聞いた時点で、こういう話だろうと俺は思っていた。

　だからもう、そんなチョコちゃんの一面を受け止める覚悟は、とっくにできている。これぐらいで軽けい蔑べつしたりしない。

「よくはないと思うよ？　でも、自分がいじめられると分かっていて、それでも正義を貫ける人なんて、そうそういないよ。チョコちゃんに悪意は全然なかった。だから、そこまで自分を責めなくてもいいじゃない」

「全然分かってない」

　少し苛いら立だった様子で、チョコちゃんはそんなことを言った。

「……なにがだよ？」

「だって、ちっとも想像してない。……そうですね、例えば、あり得ない仮定ですが、岩いわ下したさんがわたしのことを大切に思っていてくれたとします。……すみません、思い上がりも甚はなはだしいですが、あくまで仮定なので許してください。それなのにわたしへのいじめを強要されたとします。断ればその相手に、どんな目に遭わされるのかは分かりません。──さて、岩下さんは、そんな相手に命令されたら、わたしの上履きをゴミ箱に捨てたりしますか？」

「そんなの絶対にしな──」

　言いかけて、『しまった』と思い、言葉を止める。

　そうか。上履きを捨てたっていうのは、おそらく実際にチョコちゃんがクッキーにしたことだ。具体例を挙げることで、自分がした酷ひどい行為を、俺に想像させようとしているんだ。

　……でも、チョコちゃん、クッキーの上履きを捨てたのか。それは、さすがに感心できないな。

「どうですか？　そんなことをしますか？」

「…………しないよ」

　ちょっと迷ったが、嘘うそを吐つかず正直に答えた。俺はチョコちゃんの上履きを捨てるなんて、たとえ自分が同じことをされるとしてもしたくない。

　────────え？

　自分の思考が引っかかる。

　俺は、しない。もう一度、きちんと想像してみても……うん、やっぱりしない。そんなこと好きな相手に絶対にしない。

「ですよね。なら──」

　でも、チョコちゃんは──

「黒板に、わたしをビッチだと、援助交際をしてるだの、書けますか？」

　──したんだ。

　そんなことを、親友だって思ってた人に、したんだ。

「出会い系サイトに、携帯のアドレスを貼り付けて、『ＪＣです。セフレ募集してます』って書き込めますか？」

　チョコちゃんの声は震えている。

「信用して、自分にしてくれた秘密の相談のメールを、広めて晒さらしたりしますか？」

「も、もういい…………！」

「傘かさを壊して、濡ぬれたままのそれを、机に突っ込んだりしますか？」

「もういいってっば！」

「ケータイのＳＤカードを水につけて、壊したりしますか？」

「もういいって言ってるだろ！」

　俺は叫さけんで、ようやく仮面の女は黙だまる。

　荒ぶった感情を元に戻すためにか、仮面の女は大きく息を吐はいた。

「分かってます。岩いわ下したさんはそんなことしないです。そんな最低のことしないです。試すようなことを言ってすみません。そんな人間のクズみたいな真似まねを、岩下さんがするわけないのに、こんなこと聞いてしまってごめんなさい。でも──」




「でもわたしはしたんです」




「我が身かわいさに、わたしは親友を傷付けたんです。他にもいっぱいしたんです。しかも卑ひ怯きようにも、自分がしたほとんどのことを隠したままなんです」

　それは──

　それは、俺でもフォローできなかった。

　それは、確かに最低だった。もちろん、一番悪いのはそれを強要した奴やつだ。でも、それを拒絶できなかったチョコちゃんの弱さは、だからって許せるものじゃない。悪意がなかろうと、恐かろうと、許される行動じゃない。解決策は、考えればきっとあったはずだ。もうちょっとマシな選択肢もあったはずだ。それなのにチョコちゃんはそれをせず、ただ相手に言われるがまま、クッキーを傷付けた。

　それは──罪だ、と思う。

「もう、分かってもらえましたよね？　わたしは最低です」

　チョコちゃんは、クッキーやクラスメイトたちに無視され続けて、性格が歪ゆがんだわけじゃなかった。そうじゃなく、自分のしたことへの罪悪感で、ねじ曲がってしまったんだ。自分のした行為がすべての元げん凶きようだったんだ。全部自分の責任だ。

「だから、お願いします。わたしから、離れてください。わたしはまた、同じ裏切りを繰り返すかもしれません。……反省はもちろんしてます。無視されたときも、これは罰ばつだって、だからもう二度とこんなことはしないんだって耐えてきました。自分を責め続けて、絶対に次は同じことをしないって、必死に言い聞かせてます」

　白仮面の女は、自分の震えた指を見つめる。

「でも──わたしは、見ての通り、変われず、弱いままなんです。卑ひ怯きようなままなんです。自分勝手なままなんです。それなのにどうしてわたしは、わたし自身を信用できるの？　また同じことがあったら、本当にわたしは、大切な人を傷付けずに済むの？　本当にもう、裏切らないの？　分からない……分からないから、恐い！」

　憔しよう悴すいしきった声で、言う。

「同じことを繰り返したら、もうわたし、自分を二度と許せない。立ち直れない」

　そうして、宣言した。




「だから、わたし、やっぱり一人でいる」




　それは、強い意思だった。

　どんな言葉も届かないであろう、強い宣言だった。

『もう、わたしと親しくするの、やめてください』

　俺は、チョコちゃんが、どれだけの気持ちで、この言葉を吐はいたのかようやく分かった。

　チョコちゃんは恐かった。自分がまた、誰かと親しくなることが恐かった。そうしてまたもう一度、親しくなった人を傷付けるのが恐かった。だから極力、クラスメイトとも親しくしないようにしたのだ。

　でも、それはやっぱりきつかった。そんなの当たり前だ。誰だって、一人でいたくなんかない。チョコちゃんは、そうして俺に声を掛けた。俺とそこまで仲良くする気はなかったかもしれない。クラスでの話し相手が欲しい程度だったのかもしれない。だから電話番号も、住所も、意識的に教えなかった。でも、適切な距離なんて、そう簡単に制御できない。俺は、チョコちゃんにとって、必要以上に仲良くなってしまった。

　たぶんチョコちゃんは、そのことを自覚していただろう。でも、自分から距離を空けるだなんて、決心できなかった。もしかしたら、このままなにも起こらずに、楽しく過ごせるかもしれないと思っていたかもしれない。自分を変えることができれば、このまま俺と付き合っててもいいと思ったのかもしれない。そのために、ポジティ部にも入ったのだ。

　だけど、クッキーに会って、自分の変わらない性質を突き付けられた。

　自分が誰かと仲良くしてはいけないと、強く意識した。

　そうして、俺を拒絶した。

　これ以上、自分が、誰かを裏切らないように。

　だから、こんなことを言う。




「岩いわ下したさんに、声を掛けたの、間違いだった」




　──でも、俺にとっては、そんなチョコちゃんの事情なんて関係ない。




　俺は離れたくない。大好きなチョコちゃんと離れたくない。それなのに、なんだ？　間違いだった？　身勝手すぎる！

　……ああそうだな。チョコちゃんは結局、中学生の頃のままだ。自分のことしか考えてない。弱さを克服してもいない。裏切るのが恐い？　バカじゃねえの？　すでに裏切ってるよ。こうやって仲良くなったことさえ否定されて、俺は傷付いてるよ。チョコちゃんは、すでに中学の頃と同じ事を繰り返して、俺を裏切ってるんだよ！

　ああ、チョコちゃんの思惑通りだ。

　俺は、チョコちゃんを──




　軽蔑した。




　もうダメだ。俺はもう、戻れない。チョコちゃんをただ純粋に好きだって言えない。善良だって言えない。軽けい蔑べつした。ダメ人間だこいつ。どうしようもねえよ。

　なのに──

「……………………嫌いやだ」

「え？」

「絶対嫌だ。許さない。一人にさせたりしない。チョコちゃんと離れたりしない」

　俺は、こんなことを言っている。

　自分でも、この感情がよく分からない。

「な、なんで？　や、やめてください！　まだわたしの最低さが分からないんですか！　なんで軽蔑しないんですか？」

「軽蔑してるよ！　チョコちゃんは最低だよ！」

「じゃ、じゃあ、なんで……！　分かってください！　もうわたしなんて、ほっといてください！」

「嫌だ！　絶対嫌だ！　付き合いをやめたりしない！　いつまでも付きまとう！　思惑通りことが運ばなくて残念でしたね！　やーいやーいバーカ！　誰が親友にイジメをするような、最低女の言うことを聞くか！　そういう風に人の心がないから、俺を簡単に切り捨てやがるんだろ！　そんなん誰が許すか！　だからほっとかない！」

「い、意味が分からない！　人の心がないなんて、いくらなんでも酷ひどい！　そ、それに『簡単に』って言いました？　そんなわけないじゃないですか！　わたしも岩いわ下したさんと離れるのなんて嫌だった！　苦しかった！　こんなにつらいなんて思わなかった！　無視された頃よりずっと苦しかった！　岩いわ下したさんの顔を見たら、わたし、絶対に決心が鈍にぶって耐えられないって分かったから……だから学校にも行けなかった！　今日だって、押しかけるような真似まねされて……本当はうれしくておかしくなりそう！　これ以上、離れるのをつらくしないで！　好きになればなるほど……裏切った自分が許せなくなるに決まってるから！　もう限界だから！」

「だからなんだよその狂った理論！　そもそも離れようとしてる時点で、俺を裏切ってるんだよアホか！」

「じゃ、じゃあわたし、どうすればいいの⁉」

「知るかよ！　ホント知るかよ！　じゃああれだ、おっぱい見せろ！　もうじっくりと３時間コースで見せろ！　そうすりゃ未練もなくなって距離を置いても平気に──ってなるわけねえだろアホか！」

「……うう、岩下さん、本気で最低です……」

「最低はお前だ！　バカ！　アホ！　クズニート引きこもり！　一度仲良くなったのに、都合良く円満に離れるなんて無理なんだよ！　手遅れなんだよ！　……ああもう怒いかりが止まらない！　いつか言ってやろうと思ってたけど、今言うぜ！　そもそもチョコちゃんはぐちゃぐちゃ細かいこと気にしやがって、自意識過か剰じようがすぎるんだよ！　他人がお前にそんな興味あると思うなよ！　いちいち妙みようなこと気にしてネガティブで正直ウザイし！　他人の反応が見えてねえ！　だから自己中なんだよ！　挙げ句の果てになにがまた裏切るのが恐いだ！　そんなん本気で考える発想の方がよっぽど恐いわ！　理解できても全然納得できんわ！　異常者！　そろそろ病院に行けマジで！」

「ひ、酷ひどい！　どうしてそんなこと言うの！」

　もう、説得する言葉でも、なんでもなかった。ただ自分がさんざん傷付けられたので、仕返しをしてるだけだった。正直、本気で酷いと自分でも思ってたけど、止められなかった。

　俺は、チョコちゃんを押し倒す。そして──

「ひっ！」

　──その頭を踏ふんだ。

　踏んでやった！

「このブス！　性格もブス！　根暗！　Twitter中毒！　親不孝者！　構ってちゃん！　コミュ障！　ぼっち！　はあ、もうアレだな。いいところはその巨乳しかないな！　だからきっとこれから俺だけでなく、世界中の人間に軽けい蔑べつされるんだろうな！」

「うわーん！　もう岩いわ下したさんなんて嫌い！」

　この女は本当にしょうもない。うんこだうんこ。問題があるけど、基本的にいい子だって思ってた俺を殴なぐってやりたい。その問題が大きすぎて、いい子だろうがなんだろうが関係ないレベルだ。クソ女だぜ！

　なのに──

「……………………う、ううぁ…………」

　なのに、俺は──

「え？　い、岩いわ下した、さん……？」

「うああああああああああ‼」




　なのに、俺は──チョコちゃんが大好きだった。




「いやだ…………もうこうやって話せないなんて絶対いやだ！　一いつ緒しよにいてよ！　なんでもいいから、俺を傷付けるとかどうでもいいから、一緒にいろよ！」

　俺は泣いた。全然堪こらえられずに号ごう泣きゆうした。自制心が、怒いかりですっかり吹っ飛んだおかげで、感情を抑えることができない。

　踏ふむのをやめて、涙を拭ぬぐう。人前で泣くなんて、パクメンから反する行為だからさっさとやめたいのに、涙はどうしても止まらない。しかも相手の都合なんて無視して、女め々めしい駄だ々だをこねている。

　自己中だなんだ散々罵ば倒とうしておいて、どっちが自己中だ。チョコちゃんが俺といるとつらいって言ってるのに、そのことを無視して、こうやって離れんなって押し付ける俺は何様だ。考えてるのは自分の都合だけか。いや、チョコちゃんと違って、わがままだって自覚してるのに自制できない分、タチが悪い。最低なのは俺だ。軽けい蔑べつすべきも俺だ。

　でも、どうしようもない。

　絶対に、チョコちゃんと離れるなんて、受け入れられない。

「裏切ってもいいから……いくらでも俺になら迷惑掛けてもいいから……もう、親しくしないでくれだなんて言うなよ！　……あとさっき、嫌いって言われて傷付いた……もういやだ……嫌われたくない。ごめんなさい言いすぎました自覚していますすみませんなんでもするので許してください」

　聞いたか今のセリフ？

　我ながらあまりの情けなさに自殺したくなるね。もうパクメン失格だよ。

　でも、それでも、俺にはこうすることしかできない。

　だって俺は、俺の気持ちを、はっきり自覚してしまったんだ。

　──チョコちゃんが好きだ。

　──チョコちゃんが大好きだ。

　笑った顔が好きで、困った顔も好きで、喜んだ顔も好きで、柔らかい雰ふん囲い気きが好きで、頼られるとうれしくて、甘えられるとデレデレしてしまって、どうしようもなく愛いとしい。ネガティブでもTwitter中毒でも自己中でも、俺はそれ以上にチョコちゃんの優しさが好きだ。繊細さが好きだ。俺を好きでいてくれるところが好きだ。めんどくさくても全然いいよ。きれいごとばかり言いたくないからはっきりしておくと、顔も好みで、大きいおっぱいも好きだ。この感情の中に、欲情も入り交じっていることも認める。でも、だからなんだよ？　ぐちゃぐちゃになってるたくさんのチョコちゃんを想う感情の中に、不純なものが入ってても、俺がチョコちゃんを愛いとしく思うことになんの問題があるんだよ？　ああ、でも全部、後から付けた理由にも思える。俺は、たぶん、初めっからチョコちゃんのことが好きだった。その感情が先にあった。原因はない。あっても分からない。ただ、仲良くなっているうちにその気持ちは膨ふくらんで、巨大になって、もうどうしようもなくなった。

　そう。そして、どうしようもなくなっていたってことを、たった今自覚した。

　もう、抑えられない。

　もう、俺の気持ちは、止められない。

「チョコちゃん」

　俺は、白仮面を剥はぎ取った。

　久しぶりに見たチョコちゃんの顔は、俺以上に涙でぐちょぐちょになっているんじゃないかってぐらい、酷ひどい顔だった。鼻水さえ垂れていた。俺がこの部屋に入ってきたときから、ずっと泣いていたのかもしれない。いや、きっとそうだ。そうじゃなきゃこの顔は説明できない。

　……そっか、今いま更さら気付いたけど、この仮面をかぶったのは涙を隠すためだったんだ。俺と決別するため、俺にこんな表情を見せまいとした。残ざん酷こくであろうとした。自分の気持ちを押し殺して、俺と離れようとしていた。

　それなのに俺は、彼女の涙に気付いてもいなかった。

　俺も、チョコちゃんが俺の気持ちを分かってくれないように、チョコちゃんの気持ちを分かっていなかった。本当に独ひとりよがりだ。自分のことしか見えていない最低同士だ。

　だけど、それがなんだよ？

　久しぶりに見たチョコちゃんの顔が、ベチョベチョで酷すぎたって、俺は──『かわいい』と思うんだ。

　どうしても、どうしても愛おしいんだ。

　だけど、自分の気持ちを自覚しても、俺たちの関係を修復するのに、ベストな方法は分からない。

　ガキで、バカで、向こう見ずな俺は、ずっと一いつ緒しよに楽しくいられる方法なんて、安易なものしか思い浮かばない。こんな発想しか思い浮かばない。

　でも、それしかできないんだから、言おう。




「俺と付き合ってください」




　だけど、分かっていた。俺は、感情的になって怒りちらして、傷付けて、その上こんな俺たちの関係を戻すための解決策になるかも分からない放言で、身勝手な告白をしているだけ。

　俺の独ひとりよがりは誰が見ても明らかで、チョコちゃんにもきっと見抜かれている。

　誰もがみんな、最低な告白だと、俺を罵ののしるに違いない。

　もう、さっきから自分に失望しっぱなしだ。

　結果は分かってる。最低なんだから、こんな告白、受け入れられるわけない。

「ごめんなさい」

　ほらね。

　ほらね、この結果だ。

　だけど──

「う…………うう…………」

　──悲しくないわけないだろう？

　つらいに決まってんだろ。苦しいに決まってるだろ。痛いに決まってるだろ。

　俺、もうチョコちゃんと別れなきゃいけない……！　チョコちゃんは俺を、受け入れてくれなかった……！

「ごめんなさい…………」

　振られた男が、これ以上チョコちゃんに干渉しちゃいけない。それは迷惑なことでしかない。俺は関わるのを拒絶された。チョコちゃんはもう俺と仲良くしないし、みんなのところにも戻らない。チョコちゃんと俺とのすべては、なにもかも壊れたし──終わった。　

　なのに、

　なのにチョコちゃんは、俺の背中に手を回して、俺を抱きしめていた。

「…………え？」

　──どういうこと？

　俺は意味が分からず、間近にあるチョコちゃんの横顔を、目を見開いて見つめた。

「ごめんなさい」

　またチョコちゃんは謝罪の言葉を言う。

「ずっと、岩いわ下したさんの気持ちを踏ふみにじってごめんなさい。わたしのことを好きな気持ちを信じられなくてごめんなさい。きっとこれからも迷惑を掛けちゃうけど、きっといつかわたしのことを嫌いになっちゃうだろうけど……ごめんなさい、そんなこと言われたら、どんなに頑張ってももう無理なの。岩下さんから離れられないの……。わたし、やっぱり自己中だから、自分を優先しちゃうの。このままじゃまた、大切な人を傷付けちゃうって思うのに、もうこの気持ちが止められないの……」

　チョコちゃんは、罪の告白をするのと同じようなつらそうな表情で、一番うれしい言葉を俺に言った。




「ごめんなさい……大好きなの」




「う、あ──」

　届いた。

　俺の気持ち、やっと。

　あんなに理性を失って、頭を踏ふんで、暴言吐はいて、醜みにくい感情をぶつけたのに？　嫌われて当然なのに？　……ああ、むしろ、だからかもしれない。確かに吐いた言葉は酷ひどかったけれど、あれはまったく混じりっけのない剥むき出しの俺の本音だった。チョコちゃんが、お得意のネガティブ思考でねじ曲げられないほどの、真っ直すぐな俺の感情だった。

　だから、届いたんだ。

　でも──

「『ごめんなさい』って紛まぎらわしいよ！　やっぱチョコちゃんめんどくせえ！」

　頭をペチリとはたく。

「わーん、ごめんなさい！　フンコロガシの糞ふん的な存在でごめんなさい！」

　なんてのは、もちろん照れ隠しでやってしまっただけ。本当はもうそれどころじゃない。俺はうれしくて、ニヤニヤが止まらなくて、鏡を見たら自分がドン引きするほどのだらしない顔をしているに違いなかった。

　チョコちゃんは、そんな俺を抱きしめたまま、上目遣いで見ている。
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　俺に対抗できるぐらいに、デレデレに笑っている。

　その顔を見て、思うんだ。

　……ああ、行き当たりばったりだったけど、本当に紙一重だったかもしれないけど、俺はなんだかんだで、正しい決断をしたのかもしれない。

「ねえ、チョコちゃん」

「……ん？」

「俺がこうなってうれしいってこと、信じられる？」

「うん」

「俺がチョコちゃん大好きだってこと、信じられる？」

「……うん」

「じゃあさ──」

「うん」

　俺が聞こうとしたことを先回りして、チョコちゃんは答えてくれた。




「わたし、岩いわ下したさんが好きなわたしなら、好きになれるかもしれない」




　俺のしたことは、チョコちゃんのネガティブを直す、一番の方法だったのかもしれない。

「…………あ、あのね、も、もっとわたしを好きだってこと、信じさせて欲しいな……？」

　どうすればいいの？　と聞くほど俺はヘタレちゃいない。すぐにどういったことか分かった俺は、手でチョコちゃんの目を覆い隠してみた。チョコちゃんは、肩に頭を押し当ててきた。俺はチョコちゃんの顎あごに触れ、唇くちびるを突き出させた。

「ん」　

　そうして、キスをした。

　ファーストキスは、苺いちごの味だとか、レモンの味だとか言うけれど──まあ普通にしょっぱかった。どう考えてもさっきまでだだ流しだった鼻水の味だった。絶対言わないけどさ。

　ていうか、やり方これであってるのかな？　唇が触れ合うだけでいいのかな？　初めは当然舌は入れない方がいいんだよな？

　そんなこんな思いながらも、名残なごり惜おしいが、唇を離す。

「えへへ」

　にへらにへらしているチョコちゃん。

「えへへへへへ」

　照れ隠しに人のチクビを指でこねくり回すなよ。ちょっと……その……ベッドの上なんだから、俺が暴走しちゃうかもしれないだろ！　危険なことをするな！

　必死に理性を取り戻すために、般はん若にや心しん経きようを頭の中で唱となえていると、チョコちゃんは、久々にいつものあの言葉を口にした。

「リア充なう」




　……まあある意味、目的は果たせなかったかもしれない。

　だって俺は、チョコちゃんとの関係を戻そうとしていたのだ。ポジティ部に戻そうと、頑張っていたのだ。

　それなのに、俺たちの関係は壊れて戻らなかった。

　だって──

「俺も、リア充なう……かな」

　新しく、今までの友達とは全然別の、恋人関係になってしまったんだから。











『あなたが踏ふむまで泣くのをやめない‼』　おしまい。
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　──そうして俺は、なにもかも間違えた。

　世に出た物語のほとんどがそうであるように、唐とう突とつに、物語は終わる。




　　　[image: ]




　それから一週間の話をする。

　チョコちゃんは学校に復帰した。ポジティ部にも戻った。クッキーだけは、色んな問題があったので簡単にとはいかなかったが、でも最終的に仲直りした。

　きちんとした信頼関係を築こうと、ポジティ部のみんなはチョコちゃんのために動いてくれた。マスクはたまに仮面を外すようになり、レイ部長も時々ちゃんと女子用の制服を着るようになり、ニーナ先輩も重要なことは口で言うようになった。

　クッキーの影響で、チョコちゃんは少しオシャレになって、髪型もポニーテールにしたり、時間が掛かりそうなお団子にしたりと、色々といじり始めるようになった。化粧し、ナチュラルメイクぐらいならするようになった。そのせいで、チョコちゃんの学校内での評判は飛ぶ鳥を落とす勢いだ。知る人ぞ知る美人から、全校生徒の間で騒さわがれるレベルの美人に、ジャンプアップしそうなぐらいに。

　性格も、俺たちに『大好き』だって言ってもらえて、少しずつ、そのネガティブが直りつつある。

　もちろんすぐに直りはしないので、たまにぽろりとネガティブ発言が出るところは変わらない。だけどちゃんと改善しようとしてるので、ネガ発言が出てるなってときは、チョコちゃんを戒いましめるために、俺が軽く頭をはたいて気付かせてあげることにいつの間にかなった。頭をはたくと、チョコちゃんはハッと気付いて、「ありがとうございます」と頭を下げるのだ。……まあ、ちょっと引っかかるが、気にかけてくれてありがとうございます、とか、その手の意味だろう。

　だからそれはいいのだけど、でも頭をはたいた後に、うれしそうにだらしない笑え顔がおを向けるのはさすがにどうかと思う。それどころか自分が先にネガティブ発言に気付いたときに、「ぶって！　わたしをぶって！」とせがむのはもっとどうかと思う。そしてやっぱり、叩たたいたらチョコちゃんは「ありがとうございます」と言ってニヤニヤする。

　おかげで俺の学校での評判は、『ロリコン』から『ロリコンＳＭ調教』へと変へん貌ぼうした。なぜロリコンが外れないのかまったく理解できない。

　そんな、（一部以外）なんにも問題がなさそうな幸せな学園生活を、俺はチョコちゃん家ちに乗り込んでから一週間、過ごしていた。

　じゃあ、なにを間違えたのか？

　…………なんて、言うまでもないだろ。




　忘れていたわけじゃない。

　先延ばしにせざるを得なかっただけだ。頭の片隅で、ちゃんと常に意識続けていた。

　……いや、言い訳だ。俺は、チョコちゃんとキスをしたとき、ちゃんとそのことを意識していたか？　忘れていなかったか？

　きっとそんなことない。忘れてしまった。だからこうなった。




　どうして俺は、こんなに思し慮りよが浅いんだろう？

　どうして俺は、すぐに自分を見失ってしまうのだろう？

　そもそも俺はパクメンになるために上京したんだ。恋人を作るためじゃない。

　別にチョコちゃんのために一いつ生しよう懸けん命めい動いたのが間違いだってことは絶対ない。恋人同士になったことが間違いだってこともない。

　でも、俺は、全然なにも、分かっていなかった。

　なんの覚悟も決めていなかった。




　──アリス。




　おかげで、俺たちはもう、取り返しが付かない。
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「お久しぶりです、岩いわ下したさん」

　久しぶりにエルさんに会ったのは、学校帰りの折おり手で荘そうの前。チョコちゃんと、一いつ緒しよに下校して別れたすぐ後の、夕暮れだった。

　エルさんは折手荘の前で直立していた。直立だ。普通、人を待っているとき、どっかに寄りかかったり、片足に重心を掛けたりしているものだ。なのにエルさんは、まるで『気を付け』を誰かに指示されているかのように、きちっと真っ直すぐに立っていた。

　動かないものを、人は認識しづらいなんて話を聞いたことがある。だからだろうか？　俺は話しかけられるまでエルさんの姿にまったく気付けなかった。

「────」

　思いっきり握りしめられているように、胸の奥がギリギリと痛んだ。……なんでだ？　ただ、久々に会っただけなのに、この感覚はなんなんだ？

　エルさんを、見る。

　元々、外見が完璧すぎて、どこか人間らしさがないエルさんだけど──どうしてだろう？　今日はそこにいるリアリティさえ感じられない。まるで無機物だ。

　夕暮れの光を浴びて、エルさんの顔は、すべてが真っ赤に染まっている。一色に塗り潰つぶされているエルさんの表情は、いつもと変わらない優ゆう雅がな笑えみ。マネキンのような脚の下から、影が大きくすっと伸びている。

　俺は不意に、直感的に、気付いた。




　これから俺の世界が──壊されること。




　首を振る。

　なにを考えてるんだ俺は？　そんなの、なんの根拠もない。平常心に戻らないと。

「……アリスのことで、なにか用ですか？」

　まだ内心動どう揺ようしていたが、でもそのセリフは普通に言えたと思う。

　問われたエルさんは、特に表情を変えない。おかげで、エルさんが俺へ抱いだいている感情はまるで分からない。ただ、少しだけ横を向いたことで、顔の左半分が影に覆われ、ますますその感情は読み取れなくなる。

「はい」

　だいぶ時間を空けて、返事があった。

　でも、それだけ言うと、また喋しやべらない。

　ただ、レスポンスが遅かっただけなのに、俺は呼吸が止まりそうになっている。手の先が痺しびれている。不安がどうしても消えない。

「そうですね。たとえばの話をしましょう」

　エルさんはようやく話し出す。

「あなたの家族が、有あり澄すがあなたの家に住んでいることを知り、反対したら、どうなりますか？」

　なんで突然こんなことを？

　疑問に思いつつも……素直に考えてみる。そうだな、俺の家族は、アリスが同居してることを知らない。そのことを知ったら、当然反対するだろう。９歳女子と同居なんて、うちの親が許すわけがない。一人暮らしは早かったと見なされて、地元に戻されるってところだろう。

「…………」

　そこまで考えて、血の気が引いた。

　こんなこと、かなりあり得ることじゃないか。いつ起こるか分からないことじゃないか。

　それを、俺は深く考えたことがあったか？

「答えは出ましたか？」

「…………ええと、」

「まだ出ないようでしたら、そうですね、他にも例を挙げます。わたくしたちの両親があなたに見切りを付けたら？　有あり澄すと一いつ緒しよに住んでいる事実が広く外部に知れ渡ってしまったら？　あなたが転校することになったら？　あなたが実家に帰らなければならない事情ができたら？　わたくしの病気が再発したら？　有澄がもう少し大人になったら？　あなたが有澄のわがままに耐えられなくなったら？　……そうなったら、どうなるでしょう？」

　もう分かっていた。

　でも、俺は答えられなかった。

　エルさんは、だけどその答えを、躊ちゆう躇ちよなく口にした。




「答えは──有澄はもう、あなたの側にいられない」




　エルさんはゆっくり、俺に近づいてくる。

「奇き蹟せき的なまでの運命の気まぐれで、あなたと有澄の関係はあります。それは、すぐに壊れてしまうものです。維持したければ、相応の努力をしなければいけないのです。……いえ、維持しようとしても、時間が経つだけで、壊れてしまうものです」

　微笑ほほえみを浮かべたままのエルさんは、妖よう艶えんな仕草で、俺の頬ほほを撫なでる。

「それを、きちんと自覚していましたか？」

　それだけで俺は動けなくなった。

　金縛り。

　影縫ぬい。

　ただ、触れられているだけで、魂さえも掴つかまれてしまったような、そんな破壊力。緊張感。目眩めまいがするほど気分が悪くなる。

「…………どうして、そんな話を？」

　ようやく口にできた言葉がそれだった。

「それは、わたくしに尋たずねなくても、分かっていますよね？」

　分かってる。

　でも、分かりたくないから、理解できない。

「どんなに脆もろくとも、わたくしは、いつまでもこんな日々が続くのではないかと楽観視しておりました。わたくしがさっきしたたとえ話の中で、あなたがはねのけられる事象もあるでしょう。……いえ、わたくしはあの程度ならば全部はねのけられると、あなたを信じておりました。あの人形、ブービットをわたくしたちに突き付けたときのあなたには、それだけのエネルギーを感じました。でも、根拠のない信頼は、やはりアテにならないものです」

「ま、待ってくれよ。俺は別に、アリスのためになにもしてなかったわけじゃ…………」

　チョコちゃんの問題に立ち向かいつつも、連絡は入れ続けていた。昨日だって、電話は入れていた。でも、アリスはもちろん、エルさんも他のあの一家の人間も、まともに相手をしてくれなかった。

　おかげで二の足を踏ふんだ。結果、行動が遅れた。

　俺のせいじゃない！　……そのはずだ。

「ではなぜ、前のように家に乗り込むことをしなかったのですか？　なぜできなかったのですか？」

「り、離婚だなんて言われても、冗談だって思うだろ？　深刻だなんて思わないだろ？　下手へたにことを大きくしない方がいいって、当然思うだろ？」

「ええ。すぐに有あり澄すが戻ってくればそうでしょう。でも、いつまでも帰ってこなかったでしょう？　それなのにあなたは本当に、深刻な事態が起こっていないと思ったのですか？」

「それは──」

　──思った。

　なにかあったのかなって、思った。俺のことはどうでもよくなったのかなって、思った。だけど俺は、すぐに動かなかった。

　だって、チョコちゃんのことで精一杯だったのは、本当なのだ。

　チョコちゃんの件は分かりやすく切せつ羽ぱ詰まっていた。見逃すことはできなかった。だから、結果、状況が不確定だったアリスのことを優先できなくなった。しょうがないことだった。

　でも、それが──

　アリスを選ばなかったってことになるのか？

　アリスを見捨てたってことになるのか？

「だ、だって俺には、どうしても先に解決しなきゃいけないことがあったんだ！」

　認めたくなくて、俺は必死に弁解する。

「そうですか。……そうなのでしょう。残念です。あなたにとって、有澄はその程度だったのですね」

「違う！　どうしても外せなかったんだ！」

　言いながら、自分で思う。

　でも、チョコちゃんの件が、ほとんど解決した後も、俺は乗り込んだりしなかった。前みたいに動かなかった。

「……実は、わたくしはその『外せない要件』を存じております」

「え⁉」

「理由や方法は聞かないでくださいね。その程度推測できますでしょう？　……その上で言います。どうしてあなたが、有澄を迎えに行く選択ができなかったのか？」

　エルさんは俺の首の動脈を、まるで恋人に甘えるかのように撫なでた。

　その仕草は優しいのに──

「あなたには覚悟がなかった。有あり澄すを本当の意味で、想ってはいなかった」

　──俺が感じるのは、計り知れない、恐怖。

「それだけです」

　エルさんは、首に触れているその指に、わずかに力を入れた。

　俺は抵抗できない。もしこのまま首を絞められても、逆らえる気がしない。それぐらい俺は気け圧おされている。

「──そ、そんなことない！　俺はアリスを想ってる！」

　したのは結局、ただの意味のない否定。

　しかも、心の底では、わずかに迷いが生まれている否定。

　きっとそれは見抜かれた。だからエルさんはもう、取り合ってはくれない。

「あなたがどんなに否定しても、事実は変わりません。もう、わたくしたちは、分かりました」




「あなたに奇き蹟せきは起こせない」




　…………なんだよそれ？

　奇蹟って、なんでそんなもん、必要なんだよ？

「あなたは本当に、わたくしの両親が、しつけを任せるためだけに、あなたの家に有澄を預けたと思っていたのですか？」

「……え？」

　そりゃおかしいな……とは思っていたけど。

　おい、まさか……？　それはただの建前？　本当はなにか目的が……？　でも、そんなの、しつけと言われたら、そう信じるだろ？　俺は別に探偵でもなんでもないんだ。あの時点で発言の裏を読むなんて、そんなのできるわけない。

「…………アリスになにがあるんだよ？　俺の部屋に住むことで、アリスにとっていいことが起こるのかよ」

「それは言いません」

「アリスはそれを、知っているのか？」

「いいえ、有澄自身は知りません。……もういいでしょう？」

　首に這はわせていた、指を離す。

　俺は首に触れられたとき、絞しめ殺されるんじゃないかと直感的に思ってしまった。エルさんは脅おどしたわけでも、怒っていたわけでもないのに、その指先に俺は殺意を感じた。それぐらいの黒い情念を、俺は感じていた。

　──でも、首を絞しめられた方がまだマシだった。

　離されたことで、もうすべて終わりだと示された気がするから。

「あなたに、道化を演じてあげられる時間は、終わりです」

　そうして俺から離れる。

　とうとう俺から離れていく。

「我が慢まんしておりましたが、最後なので言っておきますね。わたくし、本当は──」

　いつの間にか夕日はほとんど沈んでいた。もうエルさんは真っ赤に染まっていない。俺がさっきまで感じた、無機物のような神秘性もエルさんから消えていた。

　薄暗い街灯の下で、エルさんはいつものにこやかな表情さえしてない。

　まるで別人のように、人間的な彼女は、吐はき捨てた。　




「あなたにハゲと罵ば倒とうされ、不ふ愉ゆ快かいでした」




　それは、ごくありきたりな、苛いら立だちの感情だった。

「────あ」

　この言葉と表情で気付いてしまった。

　エルさんは──演じていたのだ。

　あの傲ごう慢まんで、他人を気にしない彼女は、混じりっけのない純粋な様ではなかった。すべてではないだろうが、アリスがいい子のアリスを演じていたように、彼女も俺への態度を演じていたのだ。

　──なんのために？

　物語を作り、その物語に俺を取り込めるよう、動くために。

　そう。俺の、ちょっとおかしな日々は、アリスがうちに転がり込んできたときに始まった。

　でも、本来ならそんなもの、すぐ終わってしまうはずだった。俺がコウタローを買えず、アリスに失望されたそこで、終わっていたはずだった。でもエルさんは、そこで俺たちの関係を無理矢理繋つなげた。あのときはさすがに作為的じゃなかっただろう。でもおそらく、アリスがまた折おり手で荘そうにやってきたのは、エルさんたち、アリスの家族が仕向けたことだ。エルさんたちは、このちょっとおかしな日々を、強引に繋げたのだ。

　俺たちは、エルさんたちが作った物語の中にいたのだ。

　俺は、エルさんたち、アリスの家族に、俺は操あやつられていた。

　できすぎた、嘘うそっぽい、作為的な日々。偽物の現実。作られた物語。奇き蹟せきを起こすための、制御された物語。

　そうして、その物語を打ち切った。

　俺に、奇蹟は起こせないと、そう見なしたから。

　ああ、なんだ。

　やっぱり俺は首に触れられたとき、絞しめ殺されたようなものだ。

　だけど──

「──いやだ……」

　まだ認められない。

　俺はまだ、この物語の中にいたいんだ。

　この物語が、大好きなんだ。

　でも無理だ。俺はこれが物語だと気付いてしまった。自分が操あやつり人形だと気付いてしまった。それだけで、もう、物語は成立しないのだ。当然だ。どこに、自分が作者によって描えがかれた主人公だと認識しているキャラクターがいる？　そんなのもう、真っ当なストーリーは望めない。種明かしをした手品に、誰も驚きはしない。計算され尽つくし配置されているとばれてしまったキャラクターに、誰も感情移入してくれない。誰も楽しんでくれない。

　だから、もう終わり。

　おしまい。

「それでは、お別れですね」

　エルさんは、俺に背を向ける。

　これでエルさんを帰してしまえば、俺はこの話の終わりを認めることになる。

「待って！」

　だから叫さけんだ。

「お願い待って！」

　なんの手立てもなかった。

　なんの策もなかった。

　でも、呼び止めないなんてことが、できるわけなかった。無意味だと分かっても、叫ぶしかなかった。

「お願いだから！　お願いだから、待ってよ！　嫌いやだよ！　こんなわけのわからないまま、全部が終わるなんて、そんな……！」

　絞しぼり出す声に、エルさんは、足を止めた。

　──聞いてくれている！

　俺はそう思って、さらに叫ぶ。

「なんとかするから！　どうすればいいか分からないけど……必要だっていうなら、俺は奇き蹟せきを起こすから！　だから、行かないで！　行かないでよ‼」

　立ち止まったまま、エルさんは動かない。

「わたくしだって──」

　振り返らないまま、エルさんは言葉を漏もらした。

　その声は、震えていた。

「わたくしだって、奇き蹟せきが起これば、どれだけうれしいか……！」

「エルさん……」

　ああ……そうだよ。信じられなくなった奇蹟を誰よりも信じたいのは、エルさんのはずだ。奇蹟のために工作をしてきたエルさんのはずだ。

「…………岩いわ下したさんは、」




「岩下さんは、有あり澄すのことが好きですか？」




「もちろん！」

　もう一度、信じてもらえるよう、声を張り上げる。

　エルさんは、その返事にようやく振り返った。

　必死に感情を押し殺したような、微笑ほほえみを浮かべていた。

　それは、いつもの優ゆう雅がな笑えみと全然違って、力のない笑みだった。

「有澄は、あなたのアパートに戻っています」

「え……！」

　アリスが戻ってる⁉

「わたくしは、あなたの有澄への気持ちは、きっとわたくしたち家族と同じぐらい大きいものだって思っています。あなたはきっと、このようにわたくしが発破をかければ、他のことを犠牲にしても有澄を救おうとしてくださるのではないかとも思います。ですけれど──」

　エルさんの瞳ひとみから、きっと、ずっと長く堪こらえていたであろうものが零こぼれた。

「それでもあなたに、奇蹟は起こせません」

　言うまでもなく、それは涙だった。

　きっと俺が見る、最初で最後の、エルさんの涙だった。
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　折おり手で荘そう、１０３号室に入ると、部屋の奥が明るくなっていた。

「アリス！」

　靴を乱暴に脱ぎ捨て、部屋に上がる。

　どうしてアリスが戻ってきているのか、それがどういう意味なのか、俺には全然分からない。

　……でも、今いま更さら、元通りになるわけはない。そんな甘い話はない。それは分かってる。

　俺は、ふすまを開ける。

「アリ──」

　その姿を見て絶句する。

「おかえりなさい」

　アリスはいた。

　でも──髪をいつかのように二つ結びにしていた。

　しかも、その表情は、不ふ機き嫌げんそうなものではなくて、あのときみたいな笑え顔がおだった。

　──パーフェクトアリス。

　俺が消したと思い込んでいた、嘘うそで塗り固めた、偽物のアリス。

「……あ、あの、その……久しぶり……」

　気き後おくれしているような表情を見せるアリス。

　……なんだよその顔？

　なんのつもりだ……？　アリスはなにを考えてるんだ？　このアリスは完全に消したはずなのに、どうしてまたこの姿になってるんだ？

　俺は、壊れたせいでガムテープで脚を補強してある、ぼろいちゃぶ台の上に置かれたものに気付いた。

「…………」

　相当に不細工な、料理らしきものが乗っている。ご飯に味み噌そ汁、肉じゃが──だろうと色合いから思われる物体と、野菜を手で乱暴に千切っただけにしか見えないサラダ。それから黒焦こげの卵焼き。

「その……時間経っちゃったから、冷めてるかもしれないけど……。そうじゃなくても自信ないけど……焦げてるし……」

　アリスの手は、絆ばん創そう膏こうだらけ。よく見たらサラダのレタスが、所々赤色で汚れていた。

「た、食べたくないよね……こんなまずそうなの……」

　しょぼんとうなだれるアリス。

「い、いや食べるよ」

　そんな顔を見せられたらそう言うしかないだろ。レタスに血が付いてても。いや、付いてるからこそ、か。

「ほんと？」

　食べると言ったら、アリスはうれしそうに笑っている。

　……なんなんだこれは？　どうしてアリスはこんな風になってる？　俺は、どうするのが正解なんだ？　パーフェクトアリスはやめるべきだと思うのに、こんなにいい子にされたら、注意できるわけない。叱しかることなんてできない。

　それにやっぱり、こうやってわざわざ俺のために料理なんて作ってくれたらうれしい。久々に会えただけでうれしいのに、これは反則だ。

　……ああ、くそ。いい子モードのアリスと接し続けてきた、ダイナさんとルイさんの気持ちが、少し分かってしまった。




　せっかく作ってくれた料理を、冷めたまま食べるわけにはいかないので、電子レンジで温める。その作業さえ、アリスはサランラップを掛けたりと、手伝ってくれた。

　ちゃぶ台の前に俺が座ると、アリスは食べてる姿が見たいのか、俺の正面に座った。俺が「いただきます」と言うと、自分が食べるわけではないのに、手を合わせていた。俺が箸はしを持つと、不安そうな顔で料理を口に運ぶのを見守っていた。

　……とにかく、作ってくれた料理を食べよう。

「────」

　ご飯、固い。

　味み噌そ汁、味がない。

　肉じゃが、苦くてしょっぱい。

　サラダ、見たまんま、時折鉄っぽい味。

　卵焼き、苦さに油断していたら、驚きの卵のカラ入り。

　一言でまとめると、見た目通りのまずさだった。

「…………あの……あの、おいしい？」

　不安そうに聞いてくるアリス。

　……どう答えよう？

「ええと、お前、味見した？」

「…………ごめんなさい」

　遠回しに伝えようとしたが、すぐに察して謝られた。すっかり落ち込んでる。嘘うそでも「おいしい」って言ってあげればよかったかな……。

　──でも、こんなことまでするってことはこいつ、俺に気に入られようとしてるよな？

　俺はさっきまでのエルさんとの話で、もうアリスと別れることになると思ってた。アリスも俺に失望しているんだと思ってた。

　だけど、別れる相手にこんなことをするか？　じゃあ、これでお別れというわけじゃないのか？　それとも、もしかしたら別れだと知って、最後ぐらいは印象を良くしようとしているのか？

　……やっぱり、直接どういうつもりなのか聞かないと、分かりそうもない。

　だけど──

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　アリスはまだ謝っていて、しかも頭を上げる気配がない。

「…………アリス？」

　明らかに様子がおかしい。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい、ごめんなさい……ごめんなさい。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「お、おい…………」

　なんだ？　なにしてんだ、アリス？　そんなのお前のキャラじゃないだろ？

「アリス、なんでそんな謝って……？」

　俺はうつむいた顔を覗のぞき込んだ。

　アリスは、ボロボロ涙を流していた。

　意味が分からない。俺は、料理がうまく作れてないって、それを遠回しに言っただけだ。それなのになんでこんな泣いてるんだよ？

「な、泣くなよ。気を遣ってやれなくてごめん。で、でも俺は別に怒ってるわけじゃないぞ。全然気にしてない。確かにうまく作れなかったけど、なら練習すりゃいいじゃん。それぐらい俺も協力するからさ。だからこのぐらいで泣くな──」




「見捨てないで…………」




「え？」

　悲痛な、呟つぶやき。

「あたしのこと、見捨てないで」

　意味が分からない。

　なんで俺が、アリスを見捨てないといけないんだ？

「料理下べ手たでごめんなさい。役に立たなくてごめんなさい。わがままばかり言ってごめんなさい。毒を吐はいて傷付けてばかりでごめんなさい。迷惑掛けてばかりでごめんなさい。好き放題ばっかりしてごめんなさい。もうしないから。いい子にするから見捨てないで……。もっとかわいくなるから……頑張るから……見捨てないで……」

　アリスはごしごし涙を腕で拭ぬぐう。でも拭っても、拭っても、次から次へと溢あふれる涙は止まらない。

「トシヤとずっといたいの。もっとずっとずっといたいの。楽しいの。楽しくてついつい調子に乗ってたの……。甘えてたの。きっとなにをしても許してくれるって、甘えてたの。そんなわけないのに。すぐに嫌われちゃうに決まってるのに。でも、もうしないから、踏ふんだりもしないし、なんでもするから。全部我が慢まんするから。それでもいいから、一いつ緒しよにいて……見捨てないで……見捨てないでください」

「お、お前、なに言ってんの……？　俺は別に、お前に失望なんてしてない。見捨てないよ。そんなつもりないよ。そもそもさ、今回のことだって、別にお前が勝手に出ていっただけで、俺が追い出したわけじゃないんだぞ？」

「違う！」

　アリスは駄だ々だっ子のように首を振る。

「違わないだろ。お前が勝手に『離婚だ』なんて言って飛び出しただけで、俺は戻ってきて欲しかったんだぞ」

「違う！　違う！」

「なにが違──」




「千ち代よ子こを選んだから……もう、あたしいらない！」




「な！」

　なんでそれを知って──ああでも、エルさんも知ってる様子だった。それぐらいはアリスが知っていてもおかしくないのか。

　だけど……そんなん関係ないだろ！

「別に俺とチョコちゃんが付き合ったって、お前を大切に想う気持ちは変わらないだろ！　見捨てる見捨てないなんて関係ないだろ！」

「違う違う違う！」

「違わない！　俺はチョコちゃんと付き合ってたって関係ない！　お前と一いつ緒しよに暮らせるし、お前をずっと見守ってあげられる」




「あたしの気持ちは違う！」




「…………え？」

　それは──どういう意味だよ？

「あたし、千代子にはなれない。あたしは、どんなに頑張ったって、あなたと同じ歳としにはなれない。今すぐ高校生にはなれない。一緒に授業も受けられない。一緒に卒業もできない。だから相手にされない……！　真剣になってもらえない……！　それが本当に悲しかった！　でも、どうしようもない！　そんなのどうにもならない！」

　俺は、アリスの言ってることを、絶対に分かりたくなかった。

　分かってしまったら、俺は、もう一緒に暮らせないから。

　俺が期待に応えられることはできないから。

「だから対等になるまで、我が慢まんする。大きくなるまで待ってる。そう思ってた。でも、こんなにすぐ手遅れになるなんて思わなかった。もう間に合わない。いい子になって側に置いてもらおうと思ったけど、見捨てられないようにしようとしたけど、そんなのでどうにもならないって、本当は分かってる……‼　もう全部手遅れなのよ‼」

　アリスは、

　そうして、言った。




「全部、終わっちゃった」




　終わり。

　どうしてだろう？

　俺はそれが、納得できないのに、許せないのに──理解できてしまう。

　この話が出た時点で、物語は終わりだと。

　理解できてしまう。

　アリスが言っていることは、エルさんが言っていた、奇き蹟せきが起きないとどうにもならない問題とはたぶん別の問題だ。アリスはきっと、エルさんが言ってた問題を知らない。

　でも、俺は、この問題さえ、どうにもできない。

　だから奇蹟も起こせない。

　アリス、俺は、お前に、なにもしてやれない。




　なにも。

　なにも。

　なにも。




　だから、この物語は終わった。

　全部終わった。
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「今日は一いつ緒しよに寝ようぜ」

　俺にできるのは、そんな風にお茶を濁にごすようなことだけだった。きっとそれがごまかしだと分かっただろうに、アリスはこくんと頷うなずいてくれた。

　同じ布団の中にアリスがいる。

　ほどいたアリスの柔らかい髪が、鼻に当たってくすぐったい。

　アリスの使っているシャンプーは変わっていた。アリスからは、俺の知らない香りがした。そんなの、ただそれだけのことなのだろうけど……でも、どうしても、俺はもう変わってしまったんだって思ってしまう。

　朝になればまた、アリスは髪を二つに結ぶ。

　アリスは、もう、わがまま放題の自分に戻る気はない。

「なあアリス」

　間近にある、アリスの大きな瞳ひとみの中に、俺の顔が映る。

「うん？」

　もうアリスは眠そうで、だけど俺のために、一いつ生しよう懸けん命めい口元を上げていた。

「どうしてお前、すぐここに戻らなかったんだ？」

「…………本当はすぐに戻ろうとしたのよ。でも風邪かぜひいちゃったの。お姉ちゃんたちに、トシヤに風邪をうつしちゃいけないって、帰るのを止められたのよ」

　アリスの意志で戻らなかったわけじゃないのか。戻るのを止めていたのは、エルさんたち。

　たぶん、体調を崩したのは本当だろう。でも、当然それだけが理由じゃない。エルさんのあの様子を見る限り、別の大きな理由がある。

　アリスに聞いても、それは分からないかもしれない。でも、詳くわしく聞けば、ヒントぐらいはきっとある。

　でも、俺はそれを聞く気はなかった。

　俺だって、もう疲れた。

　俺は尋たずねることなく、アリスの髪に触れる。その柔らかい髪の感触につい、俺はどうしても堪こらえきれなくなって、言ってしまう。

「……やめろよ」

「え？」

「髪を二つ結びにするの、やめろよ」

　我ながら無責任だった。『終わり』だって思ってしまった俺が、言う資格のない言葉だった。

「俺といると楽しいって言ってくれて、うれしかった。俺も楽しいよ。本当だ。だからそんないい子ぶるのはやめようぜ？　もう自分に嘘うそを吐つくのをやめようぜ？　お前はそんなことしなくてもいいんだ」

　当然、そんな俺の言葉には、アリスは困ったように苦笑した。

「ううん、あたし、分かったの」

「分かったって？」

「あたしはね、」

　アリスは、いつか見たような、大人びた微笑を浮かべた。

「好き放題には、生きられないのよ」

　こんなことを……

　こんなことを、俺は言わせたくなかったのに。

「トシヤ。あなたはきっと分かっていなかったら、言っておくわ。納得してくれないかもしれないし、今までのこと全部台なしにするかもしれないけど、言うわ」

　アリスは、

　俺に言った。

「いい子のあたしも、本物なのよ」

　そんなこと、俺は知りたくなかった。

　だってそれはきっと──俺だけは知ってはいけない、真実だった。

　俺は、もう、アリスになにも言えなくなった。

　だから、ただただ、アリスの手を握った。

「トシヤ」

　なにも言えなくなった俺の代わりに、アリスが口を開いた。

「千ち代よ子このこと、好き？」

　言ったアリスは、俺の手をぎゅっと握り返した。

　俺はもう、どう答えて欲しいか知っていた。だけど──

「好きだよ」

　そこは嘘うそを吐つけない。

　アリスは一度目を伏せて、だけどまだ聞いてくる。

「どこが好きなの？」

「……分からん」

「なにそれ？」

「そういうもんじゃねえの？」

「あたしは違うし……。ちゃんと説明できるし……。ねえ、なにかあるでしょ？」

「……そうだな……。じゃあ、あれかな？　どうしようもなくめんどくさいところかな？」

「それじゃあ悪口じゃない」

「たぶん俺、手間が掛かる女の子が好きなんだ。我ながら難儀だぜ」

「ふうん。手間が掛かる女って、あたしとは正反対ね」

「なに言ってんの？」

「ボケてるの」

「自分がめんどくさい自覚があるとは……」

「あるよ。…………大体、わざとだし」

「……それ、言うなよ」

「……うん」

「…………」

「……ねえ」

「ん？」

「……ちゅーしたの？」

「したよ」

「ふうん」




　アリスはじっと俺の目を覗のぞき込んできた。見つめてくるアリスの表情は、うれしそうでも、悲しそうでもなかった。

　アリスは俺の手を離した。

　寝返りを打って、俺に後頭部を向けた。




「…………ばか」




　そこで会話は終わった。

　しばらくして──

　しばらくして──

　アリスの静かな寝息が聞こえてくる。




　そこで、俺はようやく、気付いたんだ。




　──アリスの奴、ブービットをどうしたんだ？




　愚おろかな俺は、今いま更さら、やっと、思い出した。

『知らねえ。とにかくオレは、恵え瑠るさんにこれを渡してくれって頼まれたんだよ』

　そうだ。俺は、ミカンちゃんに、ミニブービットを渡されていた。

　ここまで手遅れになる前に、俺は渡されていた。

　録音再生機能が付いている、ミニブービットを渡されていた。

「──う」

　目眩めまい。

　色の反転。

　ああ、まさか──

　まさか、俺は、とんでもないミスを──

　俺は、後頭部を金属バットで殴なぐり付けられたように、目の前が真っ暗になる。あまりに巨大な自責の念が、すべてのものを遠ざけて、俺を世界から切り離して、たった一人にする。過か剰じような後悔の感情が、孤独に似ているって、俺は初めて知った。自分の呼吸の音がうるさい。心臓がうるさくて、痛い。アリスを見られない。アリスの姿を見ていられない。

　…………ああ、落ち着け俺。まだ『その失敗』があったかどうか分からないじゃないか。

　そんな風に、自分をなだめても無む駄だだった。心はすっかり暴れ回って、自分破壊工作をしていて、冷静さなんて望めそうもなかった。けれど、俺はそんな中でも、『寝ているアリスを起こしたら悪い』という、重要でもなんでもないことを、なぜか頭の中でぐるぐる延々と考えていた。

　俺はアリスを起こさないよう、ゆっくり布団から抜け出た。

　ミニブービットを探す。確か貴重品を入れてる、アルミケースに入れていたはずだ。俺は暗がりの中、月明かりの光だけを頼りに、アルミケースを探す。

　あった。

　開ける。

　ブービットを、見つける。

　ブービットの鼻を押せば、音声が再生されることを俺は知っている。それを押さなければいけないことぐらい分かってる。でも、押したくない。俺の指をそぎ落とせば、押せない理由になるだろうか？　押さなくて済むだろうか？　それが無理なら、押した瞬しゆん間かん爆発して、俺の目も鼻も口も飛び散ってしまえばいい。それぐらいなにも知りたくない。知りたくない！　もう十分だ！　もう……たくさんだ……。








──でも、逃げられない。



　俺は、ブービットの鼻を押した。

　残念ながら、俺の予想通り、吹き込まれたエルさんの声が再生された。




『





』



　その内容は、

　頭に入らない。

　全部が真っ白になって、

　言葉として認識できない。

「う…………」

　でも、俺は分かっていた。

　いくら言葉の認識を放棄しても、俺はその言葉の色合いを、意図を、方向を、理解していた。

「ううう…………」

　そして、これさえ分かれば十分だ。




　──俺の失敗は、取り返しがつかない。




　停止したい、思考。

　空っぽにしたいために、意味のない思考をぐるぐる回して、フリーズさせる。

　アリスを起こしちゃいけない。

　アリスを起こしちゃいけない。

　アリスを起こしちゃいけない。

　他の思考は追い出して、それだけは遵じゆん守しゆしよう。ああ、だから俺は、必死に叫さけびたくなる衝動を抑えて、声を押し殺そう。

　アリスの寝顔を見つめる。その寝顔は穏やかで、無む垢くで、俺が知ったすべてのことと無関係であるかのようだ。

　そんなわけないのに。

　そんなわけないのに。

　思考はスイッチを押して無理矢理停止したはずなのに、勝手にある言葉が湧わき上がってくるのが止められない。

　その言葉は、さっき、アリスが繰り返し口にした、あの言葉だった。

「ごめんな」

　声を漏もらしたと同時に、涙が溢あふれた。堰せきを切ったようにもう、涙が溢れ出て止まらない。止め方が分からない。

「ごめんな」

　いくらその言葉を口にしても、俺の心の中を一いつ瞬しゆんで埋うめ尽つくした、罪悪感は吐はき出しきれない。無視したい。すべてを忘れたい。なかったことにしたい。

　でも、この結果に目を逸そらすわけにはいかない。

　だから、やっぱり言わなくちゃいけない。




「さよな────」











　　　　　────見捨てないで。






　瀬戸際。

　決別の言葉を言い終える、瀬戸際。

　俺はすんでのところで、思いとどまる。その言葉を呑のみ込み、消化する。

「──バカか、俺は？」

　なにをしようとしていた？

　俺は、アリスの必至の訴えを無視して、なにを全部投げ出そうとしていた？

　なにを、もう自分に関係のないことのように、分別しようとしていた？

　涙を拭ぬぐう。

「…………言ってたまるか」

　さよならなんて。

「言ってたまるかよ！」

　自分の頬ほほを殴なぐる。

　なんてふがいなさだ。思い出せよ。俺はなにになりたかったんだ？　パクメンだろ？　男の中の漢おとこだろ？　こうやって涙を流してる女の子に手を差し伸べもせず、別れを告げるのが俺の目指してたものか？　違うだろ！

　アホみたいになにも考えず、感情的に突っ走っている俺の方が、まだマシだ。

　ああ、俺はチョコちゃんを選んだ自分に、もうアリスを助ける資格なんてないと思ってしまった。なんだそれ？　人を助けるのに資格がいるとでも思ってんのか俺は？　俺が選ばなかったら、不幸になるのが当然だとでも思ってんのか？　はあ？　俺は何様だ？　神様か？

　言っておくが、チョコちゃんと別れるつもりなんてさらさらない。俺はチョコちゃんが大好きだ。それは譲ゆずらない。

　だけど、アリスのことだって大好きだ！

　それだって嘘うそを吐つけない！　譲れない！

　いいだろ別にそれで！　チョコちゃんのうちに乗り込んで、付き合ったときだって、気持ちの整理なんてしてなかった。二人への気持ちがなんなのか俺はまだ分からないんだ。答えなんて出てないんだ。だから今は二つとも選ぶ。この気持ちに決着がついてから、俺は先のことを考える。それのなにが悪い？　最低？　そう思う奴やつは勝手に言ってろ。俺を罵ののしればいい。でも俺は、アリスのことを見捨てる方がよっぽど最低だって思うんだよ！

　俺は、俺のやりたいようにする。誰の指図も受けない。

　突っ走り続けるんだ！

　もちろん、分かってる。

　アリスに待ち受けてる運命は過か酷こくだ。俺がどんな覚悟を決めたって、それはなんら変わらない。残ざん酷こくで巨大な敵に立ち向かっても、今の俺じゃあっさりと返り討うちを食らうだけだ。アリスを救うことはできない。どうすることもできない。ただの高校生の俺には、なんの力もない。

　──で、

「それがなんだ」

　今の俺で、敵かなわないから、それがなんだよ？

　だったら、なるまでだ。

　アリスを救えるほどの人間になるまでだ。

　奇き蹟せきが必要だっていうなら、奇蹟を起こせるほどの人間になる。なにも別に、今すぐすべてを解決しなきゃいけないわけじゃない。少しぐらい時間が掛かってもいい。俺だって五年もすれば成人だ。今とはできることが全然変わってくる。その頃にはアリス、お前は今の俺から見て、十分許容範囲の魅力的な女の子になってるかもな。

　とはいっても、俺がしようとしているのは無む謀ぼうなことだ。分厚いコンクリートの壁に、生身で体当たりをし続けるのと同じかもしれない。でも、俺は、それをする。どんなにボロボロになっても、ぶつかるのをやめない。心が折れたら、逆方向にねじ曲げて元に戻してやる。すり切れたら似たようなものでも縫ぬい付ければいい。粉々に砕くだけたらガムテープでもくっつけてやり過ごす。無傷で戦うのは無理だ。戦えば傷を負う。無謀に壁にぶつかり続けてる様は滑こつ稽けいだろう。他人には嘲あざけられる一方で、理解されないだろう。当然誰も手を貸してくれないだろう。孤独な戦いだ。

　それでも俺は立ち向かう。逃げない。

　どんな結果も、最悪な状況も、ひっくり返す。

　俺はそれができるって信じてる。

　まだ信じられる。

　そして、信じているその間は、奇蹟を起こせる可能性を持ち続けられるんだ。

　だから信じる。

　まだ、戦える。




　朽くち果てるまでは、さよならは言わない。




　俺はまた、アリスの寝顔を見た。

「────アリス」

　お前のおかげで、恥はずかしい思いもした。

　誤解もいっぱいされた。

　あまり自覚はないけど、犠牲にしたものもあると思う。

　これからお前のためにさらに色んなものを犠牲にする。

　でも、それでも、お前と会えたことを、本当に、絶対に、後悔なんてしてない。

　アリスはやっぱりまだ、気持ちよさそうに眠っている。起こさなければ、ずっとアリスはこの安らかな表情のままいられるんじゃないか、そんなことを思う。

　だから──

「アリス、起きろ」

　敢あえて起こしてやるぜ！　不ふ機き嫌げんな顔に戻してやるぜ！

「起きろ、起きろ、アリス起きろ！」

　アリスの身体からだを揺ゆさぶる。

「…………ん、んん」

　まぶたがピクリと動く。

「なあ、アリス！　俺はすごい男になるぜ！　十じゆう文もん字じさんをも超えるパクメンになってしまうぜ！　お前ごとき平然と抱かかえ込んでしまう器の大きい男になるんだ！　やべ、テンション上がってきた！　これから俺がなる『スーパーパクメン岩いわ下した寿とし也や』について、夜通しお前に語らないと気が済まない！　だからアリス起きろ！」　

　ゆさゆさゆさ。

「やっぱりパクメンになるためには、お前を倒さなきゃな！　そうだ！　俺はお前を倒すんだ！　その運命ごと、アリス、お前を倒す！」

　ゆさゆさゆさゆさゆさ。

「ん、んん……うう……あたしを、倒す……？」

　目をつぶったまま、アリスが寝ぼけた声を上げる。

「ああ、俺は大好きなお前を倒すぜ！」

「うう、ん…………なんなの、気持ちよく寝てたのに…………」

　そうして、アリスは──

　──目を覚ました。

　無理矢理起こされたアリスは、そのせいで、不機嫌そうな顔をしている。

　ああ、そうだ。その面つらがアリスらしい！

「……ひっ！　な、なに？　その血走った目……？　まさかあたし寝込みを襲われてる？　倒すって、押し倒すって意味！　そういえば大好きとか言ってたし！　別れをそうぞーしたらロリコンの変態の本性が隠しきれなくなったの！」

「ああ俺はお前が大好きだぜ！」

　俺はアリスを抱きしめる。

「ぎゃああ否定しない！　まだ９歳だからだめええええええ！」

　頭を撫なで回して、ほっぺたをこねくり回す！

「ひぃいいいいい！　いやああああめええええてええええ！」

「大好きだ！　大好きだアリス！」

「ほ、本気の目……！　犯される！　変態！　ド変態！　人間失格！　タニシに劣る存在！　スクールカーストにおけるてーへんどころか、人間のてーへん！　蒼あお山やまサグ！　スーパーロリメン岩いわ下した寿とし也や！」

「ふふ、叫さけぼうが、もうお前を逃がさないからな！」

「助けて！　誰かこの変態からあたしを助けて！　……あ！　そ、そうよ！　千ち代よ子こはどうしたのよ！」

「ん？　チョコちゃんも、お前も大好きだぜ？」

「ためらいなく二ふた股また宣言してるですって！　うう……さいてー男！　すがすがしいほどのクズ！　女の敵！　あなた、この世で最も卑いやしい生き物をそうぞーしなさいよ！　そうぞーした？　それを遙はるかに下回る卑しい生き物があなただわ！」

「はあ、いい！　そうそう、もっとお前は俺に、そうやって酷ひどいことを言ってくれよ！」

「いやああああ、ついに罵ば声せいを浴びることにまで快感を！」

　顔を真っ赤にしてアリスは暴れる。

「ふっふっふ、お前の非力な力で俺から逃れられると思う──って、あんぎゃあああ！」

　暴れていたアリスの足が、俺の股こ間かんに直撃した。

　悶もん絶ぜつして、俺は布団の上で身体からだを丸める。

　すかさず俺の手から逃れるアリス。

「この！　この！」

　アリスは、俺の頭に足を思いっきり踏ふみ付ける。

「い、いて！　いて！　やめろって！」

「うるさい変態！　この！　このこの！　養分の本分を忘れてあたしを襲うだなんて！　恥はじを知りなさいよ！　もう絶対許さない！」

「い、痛いって！　って、お前、さっきまでのいい子モードはどうした！　いい子の自分も本当だとか、しおらしく言っていただろうが！」

「だからなによ！　こっちのあたしも本物なのよ！」

　……そうだ。

　そういうことだよな。

「……ふふ」

　やっぱりこいつは、どうしようもない、捕食系幼女だ。

「なにを笑っているのよ？　はんせーがないなら、あなたの恋人に、襲われたって訴えて、その関係を終わりにするわよ」

「え？」

　そんなのを言われたところでチョコちゃんが信じるわけ──あ、いや、前科（下着姿のアリスを押し倒しているのを見られたこと）があるからその……意外と……やばいかも……。「ブスすぎるわたしに満足できないから、岩いわ下したさんが手近な幼女に手を出してしまいました！　うわーん！　もう傷付きたくないから別れてください！」なんてアホみたいな展開がリアルに想像できる。なんというめんどくさい女！　でもそこが好き！　ＬＯＶＥ！

「あの……アリスさん、チョコちゃんへの告げ口は勘弁してください、お願いします」

　なので下した手てに出る俺。

「じゃああたしが満足するまで踏ふまれなさいよ」

「ま、満足って、どうしたら満足するんでしょうか？」

「そうね、あなたが泣いたら満足……ううん、その程度じゃ満足しそうもないわ！　だから泣いても踏むのをやめない！」

「じゃあどうすればいいんだよ！」

「どうもできない！　あたしは──」

　怒っているはずのアリスは、どういうわけか、その頬を弛ゆるませる。

　そうして、うれしそうに、俺に言うんだ。




「ずっと、ずっとずっとずーっと、やめない！」
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　　　あとがき（＊本編の内容について、かなり触れておりますのでご注意を）






「あなたが踏ふむまで泣くのをやめない‼」（誤字ではない）をお読みいただきありがとうございました。「あなたが泣くまで踏むのをやめない！」の続刊となりますので、新作だと思われた読者様はご注意を。ややこしくてすみません。

　そういえば、こんなタイトルの本を出したせいで実家にいづらくなったので、一人暮らしを始めました。あの見本誌を見たときの、どんな態度をしていいのか分からない態度……。

　嘘うそです。引っ越したのはただの気分転換です。こんにちは御み影かげ瑛えい路じです。




　こういう読み方をして欲しい、と、あとがきで解説をするのはあまりよくないと最近は思っているのですが、今回は若じやつ干かん、説明する必要を感じたので少しだけ書きます。

　読者様によっては、最後の展開は、唐とう突とつで漠然としていると、思われるかもしれません。

　実は今回、一巻の発売時には、半分以上の分量をすでに書いていたのですが、急きゆう遽きよ先の展開を相当変えることにしたのです。が、それは唐突さには関係ありません。僕は齟そ齬ごを感じたら、さかのぼって書き直すタイプなので。

　ならなぜ唐突で漠然としたものに？　という質問に答えるのは簡単です。僕は今回、その終わり方が正しく、美しいと思ったからです。これが最も、この物語にとって真しん摯しな終わりだと信じているからです。

　もうちょっと詳くわしく書くと、僕は、自分の書いたどんな物語も大切に思っているってことですね。すぐには諦あきらめられないってことです。ニーナ先輩がなぜ声を出さないかとか、ちゃんと設定あるんだよ！　まだ書きたい！　だからみんな買ってね！




　それでは謝辞を。

　三み木きさん、いつも通り的確なご指摘ありがとうございました。初期の原稿そのままで出版されていたら、今後の活動がピンチになるところでした。

　nyanyaさん、今回も素敵なイラストありがとうございます。感謝の言葉を伝える機会がなかなかないのですが、本当にお世辞でもなんでもなく、僕はnyanyaさんの描いてくださるアリスが好きです。

　うえむらちかさん、うぇぶらじ等で「あなたが～」のご紹介ありがとうございました。その後『神かみ栖す麗れい奈な』を読まれたようで、「御影さんを見る目が変わりました」と腫はれ物を触さわわるような態度に変わったことは忘れます。

　蒼あお山やまサグさんには一言。ネタにしてすみません！




　これからも僕を応援してくれる読者さんのために、日々精しよう進じんしていこうと思います。こうやって自分の書いた物語が世に出る幸運を、僕はついつい当たり前のものと勘違いしてしまうのですが、本当は奇き蹟せき的なことなんですよね。そのことに、普段からもっと感謝しないといけないと思います。本当に。

　それではまた近いうちにお会いできることを願って、お別れいたします。





御み影かげ瑛えい路じ
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身。量産型面。どれくらいのレベルかというと、一緒に住んでいるおばあちゃんに、「今日、駅前で歩いてたよね？」と、一日中家の中にいたのに言われるくらいです。

[image: ]




nyanyaニャニャ

猫とロリが好きなイラストレーター。ゲームキャラクターデザイン、挿絵、イラストなどいろいろ活動しています。
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あなたが踏ふむまで泣なくのをやめない!!
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